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（あーあ、早く、終わらないかなあ）

「第四十回私立クレマチス高校入学式」と毛筆で書かれた白地の板に眠そうな視線を送りながら星ほし野の純すみ人と、つまりオレは胸の中で呟つぶやいた。同じ瞬間、同じことを考えた人がこの講堂にどれだけいるかなと、そんな無為なことを思う。

　今日はあいにくの雨で桜がどうのこうの、と話すＰＴＡ代表だかＯＢ代表だかの言葉を左の耳から右の耳へ通過させながら、窓から見える桜の木に目をやる。

　淡たん紅こう色の花びらが雨粒を滴らせていた。晴れていればまさに今年一番の見ごろになっていたかもしれないが、そう都合よくはいかないものだ。

　ゴツン――。

　横に座る男子が肘ひじで小突いてきた。

　レンズの厚い眼鏡めがねにひょろひょろっとした体たい躯く。一見ガリベン風だが、英語の単語より声優の名前を多く知っているという、つまるところそういう男だ。名を要よう垣が内うち芳よし文ふみといい、どういうわけか中学以来、オレの友人ということになっている。

（式の前に、お主と話していた女子おなご……。あれは誰だれかな？）

　要垣内は眼鏡をわざとらしくかけなおしながら囁ささやく。

（オレ、誰だれかと話してたか？）

（隠すとは水臭い。お主との仲であろう）

（いや、素で分かってないんだが……）

（ほら、ショートカットの）

（ああっ）

　ようやく分かった。

（……小学の時の同級生。家が近所だ）

（ということは、お主の幼おさな馴な染じみということか。なるほど）

（どうした？　ついにお前も三次元にも興味の幅を広げてきたのか？）

（いやなに、あの女子には見こみがあると思ってな。ふむう、幼馴染みか）

　要よう垣が内うちは考えこむように腕を組むと前を向き直る。

　見こみがあるってなんだ？　と、思ったが、ヤツの発言の意図が意味不明なのはいつものことだ。いちいち気にしないに限る。

　隣の通路を挟んで反対側の女子の並びをチラリ見る。要垣内に見こまれたらしい神楽かぐら結ゆ衣いの姿を探したが、見つからなかった。

（幼馴染み……なあ）

　さっき講堂前でばったり会った時は、しばらく見ないうちに随分と大人おとなびて見えて不覚にも焦った。あのおてんば娘が色んな意味で女子高生っぽく成長していたからだ。いつまで経たっても童顔で太い眉まゆと大きな目を気にしている身としては、えらく差をつけられた感じがする。

　パチパチパチパチ――。

　突然、拍手が周りから起きる。いつの間にか講話が終わったらしい。

「続きまして、学生代表として、生徒会長の祝しゆく辞じです」

（おっ）

　式が始まって以来、初めて壇だん上じように上がる人間に興味が湧わいた。

「生徒会長、姫ひめ宮みやちとせ」

「はいっ」

　凛りんとした声が大講堂に響き渡り、背後の三年生の席の中で誰かが立ち上がった。

　横の通路を近づく足音とともに、ハッと、新入生たちが息を呑む気配が近づいてくる。

　足音が真横を通りすぎた時、オレも同じように息を呑んだ。

　女神が歩いていた。

　明るい長い髪を揺らしながら、悠ゆう然ぜんと、風を切るように。本当にキレイな女の子が歩いていたのだ。

　遅れるようにして、髪から流れてきたフローラルの香りが鼻び腔こうに広がる。

　やがて彼女が壇上に上がると、息を呑む音は新一年生の席全体に広がった。

「キレイだなあ……」

　要よう垣が内うちと反対隣のヤツが小さく漏らす。

　まさしく同感だった。

　長い睫毛まつげに縁取られた大きな目に、きつそうな性格を表すキリっとした眉まゆ。赤いセーラー服で包まれた均整のとれた体。華やかな色の長いサラサラの髪はストレートで腰ぐらいまで伸びている。テレビや映画の中でしか見ることのできないような可愛かわいい女の子。後光が差していた。

　女神は壇だん上じようの席の前に立つと、前髪を一度ひらりとかき上げ、新一年生全体を見渡す。

　ドキリと胸が高鳴った。目と目が合った。本当に一瞬のことですぐに通り過すぎたのに、心臓はずっとドキドキし続けていた。

　女神はスッと息を吸って胸を膨らませる。

「新一年生のみなさん、ご入学おめでとうございます」

　大きな声が大講堂に響く。よく通る、澄んだ声。

「私がクレマチス高校生徒会長の姫ひめ宮みやちとせです」

（姫宮……ちとせ）

　オレは口の中でその名前を呼ぶ。

　高校ってところはすごいな。あんなキレイな人がいるんだから。

　そう思うと、急に明日から始まる学校生活への期待でワクワクしてきた。

（姫宮ちとせ）



    

  
    
      



    

  
    
      　もう一度、呟つぶやく。

　姫ひめ宮みやちとせが壇だん上じようで何を話しているのか、聞いてはいなかった。

　ただ、女神のようなその姿をずっと見続けていた。



    

  
    
      
１章　生徒会長のヒミツ





「夢も希望もない……」

　六月――。

　高校生活の最初の中間考査明けの月曜日の放課後のこと。オレは席で細長い紙切れに空うつろな視線を送りながら、額の上にどんよりとした黒い雲を浮かべていた。

　紙の表には「学力試験結果表」という文字が印刷されている。

「お先真っ暗だ……」

「なにを陰気なことを言ってるの？」

　背中をパンと叩たたかれて振り返ると、幼おさな馴な染じみの神楽かぐら結ゆ衣いが立っていた。

　クルクルッと丸くて眼光の強い瞳ひとみが印象的な女の子だ。肩にかかる程度のショートカットの髪型で、シャギーの入った内巻きのサイドが頬ほおにかかっているのがワンポイント。白い体操服にレモン色のショートパンツ姿が妙に眩まぶしい。

「何だか陰気が服を着てるみたいな感じだよ」

「これを見たら、誰だれだってこうなると思うぞ」

　オレは紙切れを差し出した。

「見ていいの？」

「持って帰って本の栞しおりに使ってくれてもいい」

　結ゆ衣いは受け取ると遠慮深げに目を通す。ダークブラウンの瞳ひとみを一瞬、見開かせて、すぐに返してきた。

「なんだかアヒルさんとかタヌキさんが、ちらほらと見えた」

「まあな」

「勉強しなかったの？」

「そこそこ」

「そこそこか」

「結衣はなんか調子よかったみたいだな」

　下駄箱の横のホールに総合順位なるもののトップ三十が張り出されていて、その中に名前があった。

「へっへっへ。ボク、今回から、ちょっとドーピングしたんだ」

　結衣が小さく舌を出す。ほほう、なにやら興味深い話じゃないか。

「ドーピング？」

「実は……」

　耳に結衣が口を近づけてくる。肘ひじが結衣の胸に触れそうになったので、オレは引っこめた。

「試験期間中、ずっと薬を飲んでいたの。頭のよくなるドリンク」

「頭のよくなる!?」

「し――。駄目だよ。大きな声を出しちゃ」

　結衣は慌てたように辺りを見渡す。

「また怪しい通販か？」

「ボクが自分で作ったの」

「ああ……」

　途端に関心が失うせる。結衣の趣味が怪しい栄養ドリンクを作ることなのを思い出した。

「モロヘイヤに生卵とメザシとピーナッツを混ぜて、ミキサーにかけるの。これが効くのよ。ボクの印象だと記憶力が通常の三倍にはなる感じ」

「へえ」

「期末試験の時は星ほし野のくんにもあげようか？」

「い、いや。遠慮しておく」

　顔を引きつらせながらオレは手を振る。小学校の時、運動能力がやはり三倍になるドリンクなるものを渡されて運動会の前日に飲んだところ、当日ずっとトイレに篭こもりっぱなしになったことがある。

「そ、そんなことより、結衣は今日も部活か？」

　やや強引に話題を変えて、オレは結衣の体操着姿を改めて眺める。陸上部に入部したことは知っていた。なんでも女子のホープと期待を寄せられているとか。

「うん、友達と自主練。最近はほとんど毎日、走ってる。夏に小さな大会があるし」

「なるほど」

　チラリとショートパンツから伸びる、ほっそりとしているけどばねのよさそうな結ゆ衣いの足をチラリと見る。カモシカのようなというのは、こういうのをいうのだろうな。

「大会には応援にいく」

「ありがとう」

　結衣はニッコリと心から嬉うれしそうに笑った。

「神楽かぐらー、行くよーー」

　教室の扉から運動着姿の数人の女の子が覗のぞきこんでいる。

「じゃあ、ドリンクが欲しくなったらいつでも言ってね」

　結衣はそう言って女の子たちの方へ駆けていく。

　その背中を見ながらオレはハアとため息をついてしまう。

「あいつ……充実した高校生活を送っているよなあ」

　結衣の背中が輝いて見えた。昔から活発なタイプの女の子だったが、高校に入学してますます活動的になったような気がする。

　それに比べてオレといえば部活はしていないし、なにかの委員会に属しているわけでもない。そのくせ成績も芳しくなく……。

「ハァ……。もうちょっと刺激的な高校生活を思い描いていたんだがなぁ」

　壇だん上じように立つ生徒会長・姫ひめ宮みやちとせの姿が脳のう裏りを掠かすめた。そういえば、ホールに張り出された成績優秀者の表、高校三年生のトップの欄には彼女の名前があった。

「でもまあ、そんなものか……」

　入学式の時に思った通り、高校はすごいところなのかもしれない。ここには眩まぶしいばかりの光を放つ生徒がたしかにいる。だが、すべての生徒が等しくその光を放っているわけではどうやらないらしい。

　オレはもう一度ため息をつくと、鞄かばんを持って席から立ち上がった。



　　　☆



　下校組と部活組のどちらも出払った中途半端な時間なので、一階の下駄箱へ向かう廊下は妙に静かだった。窓からは校舎を取り囲むように植えられた桜が見える。ほんの少し前まで花びらや蕾つぼみが僅わずかに残っていたような気がするが、いつの間にか葉桜になっていた。

　ぼんやりと、入学式の時の雨粒に濡ぬれた花弁の姿を呼び起こしながら歩いていると、

　ビュンッ――って。

　横を一陣の風を通り抜けた。遅れてよい匂においがオレの鼻をくすぐる。

（このフローラルの香りは……）

　勢いよく振り返る。

　華やかな色の長い髪がたなびいていた。

（ちとせ先輩！）

　そう。その後ろ姿はまさしく私立クレマチス高校生徒会長・姫ひめ宮みやちとせに他ほかならない。

　生のちとせ先輩を見るのは、入学式以来、実に二ヶ月ぶり。オレは自分の顔がだらしなく緩むのを感じた。

　ちとせ先輩は早歩き、というかほとんど小走りに近いスピードで廊下を進んでいた。急いでいるというより、なんだか焦っているような感じだ。

　フワフワと揺れながら階段へ消えていく長い髪を見守っていると、ちとせ先輩の制服からポトッとピンク色のものが落ちた。

　オレは回れ右して階段の下まで戻る。

　ハンカチ。漫画チックなパンダの刺し繍しゆうがされた、妙に可愛かわいらしい柄のもの。凛り々りしくて、気の強そうな生徒会長のイメージからは想像できないデザインだ。

「へえ」

　ハンカチを拾い上げる。意外な一面があるんだな。

「しかし、どうしたものか」

　階段を見上げる。ちとせ先輩の姿は既にない。クラス委員にでも渡しておけば届けられるだろうが……。

　気がつくとオレはハンカチをギュッと掴つかんで階段を走って上り始めていた。

　ぜひともこの手で返したい。もしあのちとせ先輩に「ありがとう」などと感謝されようものなら、この倦けん怠たい感かんでいっぱいの高校生活に一筋の光が差すかも……と、まあ簡単にいってしまうとオレの妄想力と下心がそうさせた。

　この階段を上っていくと、最上階に生徒会会議室か屋上に出られる踊り場がある。恐らくちとせ先輩が向かったのはその生徒会会議室だろう。

（生徒会長に会えるっ！）

　心臓がバクついた。

　入学式で初めて見て以来、ちとせ先輩のことが気になってはいた。しかし同時に、テレビの向こうの住人のように、オレとは一生無縁な存在とも感じていた。

　それがハンカチを拾うというベタなイベントで接点ができた。先輩もオレと同じ世界の住人だと思えたわけだ。

　階段の終わりにある小さなホール。「生徒会会議室／生徒会長執務室」のプレートが掲げられた重そうな木の扉の前にオレは立つ。

　扉に耳を押し当てた。人の気配がない。これから会議が始まる雰囲気ではなさそうだ。

　ノックする。ちょっと控えめだったかなと思い、もう一度。

　返事はない。

　オレは生なま唾つばを飲みこむと、ドアノブを引いた。

　静けさに包まれた空間。Ｕ字の形をした大きなテーブルが、窓ガラスのカーテンから差しこむ西にし陽びで橙だいだい色に染まっている。

　部屋の一番奥。対向したテーブルが繋つながっている部分のすぐ後ろの壁に、半開きになった扉があり、その隙すき間まから蛍光灯の光が漏れていた。

「ああ、もう。こんな時にっ！」

　扉の向こうから苛いら立だつような女の子の声が聞こえた。声を聞くのも久しぶりだが、ちとせ先輩に違いない。

　扉を閉めるとゆっくりゆっくり奥の部屋へ向かう。

　さらに胸が高鳴る。あの生徒会長と二人っきりで同じ部屋にいることを意識するだけで、なんだか恐れ多い気分にすらなった。

　扉の前まで来る。『生徒会長執務室』と書かれたネームプレート。その名前が示すとおり、この中には彼女がいる。女神のようなちとせ先輩が。

　最高潮の緊張の中、オレは半開きの扉のドアノブを一気に引いた。

「失礼します。生徒会長。これ、一階の階段の下で落とされましたよ」

　賞状でも受け取るような格好でハンカチを持った両手をピンと伸ばした。

「えっ？」

　――と。

　焦りと驚きをミキサーで混ぜ合わせたような表情のちとせ先輩が振り返る。

　それと、ほぼ同時だった。



　プッシュ――。



　沸騰中のヤカンのような音がして、クレマチス高校の全生徒に悩ましいため息をつかせる生徒会長・姫ひめ宮みやちとせのうなじから、蒸気のような白い煙が立ち昇った。

（な、なんだ!?）

　オレが目を大きく見開いた瞬間――。

　パカッ、と。

　潜水艦のハッチが開くように、ちとせ先輩の上半身が腰の部分で後方に折れた。

　両手を広げれば、レイバック・イナバウアーにちょっと似ているかもしれない格好だ。ただし上半身と下半身は、審査員もひきそうなぐらいまっすぐ九十度。背中の一部の部分が繋がっているものの、腹部と下腹部が完全に分かれている。

　さらに驚くべきは、その開かれたハッチ、つまり分割された上半身と下半身の間に、女の子がいることだった。

　小さな女の子だ。顔の半分はあるかのような大きな瞳ひとみ。耳を隠すように束ねられたツーサイドアップの髪をコバルトブルー色のリボンで留めている。体のほとんどがイナバウアー状態である「外の体」の下半身に隠れているのでよく分からないが、年の頃ころは小学校高学年か、どんなに過大評価しても中学一年生ぐらいだ。

　そんな女の子がポカンとした表情で、同じくポカンとしているオレを見ている。

「…………」

「…………」

　時が止まる。オレも女の子も魔法をかけられたかのように凍りついていた。

（な、なにがどうなっているんだ!?）

　オレは腕を伸ばした格好のまま目の前の状況を必死に理解しようとしていたが、脳みその端まで固まって何も考えることができない。

　先に硬直から回復したのは女の子の方だ。今更のように慌てて折れた外側の体の上半身を手で起こすと、その中に身を隠した。

　キュルキュル――。と音がしたかと思うと、魂を吸い取られたような表情だったちとせ先輩の顔に生気が戻る。

「ええっと、なんの話だったかな？」

　ちとせ先輩は華麗な仕草で前髪をかき上げた。

　それでオレの思考も回復する。ガクガク戦慄わななく手で、ちとせ先輩を指差した。

「……ってぇぇぇ！」

　何とか出た台詞せりふがそれだった。

「どうかしたかしら？」

　アルカイックな笑みを浮かべながら、ちとせ先輩はオレへ近づいてきた。それに応じて、オレも一歩一歩、あとずさる。



    

  
    
      



    

  
    
      　ギシリッという音と一緒に足がなにかにつかえて、それ以上の退却ができなくなる。Ｕの字に配置された机だ。

　退路を断たれたオレはちとせ先輩の顔を恐きよう々きようと見上げる。花のように綻ほころばせた彼女の口元から小さな八や重え歯ばが覗のぞいていた。

「あなたお名前は？　あと学年」

「ほ、ほ、ほ、星ほし野の純すみ人と。一年Ｃ組」

「ふ――ん。新一年生、か」

　値踏みするようにオレのつま先から頭のてっぺんまで見る。

「なにか部活はやってる？」

「い、いえ。帰宅部」

「付き合っている女の子は？」

「い、いえ。特に誰だれも」

「ふ――ん。結構、可愛かわいい顔をしてるのに」

「は、はあ、それはどうも」

「じゃあ、そろそろ本題にいかせてもらうわ」

　ちとせ先輩はオレの肩に手を置く。オレの顔のすべての汗かん腺せんが全開になった。

「星野純人――」

「は、はっ？」

「あなた、ここで何を見た？」

「何をって……」

「私は何を見たか聞いているの」

　ちとせ先輩は身をかがめると怖い顔を、汗だらけのオレの顔面へ近づける。赤いリボンの下の胸の豊かな膨らみが襟元に当たって、オレは二重の意味で唾つばを飲みこんだ。

「そ、その……。オレが見たのは、そ、その。生徒会長の背中からプシューって、蒸気のようなものが上がって……」

「上がって？」

「パカッって音がして……」

「音がして？」

「腰から上の部分が後ろに折れて、体が割れました」

　ちとせ先輩はフッと笑う。

「夢でも見たんじゃないの？　体が割れるなんて、それじゃあロボットじゃない。この私が。生徒会長・姫ひめ宮みやちとせが、そんなロボ子に見えるとでも？」

　ちとせ先輩は体を引くと、目の前でクルリと回ってみせる。プリーツスカートと胸のリボンが赤い弧こを描き、サラサラの長い髪が空をたなびく。オレは視線が吸い寄せられる。

「み、見えません」

「そうでしょう」

　ちとせ先輩は満足そうに笑う。

「ここで見たものは夢……。そうね、星ほし野のくんのはちきれんばかりの豊かな妄想力が生み出した幻想に違いないわ」

「し、しかし……。オレははっきりと」

「いいえ。夢。夢、幻、イリュージョン。星野くんもそう思えてきた、そうでしょう？」

　ちとせ先輩はビシッとオレを指差した指をグルグルと回し始めた。

　その指先を見ていると思わず頭がボーっとなって「はい……。そんな気がしてきました」と答えそうになったが、すぐに我に返って頭を横に振る。

「いいえ。でも、オレ、はっきりと見ちゃいましたから。生徒会長の割れた体の中に……」

「中に？」

「…………中に女の子が入っていたのを」

「『中の人』など、いないっ！」

「ヒッ！」

　突然声を張り上げたちとせ先輩に、オレは条件反射的に体を仰のけ反ぞらせた。

「それこそ星野くんが夢を見ていた証拠じゃない。この私の体の中に人が入っているなんて、そんなこと……ウフフフ」

　ちとせ先輩は愉快そうに口に手を当てて笑う。

「だって現に……小さな女の子が……」

「誰だれがチビよ！」

「はいっ？」

「常識的に考えて人の体の中に人が入っているなんてあるわけないじゃない。そんなこと、小学生でも分かるでしょう？」

　ちとせ先輩は眉まゆ根ねを鋭角に吊つり上げる。

「でも本当にあったんだから仕方がありません」

　オレも唇を結んで睨にらみ返す。

　そうだ、あの光景が幻なわけがない。ちとせ先輩は無理に誤ご魔ま化かそうとしているのだ。

「どうしても、自分が見たのは夢ではないと、そう、星野くんは言うのね」

　ちとせ先輩は声のトーンを落とす。

「はい。あれは夢じゃない」

「ぜったい？」

「ええ」

「そう……」

　ちとせ先輩は目を伏せると、いつもの勝気な顔からは想像もできない悲ひ愴そうに満ちた顔で俯うつむく。

　不信感でいっぱいだったオレもその表情には罪悪感を覚え、「やっぱりあれ、夢だったかもしれないっす」と言いそうになった。が、それよりも先にちとせ先輩が顔を上げた。

　もう一度、眉まゆと瞳ひとみを持ち上げオレの顔をビシッと指差すと、

「分かったわよ！　どうしても夢だと認められないなら、仕方がないわ。もう一度見せてあげるわよ。ええ……、『中の人』をしかとご覧なさい。でも後で後悔しないことね！」

　やけくそ気味に叫んだ。

　その直後――。

　プッシュ――。

　沸騰したヤカンの音と一緒に蒸気が昇った。続けてちとせ先輩の体が、例のイナバウアーの姿勢で腰の部分から二つ折りになって上半身と下半身が分離し、その隙すき間まから先ほどのリボンの女の子が現れる。

（出たあ――――！）

　オレは崩れ落ちるように尻しり餅もちをつく。やっぱり幻想ではなかった。リアルで、ちとせ先輩の体の中に女の子が入っていたのだ。

（どどどどどどどどど、どうなってるんだ!?）

　衝撃を受けつつも、一度目の時とは違って頭は働いた。口をあんぐりと開けて女の子を見つめながら、オレは目の前で起きている異常現象を理解しようとする。

（ま、まさか……宇宙人。宇宙人なのか!?）

　女の子は遠い星から飛来した宇宙人ではないか。生徒会長の体は彼女にのっとられ、自由に操られているのではないか。

　まずい。

　もし相手が宇宙人ならば、秘密を知る地球人を生かすはずがない。宇宙の因いん果が率りつを操作できる謎なぞの光線銃で、オレの存在を根本から消し去ろうとするかもしれない。今すぐこの場から逃げ出して、警察でも内閣安全保障室にでも保護を求めるのが得策ではないか？

　――いやちょっとまて。

　それにしては女の子の雰囲気がおかしい。

　ジッとオレを見ているのだ。顔をプルプルと震わせながら、まるでダンボールに捨てられた子犬のように不安そうな表情で。その様子は少なくとも突然、聞きなれない言語で叫んで銀色の光線銃を向ける感じではない。

　オレが用心深くゆっくりと立ち上がると、女の子の顔が赤く染まり始めた。

　怒っているというよりは、恥ずかしがるように。首から耳の先端まで真っ赤にすると、プイッと顔を背ける。

「……見ないでください……ですう」

　何やら言った。聴力検査の音ぐらい本当に小さな声で。

「はっ？」

　オレが手を当てた耳を突き出すと、女の子はスーッと小さな胸に息を吸いこんだ。

「そんな汚らわしい目でちとせを見るなと言っているんですう！」

　今度は鼓こ膜まくが破れそうなぐらい大声で叫んだ。

　オレはショックを受けながらホワーンホワーンする耳を押さえる。いや、汚らわしい目と言われたことじゃない。

　今、女の子は自分のことをなんて言った？

　ちとせ――と言わなかったか？

　どういうこった。この女の子が。このツインテールにリボンを巻いているロリッ娘こが、クレマチス高校の至宝と評される、生徒会長・姫ひめ宮みやちとせだって？

　オレは『汚らわしい目』で女の子の顔を見続けた。

　すると、自称“〝ちとせ”〟の女の子が眉み間けんに皺しわを寄せ、唇を歪ゆがませた。

「見ないでと言ってるのに……」

　情けない声を出して、グスングスンと鼻を鳴らす。

「グスングスン？」

　ええっと、どうしてこの状況で“〝グスングスン”〟なんだ？

　女の子はオレの疑問を無視するように瞳ひとみをウルウルと潤ませると、

「ふえ―――――――――――――――――――――――――――ん」

　マジで泣き出した。

　……正直に言う。手でＭの字を作って泣く女の子、リアル世界で初めて見た。

「ちょっ、まっ、なんで、って、お――い？」

　頭がパニくった。どうして急に女の子が泣き出したのか、サッパリ分からない。泣きたいのは未知との遭遇を果たしたオレの方だろ？

「汚らわしい……。もう……。お嫁に……こんな男の子……ですう……」

　泣き声に混じって断片的に女の子の言葉が聞こえる。何を言っているか分からないが、とにかくオレに対し悪意のこもった文言であることは間違いない。

　女の子の泣き声は、「ふえーん」と「おんおん」を組み合わせながら加速度的に大きくなっていく。

　つーかもう逃げ出したい。もし泣き声を聞きつけて誰だれかがこの部屋に来たりしたら、学校中を巻きこんだ大騒ぎになる。学校内ですむ話ならいいが、もし本当に先輩が宇宙人なら、女の子と一緒にオレまでオカルトＧメンに取り調べを受ける羽目になるかもしれない。今のうちにさっさとトンズラしておく方が無難だろう。

　回れ右する。

　だが――。オレはそのまま走り出せなかった。

　男の不幸な性さがなのか、いくら相手が宇宙人、或あるいは未知のヒューマノイドだとしても、泣いている（少なくとも外見は）女の子を放ほうっていくというのがどうも気が引ける。

　それに、何がどうなっているのか知りたい。

　オレが見てきた生徒会長のちとせ先輩は何者なのか？　最初からいなかったのかどうなのか？　その辺の好奇心が逃げ出したい気持ちより上だった。

「とりあえず泣き止やませないとな」

　オレはべそをかいている女の子に近づいた。

　水平に倒れた上半身の内側をチラリと見る。金きん属ぞく沢たくのあるボディの上をプリント配線が縦じゆう横おう無む尽じんに走り、その間で青や赤のＬＥＤがピコピコと瞬いている。どう見ても機械だ。

「そんな声で泣いていたら、誰だれか来るよ」

　女の子と同じ顔の高さまで腰を下ろして、一応優しく声をかける。だが女の子は何も聞こえてないかのように、ふえ――ん、と泣き続けている。

「お願いだから泣き止んでくれ。ホント、人が来たら大変なことになるからさ」

　オレは女の子の頭の上に手をのせた。ピクリと女の子の体が反応した。

「いい子いい子」

　女の子の頭を撫なでる。

　オレが知る限り、べそをかいた小さな女の子を慰める一番効果的な方法がこれだ。昔、無む茶ちやをやって泣いた結ゆ衣いをなぐさめる時よくこうしたものだ。

　彼女の髪は羽毛のようにフワフワしていた。

（柔らかいなあ）

　幼稚園か小学生の女の子の髪のようにツルツルの髪。結衣の髪もこんな感じだったような気がする。

「いい子いい子」

　オレが呪じゆ詛そのように「いい子」を唱えるにつれて、女の子の泣き声が次第に弱まった。

　ワンワン泣いていた声がメソメソへ変わり、やがてシクシクに変化していく。

　手がじんわりと熱くなった頃ころ、女の子は完全に泣き止やんだ。

　女の子はぐっしょりと濡ぬれた睫毛まつげに囲まれた大きな瞳ひとみをオレに向けた。しかしそれは一瞬のことで、すぐに俯うつむいてしまう。

　額の汗を腕で拭ぬぐいながら、オレは、ふう、と息を吐く。何とか泣きやんでくれたはいいが、これからどうしようか。

「ええっと……その……あのさ」

　人差し指で頬ほおを掻かく。俯いたまま黙りこむ女の子に、なんて声をかけるべきか。

（と、とりあえず名前、からか？）

　目の前の女の子が誰なのか。聞きたいことは沢山あるが、とりあえずそこから知りたい。

「あの、その、き、君は……」

　――と。

　オレはギョッとして、質問の言葉を途中で飲みこんだ。

　生徒会会議室の入り口の扉へ目をやる。ノックの音が聞こえたような気がしたのだ。

　すぐに、「失礼しま――す。二年Ｄ組のクラス委員で――す」という元気のいい女の子の声が飛んでくる。

　女の子へ視線を戻すと、小さな顔が青ざめていた。

　オレは反射的に機械製らしき生徒会長の肩を掴つかんで、強引に引っ張り起こした。

　軽い。まるでハリボテの体みたいだ。

　モーターを無理やり手で回した時のような音を上げながら上半身が中の女の子を飲みこみながら閉じるのと、会議室の扉が開かれたのがほぼ同時だった。

「佐さ々さ木きで――す。遅れてすみません。春のスポーツ大会のクラスの出席名簿ができたので持ってきましたーって……あれ？」

　紙の束を抱えた二年生の生徒は、オレの存在に不思議そうな顔をしながら近づいてくる。

　オレはチラリと横の生徒会長の格好をした“〝ナニカ”〟の方を見た。中の女の子を隠すことはできたが、上半身を閉めるだけで喋しやべったり動いたりすることはできるのか。

　ウイ――ン、と微かすかに起動音のような音がして、モビルスーツのモノアイが点灯したみたいに生徒会長の瞳ひとみに光が宿る。

「ありがとう」

　ちとせ先輩はニッコリと女神の微笑ほほえみを浮かべて女の子から紙束を受け取る。その横でオレはホッと安あん堵どのため息をついた。

　ほんの少し上気した女の子が「し、失礼しました」と言いながら部屋を出ていくと、部屋は再び沈黙に包まれる。

「……」

「……」

　生徒会長、もしくは生徒会長の格好をした女の子と見つめあったまま黙りこむ。女の子が生徒会長の姿になったせいで、ますますなんて切り出せばいいのか分からなくなった。

（この体が機械……だと？）

　改めて生徒会長の体を眺める。どこからどう見ても、外からは普通の人間の体。白い肌も、華やかな色の髪も、透き通った瞳も、どれも作りものとは思えない。

「えっと、これ」

　困ったオレはドタバタの間にポケットに納めていたハンカチを、生徒会長へ差し出す。彼女がちとせ先輩かどうかは分からないが、ハンカチの持ち主であることは確かだし。

　ちとせ先輩はきょとんとする。

「一階の階段の前に落としました」

「そう」

　少し乱暴な感じに受け取る。顔を背け、横目でオレを見ながらそっけなく「ありがと」と告げる。

　複雑な気持ちだ。今の一言を聞きたくてハンカチを生徒会長に届けようと思ったわけで、念願が叶かなって嬉うれしいには嬉しいが、どうもスカッとしないぞ。

「あの」

「あの」

　ほとんど完かん璧ぺきに声が重なる。

「……そちらからどうぞ」

「いや、そっちから」

「でも……」

「いいから。そっちから話しなさい！」

　ジャックナイフのように鋭い目の端を吊つり上げるちとせ先輩に、オレはブルッと顔を震わせた。作りものの体だろうが、この顔に睨にらまれると怖い。

「質問をしても……いいっすか？」

「いいわ」

「あの……、あなたは、その……生徒会長、ですか？」

「そうよ」

　さも当然のように答える。逆にこっちが慌てた。

「オレが聞きたいのは、生徒会長は、その、あなた一人しかいないのですかって意味で」

「どういう意味？」

「だから、その、つまり……。本物の生徒会長がいて、あなたはそれにそっくりに作られた体、ってことはないんですよね。ほら、影武者みたいに。ハハハ」

　浴室乾燥室にほったらかしたタオルのごとく、パリパリに乾いた笑いをオレは上げる。

　生徒会長はニコリともしない。

「なるほど。そういう意味ね……。答えはノー。生徒会長は一人しかいない。星ほし野のくんやみんなが見てきた生徒会長はこの作りものの体よ。本物の姫ひめ宮みやちとせはこの体の中に入っている女の子」

「じゃあ、入学式の時、壇だん上じように上がったのも？」

「もちろん私」

　ちとせ先輩は仰々しく胸に手を当てる。

　なんてこった。生徒会長が、あの女神が機械だったなんて……。

　だが、ショックを受けている場合ではないらしい。ちとせ先輩が細めた瞳ひとみでオレを見つめているのだ。背中がゾワゾワっとする。

「このことを知っているのは学校内に私と星野くんしかいないわ。この意味……分かる？」

　オレはパタパタと手を振る。

「いや、オレ、誰だれにも言いませんから。というか、やっぱり夢を見ていたことにします。だって、ほら、誰にだってそれぞれ人には言えないような事情があるわけで。沢山、人がいれば、一人ぐらいロボットの体の中に入っている人もいるかなあって」

「…………」

「それに誰かに言ったって、絶対誰にも信じてもらえないでしょうから。だから、心配しなくていいかと」

「…………」

「だから、えっと、その……」

「…………」

　生徒会長は無言のまま、貼はりついたような薄ら笑いを浮かべている。

　……やっぱ、さっき逃げ出しておけばよかった。

「えっと、じゃあ。オレは帰ります。今日はなんだか、変なことをしてすいませんでした」

　ペコリと頭を下げると、回れ右をする。

　駆け出す寸前のところで手を掴つかまれた。「待ちなさい！」

　二つの理由でドキリとした。一つは生徒会長に捕まってしまったこと。もう一つは、掴んだ手が本当にスベスベで、温かくて、作りものの体とは思えなかったこと……。

　オレはおそるおそる振り返った。

　一瞬――。

　ちとせ先輩が不安そうな顔をしていたように見えた。入学式の壇だん上じようにあった、自信に満ち溢あふれた顔からは想像できないぐらい心もとない表情。目の前の作りものの体の中に入っている女の子が透けて見えたかのようだった。

　しかし、それは刹せつ那なのことで、すぐにいつもの自信と尊厳が蘇よみがえる。

「そんな約束を信じるほど、私は甘くないわ」

　睨にらみつけるちとせ先輩にオレは生なま唾つばを飲みこんだ。

「ちょっと顔を貸しなさい。嫌とは言わせないわ」

　すべすべの指に力がこめられる。

　オレは「ギャッ！」と悲鳴を上げた。女子高生を超越する握力、というよりプレス機かなにかで押しつぶされているみたいだ。ミシミシっと骨が軋きしむ音が本当に上がったような気がした。

「分かりました、顔でもなんでも貸しますから。だから――。殺さないでください！　お願いします、生徒会長!!」

　オレは必死で声を張り上げた。

　ちとせ先輩は手を離すと、これ以上ないほど優雅に微笑ほほえんだ。

「殺すなんて、そんなことしないわよ。ただ、ちょっと私の話を聞いてもらいたいの」



　　　☆



「『外の人スーツ』というの、これ」

　キャビネットの上でインスタントコーヒーを煎いれながら、ちとせ先輩は言った。

　扉に鍵かぎをかけた生徒会長執務室――。最初にちとせ先輩の体の秘密を見てしまったあの場所にオレは連行されていた。

　前庭を一望できるガラス張りの広い部屋だ。立派な机に重厚な本棚、ソファーセット、床には赤絨じゆう毯たん。しかし、それを眺めている余裕は今のオレにはない。

「『外の人スーツ』？」

　ソファーで縮こまっていたオレは、眉まゆをひそめた。

「そう。人工皮膚とニューラルネットワーク素子が組みこまれた皮状骨格で構成された、ボディスーツ。厚さは最大十ミリ。双方向型脳波シンクロシステムによる五感の同期で、『中の人』、つまり搭乗者は、自分の体のように動いたり表情をつくったりできるのよ。二十一世紀のメカトロニクス」

「はあ……」

　よく理解はできなかったが、なんとなくすごそうだ。

「生徒会長は、その、もしかして……」

「ちとせと呼びなさい。私は星ほし野のくんのことを純すみ人とと呼ぶから」

「は、はあ……」

「予あらかじめ言っておくと、私は宇宙人じゃないわよ。生まれも育ちも地球は日本の首都東京」

　まさにそのことを尋ねようとしていたのでオレは黙りこんだ。ちとせ先輩はコーヒーをローテーブルに二つ並べると、目の前のソファーに座って長い足を組む。

「もちろん未来人でもなければ、別の世界から来たヒューマノイドでもない」

　前髪を払いながらちとせ先輩はコーヒーに桃色の口をつける。

「要するに『外の人スーツ』はオーバーテクノロジーじゃあないのよ。姉ピョンが開発した正真正銘、メイドインジャパン」

「あ、姉ピョン？？」

「姫ひめ宮みやちなつ。私の姉。サイバネティック・オーガニズム、つまるところサイボーグの博士よ。でもたしかに、あの姉ピョンが宇宙人だって可能性はあるかもしれないけど」

　ちとせ先輩は冗談めかして言うと一人でクスクスと笑う。それからオレの前に置かれたコーヒーを指差しながら、

「ほら、冷めないうちに純人も飲みなさい。毒でも心配しているの？」

「い、いえ、そんなことは……。頂きます」

　オレは慌てて受け皿に添えてあったスティックシュガーから半分だけ注いだ。

（サイボーグ……なのか）

　コップに口をつけながら、上目遣いにちとせ先輩を見る。組んだ足の膝ひざの上に受け皿を置き、睫毛まつげを伏せてコーヒーを飲む姿はあまりに自然で滑らかで、普通の人間の体の動きにしか見えない。当然だ。今まで、学校の誰だれも気がつかなかったぐらいなんだからな。

「作りものと知っていてもそうは見えないでしょう？」

　ちとせ先輩は見せびらかすように胸を張る。

「ええ……見えません」

「細部までかなり作りこんであるのよ。服で隠れていて分からないような、あんなところやこんなところも、本物そっくりに」

「あんなところやこんなところ!?」

　飲んでいたものを噴き出しそうになる。

「本当よ。見せてあげてもいいわ」

「いや、いいです、結構」

　立ち上がって制服のブラウスに手をかけるちとせ先輩に、オレは首を横に振る。ちとせ先輩はちょっと不満そうな顔をした。

「……その、ちとせ先輩は、いつからそのロボットの中に？」

「ロボットじゃないわ。『外の人スーツ』」

　ちとせ先輩が人差し指を振る。

「あっ、はい。じゃあその『外の人スーツ』にいつから入っているんですか？」

「そうね、正確なところはよく覚えてないけど、小学校一年生の時に入っていたのは間違いないわ。小学校の入学式の写真が『外の人スーツ』だったから。幼稚園の時は微妙なところ。どちらの姿で写ったものもあるから」

「じゃあもう何年も、ロボ……いや、『外の人スーツ』を着て生活していると？」

「そういうことになるわね」

　マジか……。オレは開いた口が塞ふさがらなかった。

「でも、外にいる時だけよ。家の中じゃいつも脱いでいるわ」

　さっき見た、ちとせ先輩の中にいる女の子を頭に思い浮かべる。

「あの……、ぶしつけかもしれないんですが、中に入っているちとせ先輩って、歳としはいくつなんですか？」

　ちとせ先輩がキッと眉まゆ根ねを上げる。

「どうしてそんなことを訊きくの!?」

「い、いや、『外の人スーツ』を着た姿と同じ、高校三年生なのかなあって思って」

「正真正銘花の十七歳。なによ、文句ある？」

「いえ、文句はありませんけど……」

「それにしては、ちっこかった、とか思っているんじゃないでしょうね？」

「そのとお……いや、いえ。とんでもない」

　ちとせ先輩の険呑な視線に気がついて、オレは慌てて手を振った。しかし本当は、中学校低学年か、下手すると小学生ぐらいに見えたぐらいだ。

　ちとせ先輩はフンと鼻を鳴らして横を向くと、すねたように唇を尖とがらせる。

「まあ、小さいのは事実だけど……。身長だって百五十センチないし」

「はあ……」

　となると、妹の雪ゆきと同じくらいか。

「まさかとは思いますけど、身長の伸びが悪いから『外の人スーツ』に入った……なんてことはないでしょうね？」

「よく分かったわね」

「ええっ、マジですか？」

　ちとせ先輩が肩をすくめる。

「バカッ。そんなこと、あるわけがないじゃない。『中の人』の発育の遅さがまったく無関係ってわけじゃあないけど、もっとちゃんとした理由があるわ」

「理由……？」

　オレが首を傾かしげると、ちとせ先輩は一瞬、考えるような表情をした後、頷うなずく。

「『外の人スーツ』のことを知られたからには、今更隠しても仕方がないかもね」

　紅色の瞳ひとみでオレを見据える。

「それは――。私が対人恐怖性だからよ」

「た、対人恐怖症!?　……って、人が怖いあれ、ですか？」

「そう。私はね、人を見たり、見られたりするのがものすごく苦手なの」

「いや……。とてもそうは見えないですけど。現に今だって、オレと話しているわけだし」

「だから、それは『外の人スーツ』を着ているからよ。人付き合いが苦手なのは、『中の人』。つまり本物の姫ひめ宮みやちとせ」

「ああ、なるほど。そういうことですか……。いや、でも。う――――ん」

　腕を組む。たしかに『外の人スーツ』から出てきた女の子は、いきなり泣き出したりして挙きよ動どう不ふ審しんだったが、どうも「対人恐怖症」と壇だん上じように立って堂々とした態度でスピーチをする生徒会長のイメージが一致しないような……。

　ちとせ先輩が不ふ機き嫌げんそうに桃色の唇を結んだ。

「その顔は信じてないみたいね」

「いえ、そんなことはないですが……」

「分かった。じゃあ証明してあげるわ」

　ちとせ先輩がソファーから立ち上がる。

「これから『外の人スーツ』を脱ぐから。脱いだら『中の人』をジッと見つめなさい」

「見る？」

「そう。とにかく見つめるの。分かったらハイは？」

「は、はい」

「じゃあ、脱ぐわよ」

　ちとせ先輩がラジオ体操の深呼吸みたいに両手を左右に伸ばす。

　あの沸騰したヤカンのような音と共にうなじから蒸気が噴き出し、上半身が後ろに倒れ、中から目を閉じたツーサイドアップの女の子が現れた。

　女の子はゆっくりと開いた大きな瞳をオレへ向ける。

（この子が本物のちとせ先輩……）

　言いつけを守ってというわけでもないが、オレはしげしげと女の子を観察してしまう。

　やはりちっこい。百五十センチ以下というのも納得だ。なで肩から伸びる腕が、握れば簡単に折れてしまうのではと思えるくらい華きや奢しや。胸の辺りはなんとなく膨らんでいる気もするが『外の人スーツ』を着た状態とは比べようもない。高校三年生の女の子にはとても見えない体つきだ。

　しかし顔はさらに幼く見える。『外の人スーツ』とは違って青みがかった瞳ひとみは、小顔の大半を占めているかのように大きく、犬を思わせる鼻に、人形のような小さな口。オレだって人のことは言えないが、それをさらに上回るとんでもない童顔……。

　そんなことを思いながら眺めていると、ちとせ先輩（中）の顔が突然、赤みを帯びた。赤みは瞬く間に顔全体に広がって、気がつくと首から耳の先まで真っ赤になっていた。

「ど、どうかしたんですか？」

　オレが慌てて尋ねると、

　グスン。

　ちとせ先輩が鼻を鳴らす。さらにグスングスンと続けて鳴らすと、大きな瞳にジワァッと涙が浮かんできて、やがて、

「シクシクシクシク――」

　泣き出した。

「ど、どうしてそこで泣きが入るんですか！」

　これではさっきと同じ展開だ。

　ちとせ先輩は泣きながら背後に倒れた『外の人スーツ』の上半身を両手でゆっくりと起こして自分からその中に収まった。

　さっきと同じ起動音がして、光を失っていた『外の人スーツ』の目に光が蘇よみがえる。

『中の人』の感情は『外の人スーツ』を着こんでも引きずるのか、光が戻ったばかりのちとせ先輩（外）の瞳にもうっすら涙が浮かぶ。すぐに目の中のどこからか風が吹き出して、睫毛まつげをパタパタと揺らしながら涙を吹き飛ばした。どうも涙を乾かす機能らしい。

「――と、こんな感じなのよ」

　なぜか得意そうにちとせ先輩は腕を組んだ。

「さっきも言った通り、『外の人スーツ』を脱ぐと私はどうしようもないぐらいダメダメになっちゃうのよ。少しでも人に見られていたら顔が真っ赤になって、十秒で俯うつむいてしまって、三十秒経たったらどうにも悲しくなって泣いてしまう。マンツーマンだけじゃなくて、人ごみの中にいるのも苦手。とにかく他人に自分の体を晒さらすことができないの」

「……納得しました」

「こんな女の子が普通の学生生活を送ることができると思う？」

「いえ……思いませんね」

「だから『外の人スーツ』に入って生活をしている。これが理由なのよ」

　ちとせ先輩はソファーに腰を下ろすと、再び足を組んだ。

「脱いじゃうと性格まで変わってしまう、ってことですか？」

「そうよ。『外の人スーツ』を着た私と『中の人』は、完全に別人格」

　チビッ子で人に見られるのが怖くて泣き虫なちとせ先輩に、スタイルがよくて人前に立つのが似合う勝気なちとせ先輩。完全に正反対。まるで二重人格だ。

「どうしてあんな極端な性格の女の子に……」

「どうしてだと思う？」

「幼い頃ころのトラウマかなにかとか？」

　酷ひどいイジメを受けて心に傷を受けたとか、思いつくのはそんなところだ。

「まあトラウマには違いないけど、イジメとは違うかな。私は小さい時から、姉ピョンの研究のお手伝いをしてきたのよ。原因があるとすればそれ」

「お、お手伝いというと……？」

「改造手術の実験体をやっていたの」

「改造手術!?」

「姉ピョンは自分の発明品をすぐに試そうとする悪い癖があるのよ。で、サイボーグ工学の発明品といえば肉体改造系のものがほとんど。それに私、付き合わされてきたの」

（マ……マッドサイエンティスト！）

　オレの頭には、白衣にマスクの女性が手にメスとドライバーを握り締めてフッフッフッと笑う姿が浮かんでいた。なぜかそのモデルはちとせ先輩（外）だった。

「まあ改造といっても、こんな被かぶり物みたいなのがほとんどよ。でも、そのせいで、私は何かを被って外出することが多くなった。それがいつの日か、『外の人スーツ』なしじゃ、人前に出られない性格になったみたいね」

「ちょ、ちょっと待った。最後の二つには大きな開きがあったような気がするんですけど」

「その辺は物心つく前のことだから、よく覚えていないのよ。姉ピョンも教えてくれない。もしかすると純すみ人との言う通り、なにかトラウマになるようなことがあったのかもしれない。それにね……」

　ちとせ先輩は胸に手を当てて、探るような目つきでオレを見る。

「純人はこの私を見てどう思う？」

「ど、どうって？」

「外見の感想。初めて見た時にどう思った？　キレイだなとか、かっこいいとか、胸が大きいなあ、とか色々あったでしょう？」

「そ、そりゃあもう」

　今あげられた三つは全部思いましたとも。

「その……め、女神みたいだなあと思いました」

　オレはやや下に顔を向けながら上目遣いに言う。

「ありがとう」

　ちとせ先輩は嬉うれしそうに微笑ほほえむ。その笑顔は本当に無邪気で、美しくて――。それを思いっきり見てしまったオレは、顔が火ほ照てるのを感じた。

「でも、それは当然のことなのよ。作りものの体だからどんなふうに作ることだってできる。顔だって胸だっていくらでも変えられるのよ。女神にだって悪魔にだってなれるわ」

　少しだけ寂しそうに、ちとせ先輩は長い睫毛まつげを伏せる。

「姉ピョンは、必ず『外の人スーツ』の外見を誰だれからも好かれるように作る。おまけにスーツの運動制御サポートのお陰で運動もできるし、頭にある高密度記憶媒体のお陰で勉強だってお手のもの。だからこの体を着ていると私は人気者になれるのよ。小学校一年生から毎年クラス委員に選ばれたし、男子にも女子にもちやほやされるし、先生にも贔ひい屓きされて、いいことばかりなの」

「は、はあ」

「それにひきかえ、本当の私はちっちゃいし、泣き虫だし、運動神経だって皆無、記憶力だってない。そんな私が『外の人スーツ』を着るだけでシンデレラになれるのよ。スーツの中で引き篭こもりたくなるのも分かるでしょう？」

「ええ……分かります」

「そういうわけで、私は外に出る時はいつも『外の人スーツ』を着用するようになった。実の姉以外の人間と生身の体で接することがなくなった『中の人』は、『外の人スーツ』なしではまともに会話もできない性格になってしまった……。と、そういうこと」

「はあ、なるほど……」

　聞いた感じ、すべての原因は姉の姫ひめ宮みやちなつ、って人みたいだ。実験だかなんだか知らないが、幼い女の子を機械の体の中に入れて幼稚園や学校へ行かせるなんてどうかしている。そんな幼年時代を送っていれば、極端な性格にもなるだろう。

「でもお姉さんはともかく、そんな被かぶり物を被って生活していることに、ちとせ先輩の親御さんは何か言ったりとかは？」

「親？」

「ええ」

「私の両親は私が一歳の時に交通機事故で亡くなった。だから、私は小さい時から、研究所で姉に親同然に育てられてきたの」

「す、すみません」

　さばさばとした感じのちとせ先輩に、オレは頭を下げる。自分を殴ってやりたいと思った。それぐらい想像がつく話じゃないか。

「気にしなくていいわ。記憶がないから寂しく思ったことがないもの。いないのが当たり前のように感じているから人に言われても、なんとも思わない」

　ちとせ先輩はパタパタと手を振る。

「じゃ、じゃあ、今もそのお姉さんと一緒に暮らしているんですか？」

「研究所は高校進学と同時に追い出されたの。学校の近くのマンションに一人暮らしをしているのよ。ほら、学校から見えるでしょう？　茶色い高層のマンション」

「ああ……」

　そういえば聞いたことがあるような。なんでも最上階のメチャクチャ見晴らしのいい部屋に住んでいるとか。

「さてと」

　ちとせ先輩が飲み終えたコーヒーカップを置いた。

「事情は分かったわね」

「ええ、大体」

「この秘密を知っているのは私と姉ピョン以外、純すみ人と、あんただけよ」

　ちとせ先輩は鋭い視線を向けてきた。

　背筋がピンとなる。悪いが秘密を知られたからには生かしておけぬ、と今にも言われそうな気がする。あのプレス機のような手が首に伸びてきて、ポキリと折られてしまうのではないかって……。でもそれなら、今までオレに事情を説明したのは変か。

「その……、どうしてちとせ先輩は、オレにそんな話をしたんですか？」

「実はそれが私にも分からないのよ。誰だれかに話せば殺すと脅迫するか、姉ピョンに頼んで記憶操作をしてもらうのが適切な対応だったのだけど……」

「脅迫、記憶操作……ハハハ」

　オレはコメカミを引きつらせた。

「でも私は自分の秘密を純人に話したいと思った。なぜかな」

　自分に問いかけるようにちとせ先輩は言う。

「たぶん……」

　ポツリと続けた。

「さっき『中の人』が泣いた時、純人が慰めてくれたことと関係があると思うのよ」

「慰めたって……あの、『いい子いい子』？」

「そう……」

　ちとせ先輩はそう言って黙りこむ。顎あごに手を当てて思いつめた目をすると、それからハッと何かいいことを思いついたように晴れ晴れとした顔になって、パンと手を叩たたいた。

「分かったわ。……純人に秘密を知られたのはお導きだったのよ」

「はっ？　お導き？」

　突然、何を言い出すんだこの人は。

「そう。運命と言ってもいいかもしれないわね」

　首を傾かしげる。ちとせ先輩が何を言い出そうとしているのか、さっぱり見当がつかない。

「純人は……。私が『外の人スーツ』の中に入って生活していることに、何も感じてないと思う？」

　ちとせ先輩はローテーブルの上に体を乗り出して顔を近づけてきた。

「いや、その……。どうなんでしょう？」

「それはたしかに『外の人スーツ』に入っているのは気持ちがいいわ。さっきも言ったようになんだってできるし、人気者になれる、生徒会長にも選ばれる。でもね」

　一際大きく声を張り上げてちとせ先輩は立ち上がった。

「しかし、所しよ詮せんは幻の人気や名声よ。みんなの前に立った時に寄せられる羨せん望ぼうの眼まな差ざしも、喝かつ采さいも、身の毛のよだつ告白の言葉も、全部、作りものの体に向けられたものであって、私はそれをその作りものを通じて甘受しているだけ……。そんなんで喜んでいて本当にいいのかっ、て最近思うことがあるのよ」

　一転して寂しそうに目を伏せる。

「高校生活も、残り一年を切ったわ。このままだと、私の青春時代はすべて、機械仕掛けの体の中で過すごすことになる。一年生の時の臨海合宿も二年生の時の修学旅行も、『外の人スーツ』を通じて体験したけど、最後の数ヶ月ぐらいは『中の人』の姿で高校生活を送りたいと思うの。純すみ人と、私のこの気持ちが分かる？」

「は、はあ。なんとなく。でも……だったら脱げばいいんじゃないですか？」

「バカ！　アホッ！　それができたら苦労はしないわよ」

「そうなんですか？」

「もし今、私が『外の人スーツ』を脱いだりしたら、大変なことになるわよ。あの生徒会長が、姫ひめ宮みやちとせの体が偽物だったなんて……。学校中の生徒の注目が『中の人』に集まることになる。それを私が、『中の人』が耐えられると思う？」

「……いえ、思いません」

「三秒も学校にいられないわ」

　ちとせ先輩は腰に手を当てると胸を張る。

「そんな自信たっぷりに言われても……」

「とにかく、要するに私が『外の人スーツ』を脱ぐためには、『中の人』の性格改善が絶対条件なの。そこで最初に話が戻るのよ」

「お導きとか運命の話ですか？」

「そうよ」

　ちとせ先輩は真剣な瞳ひとみでオレを睨にらみつけた。

「純人！」

「は、はい」

「私の性格を直しなさい」

「ええっ？　ど、ど、ど、どういうこと、ですか？」

　オレはソファーから跳び上がった。

「どういうこともこういうこともないわ。『外の人スーツ』から出たいから、『中の人』の性格を直せって、そう言っているの」

「いや、それは分かりますが……、どうしてオレですか？」

「だからそれが天のお導き」

「ちょ、ちょっと待ってください。意味が分かりません」

　ちとせ先輩はちょっぴり不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめる。

「鈍いわね。私はずっと前から、『中の人』のこの性格のことを誰だれかに相談したかったけど、できる相手がいなかった」

「お医者さんとかカウンセラーとか……」

「そんなの駄目よ。外に出られるようになるまでは、『外の人スーツ』のことを誰にもバラしたくないもの。ところが、偶然にも純すみ人とは私の秘密を知ってしまった。おまけに同じ学校に通う生徒。これほど相談しやすい相手はいない。運命的だわ」

「運命はともかく、相談できる相手というのは分かります。でも、相談と治療は全然違いますよ。だって、オレにそんなスキルないし」

「いいえ、無理じゃないわ。純人ならできる」

　首を振るオレをちとせ先輩はビシッと指差す。

「ど、どうしてそんなふうに断言できるんです？　オレが秘密を知ったのだって、ただ偶然じゃないですか」

「勘よ」

「勘……ですか」

「ただの勘じゃない。姫ひめ宮みやちとせの勘よ。それに、それだけじゃないわ」

　ちとせ先輩はほんの少しだけ顔を赤らめる。

「『中の人』を慰めた時、純人は『中の人』の頭を撫なでたでしょう。姉ピョン以外に触れられるなんて、普通だったら発ほつ疹しんして気絶していたところなのにそうはならなかった。逆に、なんだか懐かしい気持ちになって心が落ち着いた。だから思ったのよ。純人は特別だって」

「それ……本当ですか？　なんだかできすぎのような気が」

「……たぶん純人がジーグに似ているからよ」

「誰だれですかそれ？」

「実家で飼っているフレンチブルドッグ」

「……」

　するとなにか？　オレは飼い犬に似ているという理由で、カウンセラー役を仰せつかっていると。

「純人。私の性格を直しなさい。たぶん私と純人の出会いは特別。あんたなら私を『外の人スーツ』から出させてくれると思うわ」

　ちとせ先輩は改めてオレを見た。

　こちらをジッと見つめるルビーのように赤みがかったちとせ先輩の瞳ひとみに胸が高鳴った。作りものだと分かっていても、やはりドキドキする。

　おだてられて、ちとせ先輩の性格をどうこうできると考えるほど、オレはお気楽じゃない。むしろできっこない。そういうことはプロの医者に任せるべきことで、オレのような一介の高校生男子の手に負えるはずがない。

　でも……。

　これはできるできないの次元の話なのか？

　ちとせ先輩は自分を頼りにしている。運命とか導きとかは怪しいが、それだけは本当だろう。それを断るのはどうなんだ。

　入学式の時、これから始まる輝ける高校生活に漠然と期待していた。しかし実際に始まった生活は予想とはちょっと違った。

　部活動にも委員会活動にも興味を惹ひかれなかった。中学校の延長戦として、無為に時間が流れるのに身を任せていた。

　でもこれならどうだろう。あの生徒会長・姫ひめ宮みやちとせの中にいる女の子の性格を変えるなんて、なかなか面白そうじゃないか？

　それに――。

　ちとせ先輩。

　やはりキレイ、だと思う。それが作りものだと知った今でも、その女神のような姿はまったく色いろ褪あせない。あの入学式の時のドキドキした感覚は今も続いている。こうして、ちとせ先輩のこんなに近くにオレがいるのが信じられないくらいだ。

　仮にもしここで申し出を断ったら、お互いに何もなかった、何も見なかったことにして、オレと学校一のアイドルとの関係は一時間以前のものに戻る。

　引き受ければ、これからもちとせ先輩と会える。それも二人っきりで、今みたいに近くで、だ。それは入学式の時に期待した、学校生活の一部分ではなかったか。

　だとしたら。

「分かりました」

　思いきって決断した、というよりいつの間にか言っていた――、そんな感じだった。

「ちとせ先輩が『外の人スーツ』を脱ぐのを、手伝わせていただきます」

「ありがとう」

　ちとせ先輩はニッコリと笑って、手を差し伸べる。

　オレは立ち上がった。ぎこちない笑みを浮かべて彼女の顔を見上げる。

　笑顔がそこにあった。女神のように気高く、純粋な少女のように無防備な笑顔。

　オレはおずおずと、ちとせ先輩の手を遠慮がちに握りしめた。

　もしかしたらオレは大切なものを見つけたのかもしれない。



    

  
    
      
２章　ちとせのトレーニング！





「星ほし野のくん。もう帰っちゃう？」

　生徒会長・姫ひめ宮みやちとせの秘密を知って一週間ほど経たった放課後。鞄かばんに教科書をつめていたオレの机の前に、神楽かぐら結ゆ衣いが立っていた。

　放課後になるとすぐに短パンと体操服に着替える結衣にしては珍しく通学服姿だ。

　我が校の女子の制服は赤を基調にしたセーラー服。赤いプリーツスカートに白のブラウスで、セーラーカラーは白地に赤いラインが入ったもの。リボンは黄色。

　オレは後ろめたい気持ちになって結衣を見返す。

「結衣は今日、部活は？」

「だってこの天気だもの」

　教室の窓から外へ目をやる。なるほど。鉛色の雲に覆われた空が広がっている。いつ降り出してもおかしくなさそうな気配だ。

「屋外を走っている時に雨になったら大変……か」

「そういうこと。だから今日の自主練はサボり。久しぶりに星野くん一緒に帰るのはどうかなあ、と思って……」

　結衣は内巻きのシャギーを人差し指でさらに内にカールさせながら言う。

　オレと結衣の家は近い。玄関先の間を走って二往復しても、熱湯を注いだカップ麺めんがまだアルデンテだったりするほどだ。近所で歳としも同じだから、小学校低学年ぐらいまでオレと結衣は毎日一緒に登下校していた。だが、歳が上がるにつれてだんだんと別々に行動することが多くなって、別の中学校へ入学してからは一度もない。

「え、えっと、だな」

　オレは口をパクパクさせた。

「どうしたの？　何か用事でもあるの？」

　結衣が首を傾かしげる。

「……実は野や暮ぼ用ようがあって、まだ帰れないんだ」

「野暮用？」

「いや、うん。本当に野暮用」

「ふ――ん」

　眉まゆを少しひそめる。

「じゃあ、ボクも帰らずに図書室で宿題しようかな。もし、その野暮用が終わったら、顔を出してくれる？」

「いや、でもそれは悪いから。こっちの用はいつ終わるか分からないし」

　オレは慌てて両手を振る。

「遅くても大丈夫。今日の宿題、結構多かったし」

「いや……でも」

「それってつまり、ボクと一緒に帰りたくないってこと？」

　結ゆ衣いは窓の外の天気よりも表情を曇らせる。

「い、いや、そんなことは……。ただ、本当にいつになるか分からないから待たせたら悪いなあと、そう思っただけであって……」

「もういい。星ほし野のくんのバカ！」

『バカ』と一緒に、鞄かばんでオレの頭を殴りつけた。オレは「ウガッ」と首を絞められたアヒルのような声を上げて机の上に顎あごを打つ。結衣は肩をいからせながら行ってしまう。

「あ――……」

　机の上に突っ伏しながらため息をついた。普段は大人おとなしい結衣だが、怒ると怖くておまけにいつまでも根に持つタイプだ。もしかすると一週間は口をきいてくれないかも。

　でもだって、仕方がないだろう……。

　今日はちとせ先輩の性格改善トレーニング初日なのだから――。



　　　☆



　古ぼけた木製の扉の前に立ったオレは、左右の廊下を用心深くキョロキョロと確認しながら、頭上に掲げられたネームプレートの文字を見上げた。消えかかった文字だが、かろうじて読める。『クレマチス高校演劇部』。目的の部屋だ。

（本当にちとせ先輩……いるのかな？）

　少し不安になる。オレが二度もちとせ先輩に会えるというのが、どうも信じられない。

　小さくノックすると、もう一度周囲に注意を払いながら扉を開けた。

「遅い！」

　開けるなり怒声が飛んできた。オレは慌てて中へ入ると扉を閉める。

　教室二つを合わせたぐらいの広さの部屋だ。端に積み重ねられたダンボール箱以外何もなくガランとしている。

　ちとせ先輩はその中央に一つ置かれた机の上に長い足を組んで座り、ビシッと射抜くようにオレを指差していた。気の強そうなと評される双そう眸ぼうが、いつもよりもきつく見えた。

　しかしそんな怒りの顔でも見た瞬間、嬉うれしくなってしまう。

　またちとせ先輩に会えた――。

「何分待たせるつもり？　私、待つのは大嫌いなのよ」

「すいません」

　オレは素直に謝って、部屋の中へ進もうとする。

「鍵かぎをかけなさい」

「え？」

　ドキリとした。いや、だってほら、鍵のかかった教室に女の子と二人っきりというシチュエーションじゃないか。

「誰だれも来ないとは思うけれど万が一ってことはあるでしょう。一週間前の再現はいやよ」

「それはたしかに」

　オレは息を整えながら鍵かぎをかけると、ちとせ先輩へと近づいていく。

「この学校にまだ空いている部室があるんですね。それもメイン校舎の中に」

「二年ぐらい前までは演劇部が活動していたのよ。人員不足で廃部になった時に生徒会が接収して、今もうちの管理下にあるの」

「でも、部室が不足していて困っているって聞いたことがありますが……」

「利用申請書が提出されればいつでも開放する方針よ。でも、そのためには生徒会を納得させるだけの部活動方針と部室の必要性を示す必要があるわ」

「なるほど」

　腕を組んだちとせ先輩の顔を見上げてオレは安心する。

　目つきが平常時に戻っていた。遅刻への怒りはすでに収まったらしい。

　こうして顔を合わせるのはちとせ先輩の秘密を知って以来。その間、トレーニングの日取りや場所をメールでやりとりしていた。

「何か練習のアイディアは用意したんでしょうね？」

「ええ一応……」

「じゃあ、早速、始めましょうか」

　ちとせ先輩は机から飛び降りると、長い後ろ髪を耳にかける。その指先を思わずオレは追いかける。

　やっぱキレイだ。サラサラの髪も、ほんの少し上気した頬ほおも、みんな素敵だ。いくらこの体が作りものだとしても……ってそれはもういいな。

「……純すみ人と。それで私はどうすればいいの？」

　頭をトリップさせていると、ちとせ先輩が首を傾かしげた。

「あああ……すいません。えっとですね、とりあえず脱いでくれませんか。その格好のままじゃ何もできませんから」

「分かったわ」

　ちとせ先輩は真剣な表情で頷うなずくとブラウスの裾すそを摘つまんでひっぱり上げようとした。

「脱がないでください！」

　慌ててちとせ先輩の手を掴つかむ。ちとせ先輩は不ふ機き嫌げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「なによ、脱げと言ったり脱ぐなと言ったり！」

「服を脱げなんて一言も言っていませんよ」

「純人は脱げというだけで、目的語が明確でなかったわ」

「『外の人スーツ』です。スーツを脱いでください!!」

「だったら最初からそう言いなさい。まったくもう紛らわしいわね！」

「前後の文脈から察してください」

「はいはい。じゃあ、脱ぐから手を離して」

　少々照れながらオレは手を引っこめた。

「では脱ぐわよ」

「ええ。『外の人スーツ』を脱いでください」

「くどいわね。分かってるわよ」

　ちとせ先輩が小さく息を吸いこんで身構える。

「……」

「……」

「あの、どうかしましたか？」

　おずおずと尋ねると、ちとせ先輩が顔を赤らめた。

「そんな風にジッと見られていると脱ぎにくい！」

「この前はあっさり脱いだじゃないですか！　それも二度も！」

「気乗りしない時だってあるのよ」

　ちとせ先輩は腕を伸ばしてオレのボサボサ頭を掴つかむ。

「ちょっと、あっちを向いていなさい」

「は、はあ」

　大人おとなしく従いながら、乙女心の深遠さに思いを馳はせていると――、

　プシュウーっと。

　聞き覚えのある音が耳の近くで上がり、続いてモーター音らしきものがする。一週間前、生徒会長の執務室で聞いたあの音だ。

「もう……いいですか？」

　横を向いたまま尋ねる。

「……」

　返事の代わりにハッと息を吸うような声が聞こえる。

「いい……ですよね？」

「……はいです」

　聞こえてきたのは凛りんとして威厳のある姫ひめ宮みやちとせ（外）とはまるで違う、たんぽぽの綿毛のようにふわふわとした声だった。

　勝手に同意と受け取り、オレはゆっくりと顔をちとせ先輩へ向ける。

　イナバウアーの格好をした『外の人スーツ』の中に、女の子が収まっていた。『中の人』、すなわち本物の姫宮ちとせだ。

　一週間前と同じツーサイドアップの髪型は変わらず、青色のリボンの代わりに今日は黄色いリボンをつけている。服装はリボンと同色系統のワンピースだ。

「はうぅぅぅぅ」

　見つめていると、なんだか謎なぞの唸うなり声、というにはちょっとばかし可愛かわいすぎる声を出した。突如、その顔が赤く染まった。

（まずっ）

　慌ててちとせ先輩（中）から顔を背ける。また泣き出されるのはご免だ。

　背けた顔で誤ご魔ま化かすように暴れん坊将軍のオープニングを口笛で吹く。なんで暴れん坊将軍なのかよく分からないが、とにかくなんとなくだ。

　唇を尖とがらせながらチラリとちとせ先輩（中）を見る。獅し子し唐とうみたいな色をしていた耳がトマトクリームソースぐらいの色になっていた。

「ええっと……ちとせ先輩？」

　控えめに声をかけてみた。もちろん顔は背けたまま。

「……はいです」

「そこから、いや、つまり『外の人スーツ』から出てくることはできませんかね？　なんとなくその格好のままだと不安定そうですし、なによりオレが落ち着かないですから……」

「……分かったです」

　ゴソゴソという音が聞こえてくる。

　もう一度コッソリ目を向けると、ちとせ先輩が『外の人スーツ』から片足ずつ出ようとしているところだった。その格好はスキーウエアのズボンを脱いでいるようにも見えるし、腰を支えに懸けん垂すいしているようにも見える。

（『中の人』も大変だな）

　そんなことを思っていると、『外の人スーツ』から片足を出してたくしあがったワンピースの裾すそから水色の縞しまパンが露出した。どっと疲れたオレは、首を振りながら視線を背けた。

「……出たですう」

　一分ぐらいの時間が経たった後、やっとちとせ先輩の声が聞こえた。

「そっちを見ても大丈夫ですか？」

　ちょっとした沈黙の後、「……はい……ですう」と返事。その間に三回ほど深呼吸する音が聞こえた。

「じゃあ、そっちを向きますね」

「いえ、やっぱり……もうちょっと待ってください、です」

　すーはー、すーはー、すーはー、すーはー。

　さらに四回ほど深呼吸を追加した後、

「……はい。大丈夫……だと思われます……です」

　自信なさげに言う。オレはゆっくりゆっくりちとせ先輩の方を向く。

　そこでオレは初めて、足を含めたちとせ先輩の全身を拝んだ。いわばパーフェクトちとせ先輩（『中の人』）である。

（やっぱり、ちっちゃい……）

　下半身が『外の人スーツ』に隠れていた時から想像はできたが、小さい上半身の下にあるのはやはり短い足だ。むしろパーフェクトになってそのちっちゃさが強調された。

　そのちとせ先輩は上瞼まぶたを下瞼にギュウっと押しつけて、顔をプルプル震わせている。

「ええっと、その……。目、開けられません？」

　ツインテールを揺らしながら首を振る。

「別にオレを見なくてもいいですから」

「む……無理ですう」

「薄目でもなんでもいいんで」

「……」

「さすがに目を開けないと練習にもなんにもなりません」

「………………分かりましたですう」

　ちとせ先輩は顔のプルプルの周期を短くさせながら、大きな目を開いていく。微妙に瞼が上がったところで止まってしまう。

「それ……見えていますか？」

「……も、もちろんですう」

「じゃあ、これ、何本指が立っているか分かりますか？」

「……三……？」

「……」

　オレは右手のグーをしげしげと見つめる。

「じゃあ、五です」

「……」

「じゃあ一！」

「……」

「はうぅぅ。……分かりました。開けます」

　ちとせ先輩はいじけたような声を出す。また深呼吸をすると、パチッと、その大きな目を見開く。オレの手がグーであることが分かると、桃色の頬ほおを膨らませた。

「何本指が立っているかって言ったじゃないですか。純すみ人とは卑劣ですう。この外道！」

　そう叫んだ後、オレの顔が真正面にあることにやっと気がついたらしく、頬を真っ赤にして下を向いてしまった。

　いや、それはいいんだが、外道って……。

「ええっと、とりあえず、立ったままなのもあれなんで、座りますか」

「……は、はいです」

　ちとせ先輩はぺたんと腰を下ろす。顔は床へ向けたまま。

　オレも頭をかきながら床に座る。始める前の準備だけでこの騒ぎ。先が思いやられる。

「えっとですね。本屋とか行って調べる時間があんまりなかったから、インターネット上にある、対人恐怖症の克服のページを探しました。症状に程度の違いこそありますけど、結構メジャーな症状ですから比較的対処療法のサイトも沢山……って、ちとせ先輩！　聞いてますっ？」

　床に「のの字」を書き始めたちとせ先輩に向かって叫ぶ。ビクンと驚いたように、体を起こしたが、それでも、オレと目を合わせようとはせず、横を向いて「聞いているですう」といじけたように唇を尖とがらせる。

「ちとせ先輩……やる気、あります？　もしかして本当はこんなトレーニングしたくないんじゃ？」

「そんなことはない……ですう」

「でも……なんだか、『外の人スーツ』を着ている時に比べて、積極的でないような気がするんですけど……」

　ほとんど二重人格だから十分にありえる話だ。

「ご……誤解ですう。外も中もちとせの気持ちは一緒ですう。『外の人スーツ』を脱ぎたいと思っているですう」

　ちとせ先輩は顔を強く横に振った。

「…………ただ、そうは思っても怖いものは怖いですう」

　蚊の鳴くような声でつけ加える。

　まあ、それはそうか。思いだけで怖いのを我慢できるのなら、オレの力など借りずとも『外の人スーツ』から出ていたことだろうし。

「変なことを聞いてすみません……。話を戻します。で、ちょっと調べた結果、結局のところ人が怖い性格を直すにはやっぱり慣れしかないようです。人に見られることに慣れて、さらに人を見ることに慣れることが肝心です」

「……ふむふむう」

　相変わらず顔を背けたまま、ちとせ先輩は相づちを打つ。

「で、それを慣れるための練習法を見つけました」

「……それは？」

「睨にらめっこ、です」

「睨めっこぉぉ？」

　そんな嫌そうな声を出さないでほしい。他ほかによさそうなのがなかったのだから。

「顔を突き合わせて、五分間見つめ合います。それを何度も繰り返して徐々に人に見られることに慣れていく感じで。オレ的には、結構いい方法かなあと思ったんですが……」

「五分……　見つめ合う……」

　ちとせ先輩はガクガクと体を震わせ始めた。

「む、無理ですう……。そんなことしたら、ちとせ、たぶん、舌を噛かみ切って死んじゃうです。そうでなければ、窓から飛び降りるですう」

「そんな大おお袈げ裟さな」

「……大袈裟じゃないですう」

「弱ったな……」

　オレは首筋を掻かいた。真剣にしばらく睨めっこを練習のメインにしようと考えていた。

「五分が無理なら三分はどうですか？」

「……三分……」

「我慢できなくなったらやめますから。とりあえずやってみる、な感じで」

「むむ……むむむむう」

　ちとせ先輩は唸うなりながら一瞬だけ顔を上げてオレに不安そうな顔を向けた後、すぐにまたひっこめる。

「……ちとせが駄目そうになったら、本当に途中でやめてくれますう？」

「約束します」

　ちとせ先輩はしばらく思いつめた様子で下を向いた後、おずおずと頷うなずく。

「……分かりましたです。でも、駄目そうになったら絶対。絶対にやめてくださいですよ？」

「心得ています。じゃあ心の準備ができたらさっきの薄目でいいんで、オレを見てください。そうしたらスタートしますから」

　ちとせ先輩の気が変わる前に、オレは腕時計のタイマーを三分にセットする。

　ちとせ先輩は胸に手を当ててまた何度も深呼吸をした後、大きな瞳ひとみを半開きにして顔を上げた。

「じゃあ、始めます」

　チッと電子音がして、モノクロ液晶に表示された数字が「３：‥００」から減り始める。

　オレはちとせ先輩へ据わった瞳を向けた。

「ジ――――――――――――――――――――――――――――――――――――」

　声を出して見ていることを高らかにアピールする。ああ、分かっている。馬ば鹿かみたいだなと思う。だが、そうするように書いてあったのだから仕方がないじゃないか。

「ジ――――――――――――――――――――――――――――――――――――」

　夏の終わりに元気をなくした蝉せみのような声を出しながら、オレはちとせ先輩の顔をやぶ睨にらみで見つめた。それで気がついた。

　今までちとせ先輩（外）とのギャップばかりに目がいっていたが、ちとせ先輩（中）だってかなり可愛かわいい顔立ちをしている。

　ちとせ先輩（外）は、その華麗な動作や雰囲気と相まって、眩まぶしいばかりの光を纏まとうまさに女神のような容よう貌ぼうの持ち主。一方、ちとせ先輩（中）は、小動物を思わせる愛くるしい顔立ちで、見ていると思わず目を細めてしまうような可愛さがある。

　ちとせ先輩は自分で『中の人』の容姿に自信がない、みたいなことを言っていたが素の姿でも十分に人気者になれるだろう。ちっちゃくてもこれだけ可愛いんだからな。言動に時々電波が混じるのはすこし怖いが……。

　……と、オレがそんなことを考えている間に、ちとせ先輩の顔がみるみるうちに赤く染まっていった。やがて体をプルプル震わせ始めると、ついに顔を背けてしまう。睨めっこが始まってまだ十五秒ぐらいしか経たっていないのに。

　オレはちとせ先輩の顔が向いた方向へ移動する。

「ジ――――――――――――――――――――――――――――――――――――」

　再びちとせ先輩を正面からやぶ睨にらみを始めた。ちとせ先輩はさらにオレの視線と声から逃れるように反対側を向く。オレもしつこく追いかける。

「ジ――――――――――――――――――――――――――――――――――――」

　ちとせ先輩はワンピースの襟元から指先に至るまで見えている肌の部分をみんな真っ赤にすると、ついにギュッと目を閉じて俯うつむいてしまう。震えもプルプルからブルブルへ振幅が増した。

　オレは追跡の手をゆるめない。体を前に倒して、下を向いたちとせ先輩の真っ赤な顔を覗のぞき上げるような格好をする。

「ジ――――――――――――――――――――――――――――――――――――」

　今にも泣き出しそうなちとせ先輩の顔を見ていると、なんだか自分が酷ひどく悪いことをしているような気持ちになる。しかし、これもちとせ先輩の性格改善のためだ、と自分に言い聞かせて、オレは見続けた。

　ちとせ先輩が立ち上がった。フラフラとした足取りで横に置いてあった『外の人スーツ』の方へ移動すると、出てくる時とは反対に素早い動きで乗りこんだ。

　パカッと上半身を閉じる。

「ジ、ジ――――？？」

　突如、完成した姫ひめ宮みやちとせ（外）の顔を見上げた時、

「なに見てるのよ！」

　聞きなれた方のちとせ先輩の声が飛んだ。

　パッチ――――ン。

　鼓こ膜まくを破るような乾いた音と強烈な痛みが頬ほおから上がった。目の前で火花が散り、次の瞬間、オレの体は浮いていた。数メートル空中を滑空した後、激突した床の上をゴロゴロと転がって壁にぶつかる。そのまま大の字に倒れた。

　一瞬、グーで殴られたのかと思うぐらい強烈な一撃。だが、この頬のヒリヒリは間違いなくビンタだ。

　朦もう朧ろうとする中、ぼんやりとした視界の中でちとせ先輩が『外の人スーツ』を脱いでいるのが見えた。ちとせ先輩（中）は恐る恐る、近づいてくると、オレの前に女の子座りをしてばつの悪そうな顔をする。

「酷いっす、ちとせ先輩……。練習なのに……殴るなんて」

「ごめんなさい、ごめんなさい」

　ちとせ先輩はやはり目を背けながら、ペコペコと頭を下げる。

「でも純すみ人とだって悪いんですう。駄目そうだったら絶対にやめてって言ったのに、やめてくれなかったですぅ」

「だって……。それじゃあ、練習にならないじゃないですか」

「ちとせを見る純人の目……。ストーカーか変質者みたいで怖かったですう」

「ストーカー、変質者……」

　オレはそんな血走ったような目でちとせ先輩を見ていたか？

「……でも次はもう大丈夫だと……思うですう……たぶん」

　ちとせ先輩は自信なさげに言う。

「じゃあ気を取り直してもう一度……。ただし、約束です。目を瞑つむるのも、顔を背けるのもいいですが、『外の人スーツ』に逃げこむのだけは反則にしてくれませんか？」

「ええ――。反則ですかあ？」

「お願いします」

　オレは痛む頬ほおを押さえながら、おぼつかない足取りで元の場所へ戻った。なんとなく不安な予感を覚えながら。

　それから二分四十秒後――。



　パッチ――――ン。

　もう一度、姫ひめ宮みやちとせ先輩（外）の強烈な平手をもらったオレは再び空中を舞っていた。



　今度のは一度目よりも強烈だ。不覚にも目から溢あふれ出てきた光の粒を後方に散らして滑空しながら、オレは思う。

（ああ、やっぱりこうなるんだ……）

　と。



「これじゃあ……練習にならないっす」

　顔を真っ赤に腫はれあがらせたオレがギブアップしたのは、ちとせ先輩の攻撃をさらに三回受けて壁際に転がった時のことだった。

　スーツに入るの禁止ぃ！　と何度言っても、睨にらめっこが始まるとちとせ先輩は『外の人スーツ』へ逃げこんで強烈な一撃をオレに加える。先輩によると無意識の行動らしいのだが、ジロジロと見つめて苦しめるオレに仕返ししたくてやってるとしか……。

『外の人スーツ』を脱いだちとせ先輩は、「だって、だって」と体をモジモジさせている。

「次は……。次は大丈夫ですぅ。……たぶん」

「いえ……。その前にオレが打撲で死にます」

　オレは首を横に振った。

　いっそ『外の人スーツ』をロープか何かで封印して逃げこめないようにすればいいが、学校内で練習している以上、ちとせ先輩がいつでも『外の人スーツ』を着られるようにしておかないのも危険だ。

「ちとせ先輩……、前に言っていましたよね。オレに触られても我慢できたのは、飼い犬の……ええっとなんでしたっけ？」

「ジーグ……」

「そう、そのジーグに似ているからだって」

「そうですう」

「ならどうして、睨にらめっこ、できないんですか？　飼い犬だと思えば、見られても怖くなくなったりしないもんですか？」

「……いくら純すみ人とがジーグに似てるといっても……やっぱりよく見ると犬には見えないですし……」

　そりゃ当然だ。

「う――ん、どうしたものかな」

　オレは立ち上がると、頭をかきながら部屋の中をぐるぐると歩き回った。

　ちとせ先輩の症状は想像以上だ。いきなり睨めっこ、はハードルが高かったらしい。

（もうちょっと刺激の少ない練習をするしかないか……）

　ふと、部屋の奥に積み重ねられた大きなダンボール箱が目についた。この部屋で活動していた演劇部が使っていた小道具が収めてあるようだ。

「あ、あれはっ！」

　ダンボールの中に極太の油性ペンで「衣装（頭）」と書かれたものがある。オレは駆け寄ると、ガムテープの封印を解いて蓋ふたを開けてみた。

「あった……本当にあった」

　金髪のウイッグやハリボテの兜かぶとの中に、犬の被かぶり物らしきものが。

　ビニール製の茶色いマスクに、黒い鼻と垂れ耳がついているだけのチャチなものだが犬には違いない。鼻の左右に三本ずつ髭ひげまで生えている。

（これさえ被れば、ちとせ先輩はオレと睨めっこができるかも……。いや、しかしっ！）

　代わりにオレは何か大切なものを失うんじゃないか？　だって犬だぞ。ディー、オー、ジーと書いてドッグだ。そこまでやる必要、あるのか……？

　…………だが。

　このまま何もせずに初トレーニングを終えるというのも、なんだか癪しやくだ。この被り物一つで画期的な変化があるかどうか、試してみたいような気もする。

「ええい、仕方ない！」

　オレはほとんど自や棄けになりながらマスクを頭から被ると、振り返って四つん這ばいになった。

「先輩、これならどうですか？」

「むむ？」

　ちとせ先輩が恐る恐る、視線をオレへ向ける。

　大きな瞳ひとみが見開かれた。練習の開始以来、ずっと緊張で強こわ張ばっていたちとせ先輩の顔が花のように綻ほころんだ。

「クスッ」

　手を当てた口から笑いが漏れた。オレの方を向いたまま。

「アハハハハハハハハ」

　続けて、堰せきを切ったように笑い始める。

「ジーグ、おいで」

　ちとせ先輩はしゃがむと、両手を伸ばして手招きする。

　躊躇とまどいながらも、オレはちとせ先輩へ駆けた。犬のように駆けていく気が、なんだか蜘く蛛ものように這はう感じになった。

　ちとせ先輩の前におすわりの格好で止まって顔を見上げた。

　信じられないことだが、さっきまで瞳ひとみを半分までしか開けられなかったあのちとせ先輩が、笑いすぎで涙の浮かんだ大きな瞳でジッとこっち見ていた。

（よし、これなら睨にらめっこもできるかも……）

　そう思ったオレにちとせ先輩が手を伸ばした。

「ジーグ、お手」

「え？」

　オレが聞き返すと、ちとせ先輩は首をぶんぶんと振る。

「ジーグ！　え？　じゃなくてワンですう」

　めっ、と可愛かわいくしかめっ面をしてみせる。

　マジか……。オレは呆ぼう然ぜんと、ちとせ先輩のあどけない顔を見返す。

　ジーグだかジオンだか知らないが、ちとせ先輩は本気でオレを犬扱いしようとしているようだ。まあ、だからこそオレを見ることができるんだろうが……。



    

  
    
      



    

  
    
      　しかし、こんな格好に身をやつした上、本当に犬の真ま似ねまでしないといけないのか？

　男として、いや人としてそれでいいのか星ほし野の純すみ人とよ！

「ワン」

　オレはちとせ先輩の手の上にグーを置いた。

　やっちまった……。だが、それで吹っ切れた。

「よくできましたですう。ナデナデ」

　ちとせ先輩は嬉うれしそうにオレの頭を擦こする。

「ジーグ、チンチン」

「ワン」

「おすわり」

「ワン」

「伏せ」

「ワン」

「はい、そこでまたおすわり」

「ワン」

　まだ見ぬ犬のジーグに同情しつつ、オレってば何をやってんだ、と思う。これがちとせ先輩の性格改善のトレーニングになっているのか？

（いや、なってないよなあ……）

　だが三十秒ももたない睨にらめっこを繰り返すことに比べたらまだまし。オレの体的にも、ちとせ先輩（外）に理不尽な暴力を受けるより、頭を撫なでられる方がずっと健康的だ。

　今日のところは犬の被かぶり物の効果が分かっただけでもいい。次のトレーニングからはこれを被って睨めっこして、少しずつマスクから犬パーツを減らしていく。そうすれば、いつか被り物なしでも睨めっこできるようになるだろう……たぶん。

「待て」

「ワン」

「ジーグ、駄目ですう。待ての時に声を上げちゃあ」

　ちとせ先輩は人差し指を立てて、再び「めっ」とする。

　――親が見たら泣くかもしれん。

　そんなことを考えながら、オレは「シュ――ン」と叫んでうな垂れた。



　結局、まあこんな感じで、第一回ちとせの性格改造トレーニングは　ちとせ先輩（中）の気がすむまでオレがジーグごっこを付き合って終了した。



　　　☆



「大進歩、といったところかしら」

『外の人スーツ』に戻ったちとせ先輩は、長い後ろ髪をハラリとやった。唇をうっすらと開いてご満悦な様子だ。

「えっ？」

　オレはちとせ先輩の顔をまじまじと見てしまう。

「あの、ちとせ先輩って『外の人スーツ』を脱いだ時の記憶は残っていますよね？」

「当然よ。『外の人スーツ』のニューロ素子は『中の人』の脳波とシンクロしているだけで、記憶を消したりはしないわ。でもどうしてそんなことを言うの？」

「いや……。何か進歩があったかなあ、と思って」

『中の人』の対人恐怖症が重症なのは分かっただけで、何か進歩したようには……。

「記念すべきトレーニング第一弾が無事終了しただけでも進歩と、私は言いたいの」

「はあ……無事……」

　オレは殴られて未いまだに火ほ照てる頬ほおを撫なでながらちとせ先輩を見返す。軽く非難しているつもりだったが、先輩はまったく気がついていないように満足そうな顔のままだ。

「でも純すみ人と、その被かぶり物は、はまりすぎよ」

　オレが抱えている犬のマスクを指差しながら、ちとせ先輩は口に手を当てて笑う。

「なんとでも言ってください。これ、次回も使いますから」

「次もまたジーグごっこ？」

「いや、それはさすがに」

「ジーグおすわり」

「勘弁してください」

　オレが情けない声を出すと、ちとせ先輩は口に手を当てて、今度はフフフと――。

「でも、『中の人』の状態であんなに楽しい気持ちになったのは、久しぶりよ。……ありがとう、純人」

　うっすらと赤く染めた顔を横に向けて小さな声で言った。

　オレは「ううっ」っと口を押さえて下を向いた。

　やばかった。

　ちとせ先輩がものすごく可愛かわいく見えた。当社比十倍くらい。

　こんな顔が見られるんならオレは何度でも犬でも猫でもなってやる、いやマジで。

「純人はこの後、何か予定は？」

「あっ、はい。これといって用事はありませんが」

「だったら執務室に来なさい。お茶を出してあげるから」

「は、はいっ」

　答えた直後に、「やべっ」と、結ゆ衣いのことを思い出した。

　あいつの性格を考えると、本当に図書室でオレを待っていることもありえる。顔を出してもしいるようならさっきのことを謝って、もうちょっと遅くなることを伝えておかないと。

「すみません、ちょっと用があるんで、その後、行ってもいいですか？」

「構わないけど、あんまり待たせたりしたら怒るから」

　ちとせ先輩はちょっと怖い顔をしてみせた。

「分かっています。じゃあ、オレが先に部屋から出ときます。こんなところから一緒に出るところを誰だれかに見られでもしたら、後で面倒なことになるかもしれませんから」

　新聞部あたりが嬉き々きとしてオレにインタビューを求めてくるだろう。もっともオレと生徒会長では信しん憑ぴよう性せいがなさすぎて記事にできないかもしれないが。

　オレは鞄かばんを背中に負って扉へ向かう。

　丁度、扉の引き手にオレの手がかかった時だ。

　背後でピピピッと何か電子音のような音が聞こえたような気がした。

　……この部屋で現在稼働中の電子機器といえばなんだ？

「ちょ、ちょっと待ちなさい！」

　ちとせ先輩に呼び止められる。少し焦ったような声だ。

　振り返ると、ちとせ先輩が剣けん呑のんな表情で立ち尽くしていた。

「どうかしましたか？」

「この前、執務室で私が『外の人スーツ』を脱いでいた理由……。私、まだ純すみ人とに話してなかったわよね」

　ちとせ先輩にしては珍しく、なんだか回りくどい言い回しだ。

「ええ。聞いてなかったかと思いますけど」

「誰もいないからって、鍵かぎもかかっていない部屋で『外の人スーツ』を脱いだりするほど、私は無用心じゃないわ。あの時は私、焦っていたの。のっぴきならぬ状況だったのよ」

「はあ」

　そういえば一階の廊下もかなり早足で歩いていた。

「実は今の型の『外の人スーツ』は、体温コントロール用のマイクロ蒸発器の制御に異常があって、脱いだり着たりを繰り返していると、時々、熱暴走するの」

「なるほど。熱暴走……」

「熱暴走といってもソフトウエア上の問題だから、一度『外の人スーツ』を脱いでシステムの再起動をかければとりあえずは直るのよ。でも時々、篭こもった熱の影響でシステム自体に異常が発生して、『外の人スーツ』が動作不安定になる。体が動かなくなったり、スーツが開かなくなったりとか。こうなるともう自力で『外の人スーツ』を脱ぐことも、再起動もできないからハマリ状態になるの」

「それは怖いですね……」

　真剣な顔で言うちとせ先輩に、オレは眉まゆをひそめた。

「……」

「……」

「あのお、もしかして、ちとせ先輩……？」

「そうなのよ。なんだかまた熱暴走が起きたみたいなのよ。さっきから顔面の組織以外、体がまったく動かない」

「マジですか!?」

　オレは鞄かばんを放ほうり投げてちとせ先輩へ駆けつける。

　その時だ。

　ちとせ先輩のうなじから白い煙が上がり始めた。鼻をつく体に悪そうな臭においを伴って。

「ち、ちとせ先輩！　煙が。煙が上がっています!!」

「蒸発器のある場所よ。周りの基盤が熱で溶けているんだと思う。『外の人スーツ』のシステムを再起動しないと、火がつくかもしれないわ」

　ちとせ先輩の顔が青ざめる。

「ど、どうすれば！」

「落ち着いて、純すみ人と。大丈夫、方法はあるから。とりあえず人工皮膚とかほとんどのものは耐火設計だからそう簡単には火はつかない。だから『中の人』が焼け死んだりすることはないと思う。……たぶん」

「たぶん、ですか！」

「純人が私の言う通りにやってくれれば問題ないはずよ」

「分かりました。じゃあ、指示してください」

　オレは腕をまくる。

「とにかく、まずは脱がしなさい」

「脱がすって何を!?」

「制服に決まっているでしょう。他ほかに何があるのよ」

「ああ制服……。って、せ、制服っすか!?」

　オレは裏返った声を張り上げる。

「上だけでいいから、早く」

「そ、そんなことできませんよ！」

「どうして!?」

「いや、だって、その。女子の服を脱がすなんて――」

「バカ――！　こんな時に何を言ってるの？　システム再起動のスイッチが背中にあるんだから、脱がすしかないの。それに化か繊せんの制服なんて火がついたら一瞬で全体に燃え広がるわよ。この部屋に火がうつっちゃうかもしれないじゃない！」

　ちとせ先輩が眉まゆと目をキッと吊つり上げる。

「いや、しかしっ！」

「なにを恥ずかしがっているのよ。いいこと？　この体は本物の体じゃないの。作りものなのよ。リ○ちゃん人形の服を脱がせるようなものじゃない。できるでしょう？」

「でも、○カちゃん人形は、あんなところやこんなところまで精密に作ってないじゃないですか！」

「どうして分かるのよ。実際に見たことあるの？」

「ないけど、大体、想像がつきますよ！」

「もうじれったい！　四の五の言ってないで、早くひん剥むきなさい。男の子でしょう!?」

「男だから恥ずかしがっているんじゃないですか!!」

　しかしそうこうする間に、ちとせ先輩の襟元から上がる煙はその量を増し、部屋の中に篭こもり始めた。本当にこのままだと制服に火がつきそうな勢いだ。

「わ、分かりました。やってみます」

　心臓をバクつかせながら、オレはちとせ先輩のブラウスに手を伸ばす。

　制服のリボンを解き、震える手でボタンを外していく。

　急ぎながらも、できるだけ胸に手が当たらないように頑張った。女の子の胸が大きいのを鬱うつ陶とうしく思ったのは短い人生で初めてだ。

　ボタンを全部外してブラウスをはだける。見まいとしても、どうしても純白の下着に覆われた膨らみが目に入った。

「つ、次はどうすればいいですか!?」

「背中に回って！」

「はは、はいっ」

「バンドで髪を束ねなさい。ポケットにあるから」

「はいっ」

　ブラウスのポケットから黒のゴムバンドを二つ取り出す。椅い子すの上に立って、サラサラの長い後ろ髪を左右に束ね、肩の向こう側に垂らす。

　ちとせ先輩のうなじ……。染み一つない薄桃色の肌に白色のブラ。

　思わず生なま唾つばを飲みこむような光景。だが皮膚から湧わき出す煙がそんな気分でなくさせる。

「『外の人スーツ』システムの再起動のボタンがあるから、それを軽く押して。軽くよ。長押ししたらシステムが落ちちゃうから」

「ど、どこにあるんですか？」

「ブラのホックの裏側の近く！」

「なんでまたそんな不便なところに！」

「知らないわよ。設計した人に聞いて！」

　だが、ここまで来たらもうブラだろうがなんだろうがなんでも来いだ。オレは下着の留め金に手を伸ばす。

　視界の端に真っ赤なものが映った。

「うおおぉいぃ！」

　反射的に首を引っこめた。引っこめた頭の上の辺りを、高温の何かが通過する。

　火柱だ。ちとせ先輩の背中の煙が上がっていた近くから、鮮やかな橙だいだい色の炎が上がった。

「ち、ちとせ先輩！」

　オレは椅い子すから転げ落ちるように飛び降りる。

「ちとせ先輩……燃えてます……炎が……豪快に」

「最悪！　油か何かに引火したみたいね。いいから、気にせず再起動ボタンを押しなさい」

「火が強くて近づけません！」

「そこを我慢するのが男の子でしょう！」

「男の子とか女の子とかいう前に、人間の限界を超えていますって」

「だったら限界の一つや二つ、超えなさい！」

「無む茶ちやです！」

「ああ、もう！　こんなことになったのも純すみ人とがノロノロやっていたからよ。さっさと脱がせておけばこんなことにはならなかったのにぃ！　ノロマ！　甲か斐い性しようなし！　だから高校生にもなって彼女ができないのよ！」

　悪態を並べながらちとせ先輩の顔が真っ赤に染まっていく。額に汗の粒が大量に噴き出し始めた。

「な、『中の人』は本当に大丈夫なんですか？　引火しなくても、熱とか空気不足とか！」

「こんな調子で燃え続けたら分からないわ……」

　ちとせ先輩が初めて弱音を吐いた。声にもさっきまでの元気がない。

　このままだとちとせ先輩が――。

　胸の中の何かがカッと熱くなった。

「ちとせ先輩、ちょっと待っていてください！」

　オレは回れ右して走り出した。扉をフッ飛ばしそうな勢いで外へ出る。

（消火器がどこかにあるはず）

　廊下を走りぬけ、近くの階段の踊り場へ向かう。警報機の下に消火器と書かれた木箱。しかし中身が空っぽだ。

「使えねえ！」

　他ほかに何か使えそうなものは。

　辺りを見渡す。

　階段脇わきに置かれた雑ぞう巾きんバケツが目につく。真っ黒い墨汁のような水が入っていた。

「ちょっと借りる！」

　近くに誰だれもいなかったが一応、断りながらバケツを持ち上げると、超特急で引き返す。

　部屋に入った瞬間、ひるんだ。

　ちとせ先輩の背中から上がる火柱の勢いが激しくなっていた。灰色の煙を伴いながら、まるで花火のように赤やの橙だいだい光を発している。

　火柱の反対側で、ちとせ先輩が空うつろな顔に汗をびっしょり浮かべていた。

「うお―――――――」

　オレは雄たけびを上げながら走っていくと、炎に向かってバケツの中身をぶっかけた。

　熱気と白い蒸気が上がる。しかし火柱は一度消えながらすぐに復活する。かなり小さくなりながら。

「消えろぉぉ!!」

　オレは椅い子すに上がると、水分をたっぷり含んだ雑ぞう巾きんを炎に押しつけた。

　雑巾から黒い汁が染み出してちとせ先輩の背中に広がり、水蒸気が立ち昇る。高温で、腐った水の臭においを凝ぎよう縮しゆくしたような強烈な臭さを持つ白い蒸気が包みこんだ。

　雑巾の水がすぐに蒸発してカラカラに乾き始める。

　ちとせ先輩の背中から伝わってくる熱で手が紅色に染まったが、オレは手を離さなかった。

　やがて――。

　ちとせ先輩の背中から熱が引く。

　水蒸気が完全に収まってからオレは雑巾を上げる。火と煙が消えて、ちとせ先輩の白磁のようなうなじがそこにあった。

　オレは雑巾を放ほうり投げた手でブラのホックに掴つかみかかると、躊ちゆう躇ちよなく外した。ホックの跡が残る近くに、ゲーム機のボタンぐらい大きさの肌の突起がある。

「ちとせ先輩、再起動ボタン押しますよ！」

　突起を親指で押すと、肌の弾力以上に深くめりこんだ。安っぽい電子音がちとせ先輩から聞こえ、ちとせ先輩の首がかくんとうな垂れる。

　オレはちとせ先輩の体の前へと移動して顔を見上げる。

　ちとせ先輩の瞳ひとみから光が消えていた。再起動が始まったようだ。

　すぐに「『外の人スーツ』オペレーティングシステム起動中」と抑揚のない声が口から流れて、赤みがかった瞳に光が戻る。

「ちとせ先輩。だ、大丈夫ですか？」

　オレはちとせ先輩の顔を心配そうに覗のぞき上げる。

「う―――ん。……一応、大丈夫みたい」

　ちとせ先輩が背伸びをした。

　ちゃんと体が動いている。『外の人スーツ』のシステムは正常に再起動したようだ。

　オレはホッと安あん堵どの息を吐く。同時に、いつの間にか忘れていた羞しゆう恥ち心しんが戻ってきた。今更のように半裸のちとせ先輩から顔を背ける。

「ね、熱暴走はどうなりました？」

「再起動してしまえば、大丈夫のはずよ。でも、もうこの機体は限界かな。姉ピョンに言って、新しい体を送ってもらうことにするわ。それよりも……」

　ちとせ先輩の声に険が混じった。

「この臭いは一体なんなの？　なんだかどぶ川の臭いみたいなんだけど」

　クンクンと鼻を動かす。

「純すみ人と、あなた一体、消火になんの水をかけたのよ！」

「ええっと、他ほかになくて……。その……雑巾バケツの水を」

「雑ぞう巾きん？　もっと他ほかになかったの？　私はね……私は、臭いのがだ――い嫌いなのよ！」

　ちとせ先輩はオレの前に立つと、肩かた紐ひもだけでかろうじてぶら下がっているようなブラの前で大魔神みたいに腕を組んだ。

「いや、しかし、今回は緊急事態であったわけで……」

「でも、他にも方法があったでしょう？」

「そ、それより、ちとせ先輩。ほら上着を着たらどうですか？」

　後ずさりながら、机に投げ出されたブラウスを指差す。

「そんなことはどうでもいい！」

　ちとせ先輩が逃げようとするオレを追って一歩前に踏み出す。

　その足が濡ぬれ雑巾の上に載ってズルッと滑った。

　ちとせ先輩は腰が引けたオレへ倒れかかる。『外の人スーツ』プラス女の子一人の体重に耐えかねて、オレも背後に転倒した。

　ガツン、ムニュウ――。

　後頭部に雷撃のような痛みが走った直後、火花が飛び交う視界を巨大マシュマロのような柔らかい塊が覆う。

（なんだ、このフワフワ……）

　ボーっとする頭で答えが見つかるよりも先に。

　トントントン――。



    

  
    
      



    

  
    
      　部屋の扉がノックされた。

「星ほし野のく――ん。こんなところで、なにしてんのぉ？」

　ものすごく聞き慣れた声が、聞こえたような気がした。

　扉が開かれる音。

　ちとせ先輩が上体を起こした。オレに馬乗りになった格好でばつの悪そうな顔をする。

　オレも恐る恐る顔をそちらに向けた。

　眼鏡めがねをかけなおす男子と、サンタクロースの正体を見てしまった子供のような顔の女子が立っていた。頬ほおにかかったシャギーがプルプルと震えている。

　垂れ下がったブラのホックを鼻に当てながらオレは呟つぶやいた。

「最悪だ……」



    

  
    
      
３章　神楽かぐら結ゆ衣いと姫ひめ宮みやちなつ





　オレの知る神楽かぐら結ゆ衣いという女の子は、高山の湧わき水のようにピュアで、月光仮面のようにジャスティスな、このせちがらい世の中においては得がたい存在だ。

　といっても幼少時の印象だから既に変わってしまったかもしれないが、ここ二ヶ月間、クラスメイトとして過すごした印象からすると恐らくその辺の性格は昔のまま。

　そんな結衣が幼おさな馴な染じみの男子に半裸の女生徒が馬乗りになっているシーンを目撃したらどんな反応を示すか？　もし逆の立場なら、それほどピュアでもないオレでさえ大いに混乱して、その後、寝こんだに違いないな……。

　まあ、そんなわけで神楽結衣は激怒し、説明を求めてオレとちとせ先輩を学校近くのファミレスに連行した。なぜか結衣と一緒に場面を目撃していた要よう垣が内うちも一緒だ。

「とても信じられませ―――ん！」

　オレの説明、というか言い訳が終わるのと同時に、結衣は店中に響き渡る声で叫んだ。

　他ほかの客の注目を一身に浴びてしまうことなど、今の結衣はまったく気にならないらしい。彼女の周りには真っ赤なオーラが渦巻き、瞳ひとみの中にもやはり真っ赤な炎が灯ともっている。これがジャスティスの炎か。

（だよな……。信じられないよな）

　オレは反対側の席の結ゆ衣いを見返しながら、肩を縮こまらせる。

　ちなみにオレの横にはちとせ先輩が座っているが、もう片方の張本人である彼女の方はまったく動じていない様子。見られた直後こそさすがにばつの悪そうな感じだったのに、今はいつもの堂々とした態度に戻り、すました顔でお代わり自由のコーヒーをブラックで飲んでいる。

　そのちとせ先輩の対面では、要よう垣が内うちがダブルアイスチョコレートパフェなるものを、目を輝かせながらロングスプーンでかき混ぜていた。

　このような状況で八百四十円もする高価なスイーツを注文する根性は、さすが要垣内といったところか。まさかオレのおごりだと思っているわけじゃないだろうな？

　いや、話を戻す。オレが結衣に説明したあの状況、すなわち半裸のちとせ先輩がオレに馬乗りになった原因とはこうだ。

　まず、あれは事故である。演劇部の小道具を片付けていたら、その一つが爆発し、ちとせ先輩のブラウスに火がついた。スカートにも燃え移りそうになったので、ちとせ先輩が自ヽ発ヽ的ヽにヽブラウスを脱いだ。オレが運んだバケツの水でなんとか消火には成功したが、ちとせ先輩が雑ぞう巾きんで足を滑らせてひっくり返り、あんな格好になった――。

　多少の無理はあるが、後半に関しては嘘うそはないぞ……たぶん。

「要垣内くんだって、信じられないでしょう？」

　結衣は横でパフェのチョコレートアイスに舌鼓を打つ要垣内を肘ひじで小突いた。

　要垣内は長いスプーンをパフェの中に突き刺すと、組んだ両手の上に顎あごを置いて眼鏡めがねをキラリと光らせた。何を言う時でもポーズを決めないとすまない奴だ。

「とても信じられん」

　こいつに言われると腹が立つ。

　そもそもあの現場に結衣がいたのも、元はといえばヤツが原因らしい。オレが借りた雑巾とバケツを使っていたのは、まさにこの二人だったのだ。

　要垣内が化学部で作った怪しい溶媒を移動中、図書室から戻ろうとしていた結衣と衝突。溶媒を階段にぶちまけた。溶媒を雑巾でふき取り、割れた試験管のガラスを捨てにいって帰ってきたところ、目の前でオレが雑巾バケツを強奪していったわけだ。

　まあ、お陰でちとせ先輩の火事をボヤですますことができたのだから、あの場所で怪しげな化学物質を運んでいたヤツにオレは感謝しなければいけないのだろう。だが、嬉うれしそうにパフェを食べているこの眼鏡面を見ていると、どうにも納得できない。

「しかしだな……。二人も見ただろう？　あの教室にばらまかれた雑巾バケツの水と煙。あれが爆発のなによりの証拠だ」

「それはそうだけど……」

　結衣は頬ほおにかかったシャギーをくるくる指に絡めながら、訝いぶかしげな目をオレに向ける。

「じゃあ、星ほし野のくんがボクに言っていた野や暮ぼ用ようって、生徒会長の手伝いだったの？」

「そ、そうだ」

「だったらちゃんとボクに説明してくれればよかったのに。ボクも手伝ったよ……」

「むっ」

「それに生徒会のメンバーでもない星ほし野のくんが生徒会長の仕事を手伝うというのが変」

「むむっ」

「第一、いつから星野くんと生徒会長って知り合いになったの？」

「むむむっ」

　結ゆ衣いは眉まゆ根ねを寄せてオレを見つめる。たしかに。そもそも根本的なところで、オレの釈明は矛む盾じゆんというか疑惑を含んでいるな。

　オレが、書物に埋もれて白髪をかきむしる数学者のように、この矛盾と疑惑をクリアにする公式を考えていると、

「神楽かぐらさんは何を疑っておられるのかしら？　まず、それを聞かせてもらえない？」

　それまで無言でコーヒーを飲んでいたちとせ先輩が急に口を開いた。やましいところなどまったくありません、とでも言いそうな毅き然ぜんとした様子で。

　さすがの結衣も鼻白む。何しろ相手はクレマチス高校生徒会長・姫ひめ宮みやちとせだ。

「いやボクは……その……」

　口をつぐむ結衣に、ちとせ先輩は追い討うちをかける。

「私が手伝いを頼んだ。その時、運悪く制服に火がついたので、脱がざるをなかった。純すみ人との説明に何ら疑わしいところはないわ」

「純人？」

　結衣の眉まゆがピクリと反応する。大きな瞳ひとみを小さく尖とがらせて、悠ゆう然ぜんと構えるちとせへ反抗的な表情を向ける。

「……ボクが疑っていることはこうです。生徒会長は星野くんを片付けとは関係ない理由で呼び出しました」

「関係ない理由とは？」

「逢あい引びきです」

　こりゃまた渋い言葉が出てきた。

「彼と私のランデブ♪」

　要よう垣が内うちが突然、歌いだす。賭かけてもいい。ヤツのオリジナルソングだ。

「それで？」

　微み塵じんも動揺した様子を見せず、ちとせ先輩は顎あごをつんと上げる。

「逢引して、あの部屋で何をしようとしていたと言いたいのかしら？」

「だから……。生徒会長が半裸になって、星野くんに……その、馬乗りになるようなことです！！！」

　結衣は顔を真っ赤にして叫ぶ。頼むからもう少しボリュームを絞ってくれ。

「なあ、結衣。逢引だったとしたら、あの床に撒まき散らされた雑ぞう巾きんバケツの水はどう説明するんだ？」

「そんなの知らないわよ」

　結ゆ衣いは真っ赤にした顔をブンブンと横に振る。

「そういうプレイだ」

　横から茶ちや々ちやを入れるのはまたもや要よう垣が内うちだ。

「どういうプレイだ？」

「水上プレイ」

　頼むからお前は黙ってパフェでも食べていろ。

「つまり――、私が純すみ人とを誘って行為に及ぼうとしていた。神楽かぐらさんはそれを疑っているというわけね？」

　ちとせ先輩はうっすらと微笑ほほえむと、前髪をハラリとやった。際どい発言なのにまったくイヤらしさを感じさせないのはさすがちとせ先輩。追及している結衣の方が、取り調べを受ける容疑者が罪を認めるように「はい……」と答えるほどだ。

「それのどこがいけないのかしら？」

「「はっ？」」

　オレと結衣は一斉にポカンとした顔をちとせ先輩へ向けた。

「仮に私が純人を誘ったとして、何が悪いのか、と言っているのよ」

「だって学校で……あんなこと……」

「校則には学校で不純な行為に及ぶことは禁止されているけど、不純でない異性間交渉をしてはいけないとはどこにも書いてないわ。いいのよ、まじめな恋愛なら」

　ちとせ先輩は自分がルールブックだと言ってはばからないジャッジマンのような顔で、腕を組む。

「で、でも、生徒会長は星ほし野のくんと付き合っているわけじゃないでしょう？」

「だから、どうしてそんなことが分かるの？　純人が私の恋人ということだって、十分ありえるじゃない」

　オレは馬ば鹿かみたいに口を半開きにして、横のちとせ先輩を見た。

　この人は一体何を言い出したんだ？

　結衣がキッとオレを睨にらみつける。

「星野くん！　本当なの？」

「え、あっ、オレ？」

　結衣の鋭い眼光を入射角反射角の原理でそのままちとせ先輩へ跳ね返そうと、微妙な角度をつけてオレは目を横へ向けたが、こっちはこっちで怖い顔ですごみを利かせている。

「いや、ええっと……どうなんだろうな……ハハッ」

　乾いた笑いを上げて頭を掻かくという曖あい昧まいな態度でオレは誤ご魔ま化かそうとした。が、結局二人とも納得できない表情で睨みあいに戻る。

「第一どうして神楽さんがそういうことを気にするのかしら？　あなたは純人のなに？　恋人？　それとも保護者？」

「ボクは……。ボクは星ほし野のくんの……」

　結ゆ衣いは少しの間、俯うつむいて体を震わせた後、勢いよく顔を上げた。

「星野くんの幼おさな馴な染じみです！」

「あっそ。つまりあかの他人ということね」

　結衣の返事は不適切だったが、ちとせ先輩もそれはちょっと違うだろう。

「だったら私が私の純すみ人とと何をしようが、あなたには関係ないはずだわ」

「ボクは星野くんの幼馴染みとして、健全な成長を見守る義務があります」

「健全な高校一年生の男の子ならあんなことぐらいやってるわよ」

「あ、あんなことって!?」

「水上プレイとか……、つまり、あなたの知らないようなことよ！」

「ふ、不潔です！　生徒会長がそんなことを言う人とは知りませんでした!!」

「あなたがお子様なだけよ」

　真っ赤な顔を震わせながら指差す結衣に、ちとせ先輩は口に手を当ててホホホと笑う。

「今日のことは明日、絶対に風紀委員に訴えますから！」

「どうぞご自由に。私も純人も否定するだけだから。あと、風紀委員が生徒会の一組織に過すぎないことをお忘れにならないように。一年生の訴えと生徒会長の発言、どちらを信用するかしら」

「うううう」

「ふっふっふ」

　勝敗は明らか。結衣には悪いが、ピュアな幼馴染みキャラと生徒会長では役者が違う。

　悔し涙を浮かべてプルプルと体を震わせていた結衣が助けを求めるような目、というには少々怖い視線をオレへ向ける。味方しないと後で酷ひどいんだから、と目が語っている。しかしそれに対抗するように、ちとせ先輩もオレをジロリと見て、何も言うなと釘くぎを刺す。

　オレは乾いた笑いを浮かべたまま、いっそ殺してくれと思う。

「お、メダルが出てきたぞ」

　要よう垣が内うちが飄ひよう々ひようとパフェの底から出てきた、金色の硬貨をスプーンで釣り上げていた。



「どうしてあんなことを言うんですか！」

　塾へ行くために渋々結衣が要垣内を引き連れてファミレスを退散した後のこと。席を移動したオレは、ちとせ先輩に精一杯の非難をこめた瞳ひとみを向けた。

「あんなことって？」

「だから、オレがちとせ先輩の恋人だとか、そういうことですよ」

「ああ、あれ。純人が私の恋人ということだって十分ありえる、とは言ったけど、断定はしていないわよ」

「同じことです」

　どう見ても売り言葉に買い言葉で口から出た、そんな感じだった。

「だって、あの子があまりにも純すみ人とにつっかかっていたんだもの」

「オレの説明があまりに嘘うそっぽかったから仕方がないですね」

「それだけではないと思うけど」

　ちとせ先輩は不満そうに口を尖とがらせる。

　たしかに怒った結ゆ衣いは怖いが、あんな声でつっかかるような娘こじゃない。あの部屋で目撃したシーンがあまりに衝撃的で、気が動転していたのだろう。

　ちょっとした沈黙に続いて、ちとせ先輩が思い出したように口を開いた。

「でも、そうね……。これはいい方法かもしれないわ」

　何に対して「でも」で何が「いい方法」なのかさっぱり分からず、オレは眉まゆ根ねを寄せた。

「純人を私の恋人にするということよ」

　口に含んでいた紅茶を噴き出しそうになった。

「ど、どういうことですか？」

「だから。純人が私の恋人ということにしておく、のはいいかも、って言ってるのよ」

　ということにしておく……。

　ああ、そういうことか。ってか、オレは今、何を期待したんだ？

「でも、何がいいんですか？」

「この先、便利だし都合がいいわ」

「便利……、都合がいい……」

　この世で最も悲しい恋人になる理由かもしれない……。

　いや、ちとせ先輩が言いたいことはよく分かる。もしオレがちとせ先輩のオフィシャルな恋人ということになれば、一緒にいるところを見られても過剰に反応されることはなくなる。この先もトレーニングを続けるなら、その方が確かに便利で都合がいい。

「ありがたく思いなさいよ。仮にも姫ひめ宮みやちとせの恋人なんだから」

「はあ……」

「む。なによ、なんだか不満そうな顔ね」

　その言葉をそのまま返したい気持ちになるほど、ちとせ先輩は頬ほおを膨らませた。

「いや、不満はないんですが、ちょっと……その……」

「なによ。私の恋人になると何か不都合があるの？」

「いや、そういうわけじゃないんですが」

「じゃあなによ。何が不満なのかはっきり言いなさい。それとも、もしかして、純人。あの神楽かぐらっていう子のことが実は好きなの？」

　ちとせ先輩のコメカミがピクリと動くのを見逃さなかった。オレはパタパタと手を振る。

「そ、そんなことは全然。結衣は幼おさな馴な染じみであって、そういう気持ちはないですよ」

「ふ――――――――ん」

　ちとせ先輩は長い睫毛まつげに縁取られた目を糸のように細めてオレを見つめる。いや、そんな風に見られましても何も出ませんって。

「……そ、そういうちとせ先輩は、いいんですか。オレなんかが恋人役で」

　逆に尋ねる。反撃の気持ちが半分、もう半分は本当に気になったからだ。

「構わないわ。他人に純すみ人とが私の恋人と思われて、不利益を被こうむることなんてまったくないもの。現在も将来においても、恋人なんてつくる予定はこれっぽっちもないから」

「そうなんですか？」

「そうよ」

　たしかに。入学以来、ちとせ先輩に関するその手の噂うわさを聞いたことがない。いや、どこぞの誰だれかが告白したとか、他校の生徒からもラブレターが毎日のように届くという一方向の噂は耳にしても、それにちとせ先輩がどうしたとかという話は全然ない。

　告白ブラックホール……という二つ名を聞いたことがある。要するにみんなから想おもいを集めても、それに応こたえることは絶対にないというわけだ。

「誤解のないように言っておくけど、『中の人』として、誰かのことを素敵だなと思ったり、かっこいいな、と思ったりすることはあるわよ。でも思うだけで何か行動を起こそうとまではしないわ」

「……どうして、ですか？」

「だってこの体は本当の体じゃないから」

　ちとせ先輩は肩をすくめる。

「前にも言ったかもしれないけど、作りものの体で他人に接しているのって、嘘うそをついていることになるでしょう？　そう思うと『外の人スーツ』を着た状態で誰かとあまり深く関かかわりたくなくなるのよね。恋人に限らず、親しい友達もつくる気がしないの」

　えらくあっさりとした口調だ。

「だから。私の恋人になったり親友になったりする人は、『中の人』のことを知って、なおかつ受け入れてくれることが必要最低条件よ。そういう意味では、純人、あんたはその資格を持っていることになるわね」

　ちとせ先輩はニッコリと微笑ほほえむ。

　オレはドキリとした。

　ちとせ先輩に恋人の資格云うん々ぬんを言われてときめいたわけではない。

　いや……本当はちょっとトキメいた。だって相手はあのちとせ先輩だ。入学式で初めて見た時から憧あこがれていた人だ。そんな人に今みたいなことを言われたらそりゃときめくさ。だがオレがドキリとした理由はそれじゃない。

（オレは本当に、ちとせ先輩の『中の人』を受け入れているのか？）

　ぶっちゃけた話、まだオレにとって「姫ひめ宮みやちとせ」という女の子は、今、目の前にいる女神のように美しい姿の生徒会長だ。作りものの体こそが「姫宮ちとせ」で、中に入っている外見も性格も違う女の子は、オレの頭の中では同姓同名の別人だ。

　そもそも、『中の人』の性格改善を頼まれたのを引き受けたのも、この姿のちとせ先輩にまた会いたいという下心が少なからずあった。

　引き受けたからにはまじめに取り組むが、それは『中の人』のためというよりちとせ先輩（外）のため。人見知りの激しい親しん戚せきの女の子の面倒を見て欲しいと先輩に頼まれたので期待に応こたえる……そんな感覚だ。

　だからドキリとした。

（オレは『中の人』を受け入れているのか？）

　今のところその答えは……ノー。

「そういうわけだから。私の方は純すみ人とを恋人ということにしても一向に構わないわ。それで生徒会長職のリコールが起きたりもしないでしょうしね。だから、純人の気持ち次第よ」

　ちとせ先輩はオレを指差した人差し指をクルクルと回す。

「オレは……」

　言葉が詰まる。

「すみません。やっぱりオレにはちとせ先輩の恋人役は荷が重いです」

　オレはペコリと頭を下げた。便利で都合がいいというだけの理由で恋人役を引き受けるのも少しアレだし、それ以上に、オレにはその資格がない。

　ちとせ先輩はあからさまに不ふ機き嫌げんな様子で唇をすぼませた。

「分かったわよ。そう言うなら無理強いはしないわ」

　フンと横を向いてしまう。

　ちとせ先輩のプライドを傷つけてしまったみたいで申し訳ない。でも、すんません。今はまだ無理です。

　ちとせ先輩はお代わりのコーヒーを一気に飲み干すと、ガチャンと派手な音を立てて受け皿に置いた。

「そろそろ私たちも解散にしましょう」

　壁の時計がいつの間にか七時を過すぎていた。

　ジロリとちとせ先輩がオレを睨にらんだ。

「それで、次のトレーニングはいつにするつもり？」

　もちろん考えていたでしょうね、という口調だ。

　考えてなどいなかったオレは慌てて携帯電話のカレンダーを開く。といっても、何かスケジュールが書きこまれているわけでもないのだが、なんとなく体裁を整えてみた。

「ええっと、来週の同じ時間でいいんじゃないですか？　ただし場所は変えて」

「それでいいわ。場所は、今日の感じだと当分はそんなに広いスペースがいるわけでもなさそうだから、生徒会長執務室でやりましょう。あそこなら誰だれかに見られてキャンキャン吠ほえ立てられることもないでしょう」

　キャンキャン吠え立てるって結ゆ衣いのことか？

　たしかにさっきの結衣はライオンに果敢に挑む真っ白いマルチーズかシーズーのように見えなくもなかった。本人が聞いたらまた激怒するだろうが。



　結ゆ衣いが置いていった彼女のコーヒー代を足して、残り（チョコレートパフェ分については、明日、断固たる態度で要よう垣が内うちに要求しようと思う）をちとせ先輩と割り勘にしてファミレスから外に出ると、辺りは真っ暗だった。

　自動車のハロゲンライトでライトアップされた幹線通り沿いの歩道で、オレとちとせ先輩は一度立ち止まって顔を見合わせる。

「トラブルもあったけど、第一回トレーニングは大進歩だったし、全体としては満足のいく放課後だったわ」

「オレもなかなか刺激的で楽しかったですよ」

「来週もこんな感じになれば言うことないんだけど」

「火事だけはもう勘弁ですが」

「そう？　本当は結構、期待してたりするんじゃない？」

「残念ながら、オレは水上プレイに興味はありません」

　ちとせ先輩が口に手を当ててウフフフと笑う。

　最後にその笑顔を見られただけでもオレは大満足だ。

「家まで送りましょうか？」

「なによ。今さら私の恋人役をしたいと言っても、もう受付は終了しているんだから」

　ちとせ先輩はオレの顔の前で人差し指を立てて言う。その仕草があまりに可愛かわいかったので、オレは思わずキュンとなった。

「いらないわ。すぐそこだし、それに『外の人スーツ』を着てるから」

　ちとせ先輩は胸のリボンを押さえる。そうだった。ちとせ先輩はプレス機のような握力の持ち主なのだ。あれだけの力があれば、関せき脇わけ十人に囲まれても大丈夫だろう。

「じゃあ、純すみ人と、また来週ね」

　手を上げて回れ右すると、ちとせ先輩は歩道を駆けていく。

「また……来週か」

　薄うす暗くら闇やみの中へ消えていくちとせ先輩の背中をいつまでも目で追いながらオレは呟つぶやいた。

　はっきり言う。今日は本当に楽しかった。まだ頬ほおがヒリヒリするぐらい殴られたりもしたが、ちとせ先輩の近くにいられてオレは幸せだ。

（柔らかかったなあ……。白かったよなあ……）

　最後にあったハプニングやちとせ先輩のうなじを思い出し、オレは鼻の下を伸ばす。

　こんなことが来週からも続くのか？　だとしたらオレはもう一年生にして高校生活に思い残すことはない。いや本当に心からそう思う。

　その場につっ立ったまま、しばらくちとせ先輩と一緒にいた時間を思い返す。

　その時、ふと、妙なことに気がついた。

（ありゃっ？？）

　頭に浮かばない。『中の人』と一緒にやったトレーニングの時のことを、パッと思い出せないのだ。まるで、ちとせ先輩とのハッピーなメモリーの中に埋もれたかのように。

　オレはブンブンと首を振って頭の中からちとせ先輩のうなじとか、鼻に当たったブラジャーとか、その他もろもろの記憶を追い出し、代わりに『中の人』を思い出す。

　イメージできたのは「おすわり」とか「お手」とかオレに言う無邪気な『中の人』の顔。楽しい記憶というよりは、なんとなくトラウマにでもなりそうな……。

（これはまずい。まずいぞお！）

　このままじゃ、本当にちとせ先輩に会うのが目的になって、『中の人』とのトレーニングはおまけってことになりかねない。あくまで『中の人』の性格改善がメインだってことを忘れてはいけないんじゃないか？　いつまでもトレーニングの効果が出なかったら、クビにされることだってありえるし。

「来週からは本格的にトレーニングをするぞ！」

　オレはそう心に決めると、少し冷や汗をかきながら回れ右をして家路を急いだのだ。



　　　☆



　その翌日は蒸し暑い日だった。

　実際、三十年だか四十年ぶりに六月の最高温度を更新したらしく、空調のない一年Ｃ組の教室は午前十時にして蒸し風呂と化し、団扇うちわ代わりに使われた下敷きのパコパコという音が一日中鳴り響いた。

　中でもオレの席の近くはとりわけ暑かったと思う。窓から離れているせいもあるが、それよりもすぐ横の熱源が原因。

　マジであったのだ、神楽かぐら結ゆ衣いという強力すぎる熱源が……。

　朝からずっと、隣の席の結衣を真っ赤な炎のような妖よう気きが取り巻いていた。「馬乗り事件」への怒りは、一晩寝たぐらいでは収まらなかったらしい。何度話しかけてもシカトされて、授業中も休み時間もジト目で睨にらまれた。その妖気の睨みのせいで、体感気温が実際より三度ほど高かったわけだ。

　結衣のヤバイ雰囲気はみんなも気がついたようで、その日はクラスの誰だれも彼女に近寄ろうとはしなかった。それぐらい怖かった。

「あのボクっ娘こをなんとかしたまえ。お主の管轄であろう」

　昼休憩の時、要よう垣が内うちに耳打ちされたりもしたが、「そう言われてもな……」。というか、パフェの代金返せ。

　とまあ、そういう理由もあって、オレは放課後になると逃げるように学校から退散した。



　慎つつましやかな我が家の玄関を開けると、水色のエプロン姿の女の子がドタドタと廊下を走ってきてオレを出迎えた。

　星ほし野の雪ゆき、オレの妹だ。オレの髪を全体的に少し伸ばし、前髪をアップにしてゴムで留めただけのような顔立ちをしている。

　オレ自身が童顔でやや女の子っぽい容姿なので違和感はなく、贔ひい屓き目でなく可愛かわいい部類に入る。兄想おもいの素直で元気な子で、兄妹の仲も極めて良好。たった一つ不満なことといえば、これだけ顔が似ているとどんなフラグを立てても「血の通わない妹イベント」は発生しそうにないことぐらいだな。

「大変、大変、もう大変なんだから！」

　雪ゆきは目をキラキラと輝かせながら興奮したように叫ぶ。

「どうした？　宇宙人が我が家のトイレを借りに立ち寄りでもしたか？」

「お兄ちゃんにお客さんが来ているの」

「客？」

　どこの誰だれだ？　雪の態度から少なくとも友人や知人の類たぐいではないことは明らか。視線を下ろすと、ああ、なるほど。我が家には似つかわしくない黒のハイヒールが鎮座している。

「むむう……」

　最近、オレの周囲の話題でこんなハイヒールの似合う妙齢の女性は一人しか登場していない。

（まさか……）

「髪の長い、ものすごい美人なの。白衣着ていた」

　やっぱりだ。

　――姫ひめ宮みやちなつ。

　姉ピョンと呼ばれる、ちとせ先輩のお姉さん。

「どこであんなキレイな人、ひっかけたの？　それともお兄ちゃんがひっかかったとか？」

　雪は興きよう味み津しん々しんな様子で革靴を脱ぐオレの顔を覗のぞきこむ。

　雪よ。ひっかけたとか、ひっかかったとか、そんなはしたない言葉を使う子にお兄ちゃんは育てた覚えはないぞ。

「その人、今、どこにいる？」

「居間にお通ししようとしたんだけど、お兄ちゃんの部屋で待つっていうから」

　玄関脇わきにある階段を雪は指差した。

「オレの部屋？」

　初対面、というかまだ会ってもいないというのに、なんたる図ずう々ずうしい、いや堂々たる態度。ますます客人がちとせ先輩の関係者のような気がしてくる。先輩に言ったら、『どういう意味よ！』って、殴られそうだが。

　しかし、仮に姫宮ちなつだとしてオレになんの用だ？　いや、その前にどうしてオレのことを知っているのか。ちとせ先輩の話しぶりからすると、『外の人スーツ』を脱ぐトレーニングやオレのことを、姉に喋しやべったとは……。

「雪……。すまんが、しばらく二階には絶対上がってこないでくれ」

　オレはけっこうまじめな顔で雪を見る。

「それぐらい分かってるって。雪だってもう中学生なんだよ」

　雪ゆきはなんだか得意そうに胸を張ってみせる。気遣ってくれるのは有り難いが、オレがそう言う理由はお前の想像とはたぶん違うぞ。

（しかしまさか、オレの家にやってくるとは……）

　オレは腕を組んで、階段をゆっくりとした足取りで上がっていく。

　ちとせ先輩の話を聞く限り、姫ひめ宮みやちなつはよくいえば個性的、悪くいえばかなりイカレタ人だ。何しろ幼い自分の妹を機械の体の中に入れて、そのまま新しい体を与え続けるというから普通でない。

（会う前に、ちとせ先輩に連絡しておいた方がいいか……）

　携帯電話のアドレス帳を開いたところでやめる。今日は生徒会の定期会議があるはずだし、それにまだ、客の正体が姫宮ちなつと完全に決まったわけではないし……。

　二階のオレの部屋の前で、小さく深呼吸をしてから扉をノックした。

「どうぞ」

　落ち着いた感じの女性の声。自分の部屋から知らない人の声が返ってくるのもなんだか変な感じだ。

　扉を開ける。

　ベッドの上で見知らぬ女の人が寝そべっていた。

　腹ばいの格好で白衣から伸びる黒いストッキングに覆われた足を水泳でもするようにゆっくりとバタ足させている。羽毛の掛け布団の上にはオレが一昨日おととい購入したばかりの漫画雑誌が広げられ、その横には雪が出したらしい羊よう羹かんの載った皿が置かれていた。

　一瞬、入った部屋を間違ったのかと錯覚したぐらいくつろいだ態ていである。

　女の人は雑誌に向けていた顔をこちらに向けると、

「おっ」

　と言って、ベッドから下りて立ち上がる。

（背、たけえ）

　ちとせ先輩（外）もかなりの長身だがそれよりも高い。せり出したような胸に、砂時計を思い出させる腰のくびれとヒップ。それを包むのは薄緑色のサマーセーターに黒のタイトなスカート。ちとせ先輩（外）の明るい色の髪をそのまま黒くしたような長髪に、赤いフレーム眼鏡めがねがアクセントになったすごい美人だ。

　年齢は不詳。二十代前半にも見えるが、三十代に見えなくもない。

「少年。どうやらその様子だと、私が誰だれか察しがついているようだな」

　女の人は赤いルージュの唇をフッと緩ませた。

「あ、姉ピョン？」

「ブラボー。正解だ」

　大おお袈げ裟さなリアクションで拍手した。

　やっぱりか。この人が『外の人スーツ』を開発した姉ピョンこと姫宮ちなつだ。

「立ち話もなんだ。座りたまえ」

　姫ひめ宮みやちなつはオレの机の椅い子すに腰掛けると、黒ストッキングに包まれた長くてほっそりとした足を組む。

　一応ここはオレの部屋なんだが……、オレは唇を結びながら座卓の横に胡坐あぐらをかいた。

「とりあえずこれを渡しておこう」

　姫宮ちなつがスナップを効かせて何かを投げる。

　名刺が手裏剣みたいにクルクルと回転しながら座卓の上に飛んできた。名前の上に、高たか柳やなぎ財団研究所エグゼクティブプロフェッサーとかいう肩書きが添えられている。どのくらいすごいのか分からないが、エグゼクティブというからにはそこそこ偉いのだろう。

　姫宮ちなつはオレが何か言おうとしたのを手で制した。

「ああ、自己紹介の必要はない。少年のことは既に調べさせてもらっている」

　白衣の中から出したシステム手帳を開き、読み上げ始める。

「私立クレマチス高校一年Ｃ組。出席番号は『３５４１０』番。学校の成績は後ろから数えた方が早い。歳としと彼女のいない歴が同じ。趣味はインターネットに漫画雑誌を読む程度。運動も文化活動も相性に合わず、学校が終わるとすぐに家に帰って部屋から出てこない典型的な引き篭こもり体質だが、特にコミュニケーションが苦手でオタクというわけでは現時点ではない。なにか訂正個所は？」

　悪かったな、引き篭もりオタクの予備軍で。

「童顔であることと背の高さに強いコンプレックスを持っている。あと、中学の時、ピラミッドパワーで身長を伸ばすことを謳うたうネックレスを雑誌の通販で買ったことがある」

「ど、どうしてそれを――!?」

　オレの四大秘密の一つだぞ、それは。

「ペン立ての底で発見した」

　姫宮ちなつは金色の鎖のネックレスを指で摘つまんでブランブランさせた。まさか、オレの部屋を家捜ししたんじゃなかろうな。

　姫宮ちなつは真剣な表情でネックレスの先についた小さなピラミッドの飾りを凝視する。

「効果はあったのか？　あったのなら研究対象にしたい」

「放ほうっといてくれ」

　効果があるなら、三ヶ月で外したりはしない。

「私はこの子のことで少年に頼みがあってここに来た」

　姫宮ちなつは黒い前髪をかき上げると、手帳から一枚の写真を取り出してオレに見せた。

　写っていたのはピンクのタンクトップ姿の『中の人』。恐らく二、三年前に撮影されたものだ。なんだか年中怒っているような顔の犬を抱っこして、ニッコリと無邪気な笑みを振りまいていた。

　ということはこの犬がジーグか……。って待て。この獣とオレのどこが似てるって？

「あまりジロジロと見るな」

　姫宮ちなつは犬を凝視していたオレから写真を遠ざけ、自分で覗のぞきこんだ。

　とたんに鋭い眼光を湛たたえた瞳ひとみがトロンとして、頬ほおがだらしなく緩む。

「ああ、可愛かわいい私のちとせ。ラブリーマイシスター！」

　唐突に叫ぶと、写真を頬で撫なで始めてブチュブチュとキスまでしやがる。……予想はしていたが、この人は相当きてる。

「……オレがちとせ先輩の『外の人スーツ』を知ったことは、どうやって分かった？」

　オレは写真に頬ずりを続ける姫ひめ宮みやちなつの顔を、覗のぞきこむように見つめた。

「ちとせの『外の人スーツ』が開閉されると、そのつど私にその情報が伝わるようになっている。先週、学校にいるはずの時間に立て続けにスーツを脱ぐシークエンスがあったから調査を行った。その結果、同じクレマチス高校に通う一年生の男子、星ほし野の純すみ人とという少年が、ちとせと定期的に会っていることが判明した」

　定期的って、まだ昨日で二回しか会ってないんだが。どういう調査をしたんだ？

「それはヒミツだ」

　姫宮ちなつはフッフッフと怪しく笑う。まさか『外の人スーツ』の声や視界を、別の場所から監視するようなシステムがあるんじゃなかろうな。

「それで……オレに頼みというのは？」

「単刀直入に言わせてもらおう。少年、二度とうちのちとせと会わないでもらいたい」

　まるで可愛い一人娘から悪い虫を追い払おうとする頑固親父おやじのような言い草だ。

「より正確を期すならば、『外の人スーツ』と会うのは構わない。ただ、ちとせを『外の人スーツ』から出すような真ま似ねは金こん輪りん際ざいやめてほしい」



    

  
    
      



    

  
    
      　ふむ、なるほど。わざわざオレのところへ来た理由はそれか。

「つまり、ちとせ先輩の『中の人』の性格改造のトレーニングをするのを止やめろと？」

「そうだ」

「理由は？」

「少年に話す必要はない」

　姫ひめ宮みやちなつは切って捨てるように言い放つ。オレはちょっとムッとした。

「聞いた話によると、あんたがちとせ先輩をあんな被かぶり物の中へ入れたのは、実験のためだったらしいな。まだ実験が足りない、と？」

「どうとってもらっても結構。ただ、少年の言う通り、データ不足を感じていることも事実だ。『外の人スーツ』はあらゆる世代の人間のあらゆる需要に対して有効に設計され、人にできてできないことはない。しかし、ちとせはまだスーツのすべての機能を使っているとは言い難い」

「要するにちとせ先輩をもっとモニターとして働かせたいから、外に出られるようにしてもらっては困るわけだな」

　皮肉をたっぷりこめてやる。

「それだけではないっ！」

　姫宮ちなつが声を張り上げた。黒くて長い髪を乱しながら顔を振り、さっきの写真を取り出した。

「それだけの理由で私がこんなにも可愛かわいいちとせを被り物の中に閉じこめたりすると思うか？　スーツを着ている間はこの可愛い姿が見えなくなるんだぞ。そんなことを私が望むとでも？　この可愛い、可愛い、私の……ああ、もう……シッッット！」

　再び頬ほおずりとキスを始めた。しかし今回はすぐに真顔に戻ってずれかけていた赤眼鏡めがねをかけ直す。

「……自分の欲求のためにだけに言っているわけではない」

「だったらその、他ほかの理由とやらを話してくれ」

　ちとせ先輩のことを大切に思っているのは確かのようだが、それだけでホイホイと言うことを聞くわけにもいかない。

　すると、姫宮ちなつは口に拳こぶしを当てて考えるような仕草をした後、頷うなずいた。

「分かった話そう。ただし、これはちとせにも話していない秘密だから、少年も言わないで欲しい。たのむ」

　押し殺したような声を出す。

（ちとせ先輩にも話していない秘密!?）

　まさか『外の人スーツ』を着ていることに何か特別な意味があるのか？

　オレが頷くと、姫宮ちなつはゆっくりと話し始めた。

「ちとせが『外の人スーツ』を脱ぐと……」

「脱ぐと？」

「不幸がちとせを襲うことになる」

　それだけ言って口をつぐんだ。

「そ、それだけ？」

「そうだ。それで十分だろう？」

「十分じゃねえよ。それはどんな不幸なんだ？」

「それは話せない」

「どうして不幸が襲ってくるのか？」

「それも話せない」

「それじゃあ何も話していないのと、変わらないじゃないか！」

「だが本当のことだ」

　姫ひめ宮みやちなつはまじめな表情で頷うなずく。

「そんな五百年前の大予言のような世よ迷まい言ごとを信じて、ちとせ先輩に二度と会うなと？」

「信じる必要はない。とにかく頼みさえ聞いてくれれば私はそれでいい」

　こっちはちっともよくないんだが。

「……少年の方にも事情があることは、もちろん分かっている」

　急に姫宮ちなつが相好を崩した。

「せっかく憧あこがれの生徒会長と会えるチャンスをみすみす手放したくはないだろう」

　真紅の唇にうっすらと笑みを浮かべて、オレの胸の内を見透かしたかのように言う。

「だからただとは言わない。それなりのお礼はする」

「手切れ金でもくれるってか？」

「そんな芸のないことしない」

　姫宮ちなつは椅い子すから離れると、胡坐あぐらをかくオレの横まで来る。

「な、なんだよ」

　少しびびりながら顔を上げるオレに「立ってみろ」と言う。

　どうして命令されないといけないんだと思いつつも、オレは大人おとなしく立ち上がった。すると、逆に姫宮ちなつはしゃがみこみ、オレの腰や股こ間かんをペタペタと触り始めた。

「うわっ、なにすんだ！」

　背中がゾワゾワっとした。姫宮ちなつがオレに向けてバッチリという感じに親指を立ててみせる。

「大丈夫。筋肉は足りないが、骨格はしっかりしている」

「そ、それがどうした」

　あんたは伝説のトレーナーかサーカス団の団長かなにかか？

「これなら五センチ、いや十センチぐらいなら違和感なく伸ばせられる」

「だから何を？」

「名前の通り鈍いな」

　断じて違う。オレの名前の由来はピュアの純だ。

「少年がちとせと手を切れば、身長を伸ばす改造手術を施してやると言っているのだ」

「し、身長を伸ばす改造手術？　そんなことができるのか？」

「そヽんヽなヽこヽとヽもヽでヽきヽなヽいヽと思うか？」

　姫ひめ宮みやちなつは自信ありげに顎あごをしゃくり上げた。

　たしかにな。人間そっくりの体をまるごと作ってしまう変人なら、身長の十センチや二十センチ伸ばすことぐらいわけないかもしれない。

「少なくともピラミッドに秘められた力に頼るよりはずっと、確実で効果も期待できる」

　姫宮ちなつはさっきのネックレスをブランブランとさせる。くそう、オレの忘れたい過去の記憶に、二度も土足で上がりこむような真ま似ねをしやがって。

　オレはフンと顔を背けて腕を組んだ。

「別に改造までして身長を高くしたいとは思わん」

「ならば顔はどうだ？　その童顔をもっと精せい悍かんにするのはどうだ」

「放ほうっといてくれ」

　オレは唇を尖とがらせると再び胡坐あぐらをかく。

　姫宮ちなつは椅い子すに戻り、不ふ機き嫌げんそうに机をトントン指で叩たたき始めた。

「つまり少年は私の願いを聞くつもりはないと？」

「おう」

「なぜだ？」

「一度、ちとせ先輩に頼まれて承知したのに、今さらできないなんて言えない。あんたがちとせ先輩を『外の人スーツ』から出してはいけない、誰だれもが納得できる理由を話してくれるというなら話は別だが」

「それほどまでに私の作った『外の人スーツ』のことを気に入ってしまった……。なるほど、そういうことか」

「いやそうでなくて」

「しかし似たようなものであろう？」

　姫宮ちなつはオレを探るような目をする。

「『中の人』とのトレーニングができなくなれば、憧あこがれの生徒会長と会う名目が立たなくなる。それは嫌だということではないのか？」

「……」

　答えられなかった。

　姫宮ちなつはパンと手を叩く。

「よし、分かった。だったらちとせの『外の人スーツ』のスペアを一体、少年にプレゼントしよう」

　とんでもないことを言い出しやがる。

「もちろん、身長も体重もスリーサイズもまったく同じフルスペックだ。どうだ、魅力的だろう？」

「そんなもんをもらって、どこに置いておくんだ！」

「押し入れの奥にでも収めておけばよかろう。等身大フィギュアということにしておけば丸く収まる」

「収まるか！」

「しかしだな、少年。想像してみろ。どうせこの先、『外の人スーツ』を着たちとせが、少年になびくことはない。しかし私にプレゼントされた『外の人スーツ』なら、すべて少年の思いのままなんだぞ」

「生徒会長が……思うがまま……？」

　お約束だがオレは生なま唾つばを飲みこんだ。

「あの勝気な性格にゾクゾクするというのなら、そっくりな人工知能をつけてやってもいい。過去のちとせの行動を蓄積して作り上げた模擬人格だ。指定すれば、ツンデレでも素直クールでも好きな性格にチューンすることも可能だ」

　研究所というところはそんなことまでリサーチしているのか。恐るべしだな、最近のＡＩってやつは。

「とにかくいらない」

　オレは頭の中の妄想を振り払うように首を振る。

「第一、順序が逆だ。オレよりも先に身内のちとせ先輩を説得しろよ。オレだって、ちとせ先輩がやめると言ったらすぐに諦あきらめるぞ」

「ちとせに言うつもりはない」

「どうして？」

「小こ煩うるさいことを言って、ちとせに嫌われたくない」

「そんな理由かよ」

　だから直接本陣は狙ねらわず、外堀から埋めていく作戦か。

「だったらますますお断りだ。オレはちとせ先輩に必要ないと言われるまでは『中の人』のトレーニングを続けるぞ」

　オレは腕を組んでそう言ってやる。

「一つ訊きくが……」

　急に、姫ひめ宮みやちなつが眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを糸のように細めた。

「今、少年が言った“〝ちとせ先輩”〟とはどこの誰だれのことだ？」

　腹の底から響いてくるような低い声だった。

　オレはビクリとする。

「『中の人』のことか？　そうではないだろう。少年にとって姫宮ちとせとは、未いまだに『外の人スーツ』じゃないのか？」

　目を見開いた。どうしてバレたんだ。

「どうやら図星のようだな」

　姫ひめ宮みやちなつはうっすらと笑う。

「だがそれは間違っている。姫宮ちとせはこの世に一人しかいない。ツーサイドアップの髪型で、背の低い、対人恐怖症の少女のことだ」

「……」

「少年も気がついているのだろう？　お前が姫宮ちとせだと思ってきた女の子は作りものの体に、それによっていびつに変質した魂が入っているだけの存在に過すぎないということを。それなのに、なぜまだ、作りものの体に会いたいと思う？　義理を果たそうとする？　少年は『中の人』の存在を知った時から、姫宮ちとせに抱いていた憧あこがれの気持ちが幻想だと分かっていたはずだ」

（幻想……だって？）

　確かに、初めてちとせ先輩の体から女の子が出てきた時……いや、パカッと上半身が割れてしまったちとせ先輩がクレマチス高校生徒会長・姫宮ちとせ本人であることを知った時、オレは頭の中で何かが崩れ落ちた音を聞いた。オレの中の姫宮ちとせという偶像が壊れた音だった。

　入学式の時、女神のように見えた姫宮ちとせは偽物――。そう思って、オレはえらく失望した。

　それなのに――。

　その後、ちとせ先輩から事情を聞いて、『中の人』の性格改造のトレーニングを頼まれて、オレは、ちとせ先輩のために頑張ろうと思った。トレーニングを口実に会いたいと考えた。作りものとは分かっていても、やっぱりちとせ先輩はキレイだった。

　――だって真実が分かった後も、『外の人スーツ』をちとせ先輩だと思っていたから。

　それは幻想だと言われれば、たしかにそうかもしれ……。

　いや……違う。

「……幻想じゃない」

　オレは姫宮ちなつを見返した。

「作りものの体だろうがなんだろうが関係ねえよ。少なくとも『外の人スーツ』を着ている間は、ちとせ先輩は生徒会長のちとせ先輩だ。中に誰だれが入っていようと、目に見えているものだけが真実だろう？」

　オレは自分に言い聞かせるように喋しやべっていた。

　偶然、先輩の正体を知るまで、オレは生徒会長が偽物の体と疑ったことはなかった。ましてや中に本物の姫宮ちとせが入っているなんて考えもしなかった。

　学校中のみんなだってそうだ。あの『外の人スーツ』が姫宮ちとせで、あの高飛車で誇り高い性格が姫宮ちとせだと考えている。

　真実を知るとそれがすぐに変わるか？

　いや、変わらないさ。姫宮ちとせ＝『外の人スーツ』と考えてしまう方が自然だ。だって『中の人』が体からはみ出してでもいなければ、目に映るのは作りものとは誰からも思われない『外の人スーツ』だ。憧あこがれ続けることだって現実じゃないか？

「フッ、なるほど唯物論というわけか」

　姫ひめ宮みやちなつは鼻でせせら笑う。

「いいだろう。少年の『外の人スーツ』への憧れは幻想じゃない。まあ、そうかもしれん。それは認めてやってもいい。でもだったら、どうして、『中の人』が『外の人スーツ』を出ようとするのを手伝おうとする？」

「むう？」

「考えてみろ。もし、『中の人』が外に出たら、少年の憧れる姫宮ちとせはこの世界から消えてなくなるのだぞ」

　一瞬、間があって――。

　ビリビリっと、電撃が体を走った。

（ど、どうして手伝おうとするか……だって？）

　もし、ちとせ先輩の『中の人』が『外の人スーツ』から出てきたら、この世界から姫宮ちとせはいなくなる。

　だとしたら、それに協力しようとしているオレは何をやっていることになるんだ？　姫宮ちとせの存在をこの世から消そうとしているのか？

（矛む盾じゆんだ……これは、矛盾しているぞぉぉぉ！）

　思考がストップしたオレに、姫宮ちなつは容赦のない追い討うちをかけてきた。

「どうした。早く説明してくれないか。なぜ少年は『中の人』の性格改造のトレーニングを頑張る？　もしかして、少年が『中の人』の性格を変えようとしているのは実はふりで、変えようとする気持ちはまったくないのではないか？　進歩もないのにできるだけ長引かせて、憧れの生徒会長といつまでも会おうという作戦か？」

「そ、そんなことは……」

　そんなことはない、とオレははっきり言えた。本当にそんなことは本当に一瞬たりとも考えたことがないから。

　だが、オレはそれを姫宮ちなつに言ってやれない。なぜならそれは自己矛盾を認めることになる。



　オレはなんでちとせ先輩が『外の人スーツ』を脱ごうとするのを手伝っている？



　オレが胡坐あぐらの膝ひざに拳こぶしを押し当てて体を震わせていると、姫宮ちなつが椅い子すから立ち上がった。座卓の上の名刺に携帯電話の番号らしきものをボールペンで書き加えて、それをオレの制服の胸ポケットに差しこむ。

「気が変わったら、できるだけ早く連絡してくれ。私もあまり強引な手は使いたくない」

　耳元で囁ささやく。

　最初からオレに自己矛盾を気づかせて、ちとせ先輩から手を引かせようとしていたのだろうか。だとしたら恐ろしい女ひとだ。

　姫ひめ宮みやちなつはそのまま、勝手にオレの部屋から出ていく。階下を下りる音がした後、もうお帰りですか、なんて雪ゆきの声が聞こえた。

　すぐに玄関の扉が閉じられた音がした後、ドタドタと雪が二階に駆け上がってきた。

「どうしたの、お兄ちゃん。ふられちゃったの？」

　雪は部屋に入ってくると、肩を落として背中を丸めたオレに後ろから飛びついてきて、首に腕を絡めてきた。もう中学生なんだから、そういうことをするのは止やめろといつも言っているのに。押しつけられる胸が気になるだろうが。

「うおおおおお」

　オレは雄たけびを上げながら、雪を背中に乗せて立ち上がる。

「雪、塩だ。塩を持ってきてくれ!!」

「イエッサー、お兄ちゃん」

　オレは階段を駆け下りると、玄関から飛び出した。姫宮ちなつの姿は既に見えない。

　茜あかね色に染め上がった空の下、オレは雪に渡された塩化ナトリウムの結晶を相撲取りのようにばら撒まいた。あんまり使うと後で母親に叱しかられそうなので一回だけだ。

　よし、これで二度と妖よう怪かい姫宮ちなつがこの家の敷居をまたぐことはないだろう。

　だがオレのこの混こん沌とんとした胸の中は、胸の中は――。

「うおおおおお」

　オレの二度目の雄たけびは、夕空に向かってどこまでも響いた。



    

  
    
      
４章　自分、不器用ですから





　まあ、なんだ。

　人間生きていると、生活態度の問題を人から指摘されてムカつくことは結構ある。特にそれが自分も心のどこかで気にしていたことだと余計に腹立たしい。

　そんな時は開き直るか、殊勝にも心を入れ替えようとするかだが、どっちにしてもそんな心がけは短期的なもので終わり、結局、以前の状態に戻ってしまうのもやはりよくあること。

　ただし元通りに戻ったといっても、指摘から生まれた釈然としない気持ちはいつまでも胸の中に残ってしまう。

　……何を言いたいかというと、要するに、ここしばらくのオレはまさにそんな感じだった。



「これならどうですか？」

「ジーグですう」

「これは？」

「グスン……。ジーグじゃありませんですう」

　姫ひめ宮みやちなつの来訪からきっかり六日後、つまり、最初の『中の人』の性格改造トレーニングから一週間が経たった放課後。オレは生徒会長執務室で、ちとせ先輩の『中の人』とソファーに向かいあうように座っていた。

　今日は朝から強い雨だ。学園を一望できる窓ガラスを雨水が滝のように流れている。

　こんな日だというのに、『中の人』はタータンチェックのフレアスカートに半はん袖そでのブラウスという初夏らしい装いをしている。雨の中を移動する時は『外の人スーツ』を着ているから、あまり天候には左右されないのだろう。トレードマークの二本の尻尾しつぽをオレンジ色のリボンで結んでいた。

　ソファーの横には上半身がパカッと背中に倒れた『外の人スーツ』が鎮座している。あの格好の姿にしておくのは見ていてどこか無残でいやなのだが、すぐ飛び乗れるようにという用心だ。

「じゃあ、これならどうです？　ジーグに見えますか？」

「う――ん。ちょっとジーグっぽいですう」

「それはどっちなんですか。見られて我慢できるんですか？」

「ちょっとなら我慢できるですう」

「うーむ、じゃあ三角かな」

　オレはバインダーに挟まれた表に三角マークを加える。

　さっきから『中の人』と間の抜けたやり取りを続けているが、遊んでいるわけではない。これでも第二回『中の人』の性格改造トレーニングの最中なのだ。

　今回のテーマはズバリ、

〈なんでオレはジーグなのか？〉

　……何となく哲学的であり、同時にアホらしくも聞こえるが、オレは本気だ。

　前回のトレーニングで、犬のマスクを被かぶったオレなら、『中の人』も平気ってことが分かった。つまるところ、地球上の全人類が犬のマスクを被ってしまえば、『中の人』の性格の問題はたちまち解決だ。

　バットしかし、現実問題として、全人類どころか、高校の全生徒ですらそんな真ま似ねをさせることは無理。だったら、逆に、ちとせがみんなをジーグのように見えるようにするのはどうか。

　名づけて「人類総ジーグ視計画」。

　我ながらアホっぽいネーミングだが、けっこういいアイディアだと思ってる。

　でもって、全人類をジーグに見えるように『中の人』を洗脳、いや啓けい蒙もうするために、どうしてオレをケダモノ扱いするのか、今、調べているわけだ。

　手芸の得意な雪ゆきにあの犬の被り物を改造してもらい、鼻や耳や髭ひげなどのパーツを着脱可能に、同時に新パーツも作ってもらった。

　パーツの形や配置で犬の顔のバリエーションを作って、それを一枚一枚被って『中の人』の反応を見る。『中の人』がどこまで我慢できて、どこから我慢できないかを調べる。

　雪には演劇部の知り合いに頼まれてと嘘うそをついてしまった。すまん。ハーゲンダッツのラムレーズン十個で許してくれ。

「う――――ん」

　テーブルの上に並べられた犬のマスクとまるばつ表を見ながら、オレは顎あごに手を当てた。

「さっぱり分からん」

『中の人』がどういう基準でオレをジーグと見るのかが分からない。

　黒い団子鼻であることが重要かと思いきや、意外と尖とがったような鼻でもよかったり。逆に団子でも位地が悪いと駄目なようで、グスンと泣き出しそうになる。

　オレが数列の問題を解いているかの気持ちで、必死に規則性を見つけようとしていると、

「ねえ、ジーグゥ」

　ちとせ先輩（中）が甘えたような声を出した。

　標準仕様の犬マスクに戻っていたオレが顔を上げると、ちとせ先輩（中）がニコニコと妙に嬉うれしそうな顔をしている。

「今日はジーグにご褒ほう美びを持ってきましたですう」

　背筋がゾッとした。

　イヤな予感。どうもここ最近、急激に予知能力のようなものが備わった気がする。

　ちとせ先輩（中）がソファーの後ろの手提げ鞄かばんの中から、何やらコーンフレークぐらいの大きさの箱を取り出した。

『犬まっしぐら』という文字が目に飛びこんできて、オレは犬の顔を強こわ張ばらせた。

「ちょっ、ちとせ先輩？」

「ジーグはこれが大好きなんですう」

　ちとせ先輩（中）はニッコリと笑うと箱の蓋ふたを開けた。どうやらオレに箱の中身を食べさせようとしているらしい。

「くうーん」

　素で泣きそうな声を出してしまったぞオレは。

「ジーグ、あ――ん」

　無む垢くな顔を綻ほころばせてちとせ先輩（中）は口を「あーん」と開けてみせる。天使のような可愛かわいい顔が悪魔に見えた。

「ふざけんじゃねえ？」

　と、叫んで立ち上がろうかと思った。いや実際、立ち上がりかけたが途中でやめた。

　もしそんなことをしたらちとせ先輩（中）はきっと泣き出す。泣くだけですめばいいが、二度とオレのことをジーグと見えなくなるかもしれない。そうなればトレーニングは頓とん挫ざ。せっかく見つかった糸口をみすみす……。

　たかがドッグフードだ。犬に食えて人間様に食べられないはずがない。

「……あ――ん？」

　オレは控えめに口を開ける。

　対岸から、ちとせ先輩（中）がポーンと投げる。コントロールはよくなかったが、オレは持ち前の狩猟本能でキャッチしてしまった。

「うぐ、うぐう」

　なんだか脂分と塩分のまったくないスナック菓子のような感じだ。食えなくはないが、積極的に食べようとは思えない、そんな味。

「ジーグ、うまい！」

　しかし、ちとせ先輩（中）は手をパチパチと叩たたいて、オレの期待とは逆に、さらに二つ目、三つ目、と投げてくる。

　それを一つ一つキャッチするオレの脳のう裏りに、先日の姫ひめ宮みやちなつの言葉が過よぎった。

　――もしかして、お前が『中の人』の性格を変えようとしているのは実はふりか？

　ふりでこんな真ま似ねができるかバカヤロー。

　オレは本気でちとせ先輩が『外の人スーツ』を脱ぐことを願っているんだ。だから、こんなに必死になっているんじゃないか。引き延ばしていつまでもちとせ先輩と一緒にいようなんて、断じて思っちゃいない。

　すると、どこからか別の声が聞こえてくる。

　脱いでしまうと生徒会長・姫宮ちとせには二度と会えなくなるが、それでいいのか？

　…………。

　もし、ちとせ先輩が『外の人スーツ』を脱ぐと、世界からちとせ先輩はいなくなる。姫宮ちとせという女の子は今、目の前でオレにドッグフードを投げている女の子一人になる。

　それはイヤだ。

『中の人』が嫌いってわけじゃない。可愛かわいいし、やや電波が混入気味の性格もこれはこれでありだ。でも、この子はオレの知るちとせ先輩じゃない。

　でもだったら、イヤなのにちとせ先輩が『外の人スーツ』を脱ごうとすることを必死になって応援しようとするのは、矛む盾じゆんと偽善に満ちたものじゃないのか？

　一週間考えても結論が出なかった、そんな疑問……。

　その時、不意にドッグフードが三つ同時に口の中に飛びこんできた。

　ドッグフードは一瞬、意識が飛んでいたオレの舌でトラップされることなく、そのまま気管支へ向かった。

「ゴホォ、ゴホゴホッ」

　強烈にむせた。オレは喉のどを押さえながら立ち上がると、生徒会長執務室の端に置かれた小型の冷蔵庫に駆け寄って扉を開けた。

　五百ＣＣの水のペットボトルを掴つかみ取り、天井を向いて流しこむように水を飲んだ。マスクに口が開いていて助かった。

　どこかに引っかかった固形物が正しいルートへ流れていくと同時に、喉の苦しさも一緒にどこかに引いていく。

「ジーグ、大丈夫？」

　ゼーゼーハーハーと、オレが息を整えていると、ちとせ先輩（中）が近づいてきた。心配そうにオレの顔を覗のぞきこんで、背中をさする。

「ジーグ、大丈夫？　ねえジーグったら。ジーグ、ジーグ……」

　ブチッ。

　繰り返されるジーグの名にオレの中で何かが切れた。

「うおおおお、オレはジーグじゃねえええええ！」

　天井に向かって吼ほえた。

「……」

　ハッと我に返ってちとせ先輩（中）を見る。予想通り大きな目に涙をいっぱい浮かべていた。

　オレはちとせ先輩（中）の頭の上に手を伸ばして撫なでる。

「ごめん、ジーグ間違えた。いい子いい子だワン」

　何を言っているんだオレはと思いながらもナデナデを続ける。

　ちとせ先輩（中）はグスングスンと鼻を鳴らして指で涙を拭ぬぐったが、なんとか泣くまでは至らなかった。

　オレはホッと胸を撫で下ろすと、

「すみません。今日の練習はこれぐらいにしませんか？」

　と言ったのだった。



「どうしたのよ。今日の純すみ人と、変よ」

『外の人スーツ』を着込むなり、ちとせ先輩は怪け訝げんな顔をした。

　オレは犬のマスクを鞄かばんに仕舞いながら「そうですか？」と惚とぼける。

「うん、変。メチャクチャ変。どうしたの？　何かあった？」

　ちとせ先輩は反対側のソファーに戻って長い足を組む。それからばつが悪そうに、ちょっぴり上目遣いのような視線をオレに向ける。

「でも、さっきのは私がちょっと調子に乗りすぎだったわね。ゴメン」

　オレの知る限り、初めて顔を背けずに謝った。

　照れずに謝るちとせ先輩というのも可愛かわいいな……。

　そう思うのと同時に、オレの胸にヒヤッとした不安のような気持ちが生まれる。

　もし『外の人スーツ』を脱いだら、このちとせ先輩は――。

「いえ、喉のどに詰まらせたのはオレの不注意です。一瞬、ボーっとしてて。……でもドッグフードは今回限りにしてくれませんか？」

「分かったわ」

　ちとせ先輩はちょっと残念そうな顔をする。

　オレは慌てて手を振った。

「いや、これからもトレーニングの時にジーグごっこするのはいいですから、ドッグフードの代わりにポップコーンとかそういうものを使ってくれませんかという意味で……」

「ポップコーンならいいのね！」

　沈んでいた顔を一瞬でキラキラと輝かせる。

　コンチキショー。やはり、ちとせ先輩は可愛い。

　だが……。それを確認するたびに、胸の不安は深くなる。

「実は」

　迷った挙句、オレは言うことにした。

「姫ひめ宮みやちなつさんと会いました」

　姉ピョンこと姫宮ちなつが家に来たことをまだ、オレはちとせ先輩に伝えていない。

　理由は姫宮ちなつが言っていた、ちとせ先輩が『外の人スーツ』を脱いではいけない理由が気になったのと、指摘された矛む盾じゆんへの答えがまだ見つかっていないから。

「ウソッ!?　いつ？　どこで？」

　ちとせ先輩が動揺した様子でテーブルの上に体を乗り出した。

「先週、初めてトレーニングをした次の日のことです。オレの家に直接来ました」

「そんなっ。どうやって姉ピョンは純人のことを!?」

「調査したって言ってましたけど、オレは『外の人スーツ』をモニターするシステムがあるんじゃないかと、疑っています。先週のトレーニングの後の事件のことも詳しく知っていましたし。恐らく今だって、遠くで監視しているんじゃないかと」

「最悪っ！　どうしてもっと早くに言わなかったのよ」

　ちとせ先輩がオレをキッと睨にらみつける。

「口止めされました」

　思いっきり嘘うそ。姫ひめ宮みやちなつはオレの家に来たこと自体は口止めしちゃいない。もし今の会話を本当にどこかで聞いていたら、たぶん腹を立てていることだろう。構やしないが。

「口止めが何よ。喋しやべったら命をとるとか、そんなことを言われたわけじゃないでしょう？」

「ええ、そこまでは」

「だったら！　そういうことはすぐに私に伝えないと駄目じゃない！」

　ちとせ先輩は「めっ！」とすごんでみせると、考えるように腕を組む。

「それで……、姉ピョンは純すみ人とになんて言ったのよ？」

「ちとせ先輩が『外の人スーツ』を脱ごうとするのを手伝うな、と」

「どうして？」

「ちとせ先輩には、まだ、スーツの中に入っていてもらわないと困るんだそうです」

　またも嘘をついた。ちとせ先輩に心の中で謝りながら。

「姉ピョンめ！」

　ちとせ先輩は握った拳こぶしを震わせた後、またオレを白い目で睨む。

「それで純人は、なんて答えたの？　まさか姉ピョンの色香に騙だまされて、はい、なんて答えたんじゃないでしょうね？」

「それだったら今日、ここに来ていませんって」

「それもそうね……。まったく、姉ピョンったらどういうつもりなのかしら」

　ちとせ先輩は爪つめを噛かんだ。

「でも、分かったわ。姉ピョンのことは私に任せて。今日にでも研究所に行って話をつけてくるから。純人は何も心配せずに、『中の人』のトレーニングに努めてくれればいいのよ」

　ちとせ先輩はポンと胸のリボンを叩たたいて、自信たっぷりに頷うなずく。

　いつものオレであれば、だらしのない笑みの一つも浮かべて、「任せてください」と言うところだ。だが……。

『純人は何も心配せずに――』

　そのフレーズがさっきのドッグフードのように、胸の奥のどこかにひっかかる。

（何も心配することなく、だ？）

　そんなことは無理だ。『中の人』の性格改造が巧くいけば、ちとせ先輩は『外の人スーツ』を脱いでしまう。オレはそれが嫌なんだから。

　さらに悲しいのは、ちとせ先輩がオレのこの気持ちを分かっていないことだ。

　今日、オレがどんな思いでこの生徒会長執務室へ来たか……。さっきから深くなっていく不安を……。

　そう思った時――。

　頭の中でカチリと音が響いた。

　それは姫ひめ宮みやちなつが置き土産で残していった時限爆弾のスイッチが入った音だった。

「ちとせ先輩……」

　オレは顔を上げた。

「なによ、純すみ人と？」

　ちとせ先輩が首を傾かしげる。不思議に思っているのだろう。どうして純人はこんなにも思いつめた表情をしているのかと。

　キョトンとしたちとせ先輩を見つめる。本当に言ってしまっていいのか？

　言ったらちとせ先輩はきっと怒る。火山の噴火のように激怒するだろう。

　だが……いつかは言わなくてはいけない時が来る。だったら早めにはっきりさせた方がいいんだ。だらだらと引き延ばして――などと、誰だれかさんに言わせないためにも。

「ちとせ先輩は……どうして、『外の人スーツ』から出ようと思っているんですか？」

「うん？」

　ちとせ先輩が眉み間けんに皺しわを寄せる。

「話さなかったかしら？」

「……いいえ。一度聞きました」

「だったらどうしてまた、言わなきゃいけないのよ」

　あからさまに不ふ機き嫌げんそうになる。なんでそんな話を今さら蒸し返すのよ、と顔に書いてある。

　しかしオレが黙って見つめていると、ため息をついて話し始めた。

「私はね『外の人スーツ』なしで、高校生活最後の数ヶ月を送りたい。ただそれだけよ。分かった？」

「どうして本当の体で高校生活を送りたいんですか？」

　ちとせ先輩はさらに不機嫌そうに、鋭く上がった眉まゆをピクピクと何度も動かす。

「いちいち説明しないと分からない？　いい？　『外の人スーツ』を着て生活するというのは、どんなこともフィルターを通じて生活するようなものなの。目に映るものも、耳に聞こえるものも、すべて外の体を一度介してしか体感できないの。十年もそんな状態を続けていたら、もうご免って気持ちにもなるわ。生まれた時からずっと生身の体で生きてきた純人には分かんないでしょうけど」

「分かります。いえ……分かったつもりにはなっています」

　それなのにわざわざ確認したのは、改めてちとせ先輩の話を聞いたら何も言えなくなるかもしれないと思ったからだ。

　そしてその結果は――。

　オレはゆっくりと口を開く。

「そうですね……。ちとせ先輩が『外の人スーツ』を脱ごうと思うのは当然かもしれません。『中の人』にとって姫宮ちとせは自分のことであり、『外の人スーツ』はオレがつけているような犬の被かぶり物と同じような存在でしょうから」

　ちとせ先輩は当然でしょう、と言いたげな顔で頷うなずく。

「でも、オレにとってはその『外の人スーツ』がちとせ先輩です」

　何より先にこれを言いたかった。

「……どういう意味よ」

　ちとせ先輩はオレを睨にらみつけながら、地を這はうような低い声を出す。

　オレは身震いしながらも、ちとせ先輩の怖い顔から目を離さなかった。

「オレにとって姫ひめ宮みやちとせは『外の人スーツ』の姿でもう定まっているんです。いくらその中から人が出てきたって、その人は姫宮ちとせじゃありません」

　そう。

　入学式の時、ちとせ先輩が壇だん上じようで自己紹介するのを見た時から、オレにとってちとせ先輩とはずっと今、目の前にいる『外の人スーツ』のことだ。

　もしオレが秘密を知った後、ちとせ先輩がずっとオレの前で『中の人』の姿でいれば、変わっていたかもしれない。だが、ちとせ先輩は、美しく気高い女神のような生徒会長としてい続けた。

　だから……オレは最初のリンクを改められないでいる。

「秘密を知らない学校の他ほかのみんなはなおさらです。クレマチス高校の生徒会長・姫宮ちとせは『外の人スーツ』なんです。でもって、オレも含めてみんな、『外の人スーツ』をしたちとせ先輩に、色んな想おもいを抱いている。もし、ちとせ先輩が『外の人スーツ』を脱いで、姫宮ちとせが完全に違う女の子になってしまったら、その想いはどうなっちゃうんですか？　それに対して、ちとせ先輩は責任がないんですか？」

“〝他のみんな”〟を出したのは、オレのしょぼい羞しゆう恥ち心しんによる。

　オレが気にしているのは、もしちとせ先輩がスーツを脱いだ時、消えてしまうはずのオレの想い。それは入学式の時、ちとせ先輩を見た瞬間に感じた憧あこがれの気持ちだ。

（オレはちとせ先輩には、今の姿でいてもらいたい……）

　ちとせ先輩は顔をピクリとも動かさず、オレを睨みつけている。無言なのが逆に怖い。

「ちとせ先輩は『外の人スーツ』を着ていることは周りを騙だますことだって言ってました。だから『外の人スーツ』を脱ぎたいと。でも、今まで騙してきたことへの責任のとりかたは脱ぐことじゃない。いつまでも『外の人スーツ』を着て騙し続けることだと思います。ちとせ先輩は『外の人スーツ』を脱ぐべきじゃない」



　言ってしまった。



　一週間ぐらい考えても答えが見つからなかった疑問に、たった三分ぐらいで答えを出しちまった。その答えとは、

　ちとせ先輩に『外の人スーツ』から出ないようにお願いする――。

　オレってば最低にかっこ悪いな……。

　しかし、間違っていない。オレはちとせ先輩に『外の人スーツ』から出てほしくない。それを口にして何が悪い？　本当の気持ちと矛む盾じゆんを隠したまま、『中の人』の性格改善を手伝う方が、よっぽどかっこ悪いんじゃないか？



　生徒会長執務室は沈黙に包まれていた。屋上のセメントの床を叩たたきつける雨と窓を揺らす風が唯一の音源だった。

「要するに……」

　絶対零度の剃刀かみそりのような声が、ちとせ先輩の方から聞こえた。

　方から、というのは、その時、オレはちとせ先輩の方を見ていなかったからだ。言いたいことをまくしたてた後、オレはちとせ先輩を見るのを止やめた。怖くて見ていられなくなった。

「要するに、私が『外の人スーツ』を脱ぐのを手伝いたくない、そう言いたいわけね」

　そうは言っていない。『外の人スーツ』を脱ぐのを、なヽにヽもヽ心ヽ配ヽせヽずヽにヽ手伝うことはできないと、ちとせ先輩に伝えたかっただけだ。

　でもそんなことは言えない。だって、説得力が全然ないだろう？

（じゃあ、なんてちとせ先輩に答えればいい？）

　喜んでやることはできませんがこれからも『中の人』の性格改善を手伝います、とでも？

　そんなこと言えない。言えっこない。だったら何て……？

（ハッ……）

　自分がちとせ先輩に言ってしまったことの重要さに、今更気がついてしまった。

　オレは『外の人スーツ』から出ないようちとせ先輩にお願いする代わりに、ちとせ先輩と会うチャンス自体をなくしてしまったんじゃないか？

（しまったぁぁぁぁ――）

　もっと他ほかのやり方があったんじゃないか？

　姫ひめ宮みやちなつの言うような、適当に『中の人』の性格改造のトレーニングをするフリをするのは論外だとしても、自分の気持ちを隠しながら、ちとせ先輩が『外の人スーツ』から出ることを応援し続けるのはどうか。その方がなんとなく男らしいし、なにより長く『外の人スーツ』を着たちとせ先輩と一緒にいられるからベターだったんじゃないか？

　だが今になってそんなことを思っても遅い。遅すぎる。

　ちとせ先輩が立ち上がる。ノッシノッシとオレの座るソファーの横へ移動する。

　オレは恐る恐る顔を上げる。

　ザクロのように顔を真っ赤にさせたちとせ先輩が手を上げていた。口も目も眉まゆも、顔中のすべてのパーツが急きゆう勾こう配ばいをつけて吊つり上がっていた。

「ごめんなさい、やっぱりオレが間違っていました」

　そう言って土下座したかった。でも……できない。

　オレはただ目を閉じて、歯を食いしばった。ちとせ先輩の鉄てつ槌ついが下ろされるのを待つ。



　………………。



　あれ？

　鉄槌が振り下ろされない。あの拳こぶしのように硬く、そのくせ耳がキーンとなるほど甲高い乾いた音を上げさせるちとせ先輩の平手が、いつまでもオレの頬ほおをとらえない。

　その代わり、グスングスンって、鼻をすするような音が聞こえるのだ。

　オレは恐る恐る目を開けた。顔を上げた瞬間に、あの強力なちとせ先輩の手が飛んでくるような気がした。

　そんなことにはならなかった。

　オレはとんでもないものを見た。

　姫ひめ宮みやちとせが泣いていた。

　あの女神のように気高く強い姫宮ちとせが、涙を目にいっぱい浮かべて泣いている。それも真っ赤な頬をヒクヒクとさせながら、目に当てた両手でＭの字を作っている。

　ああ、二度目だ――。

　ちとせ先輩に『中の人』が透けて見えたのは。

　前回は『外の人スーツ』の秘密を知った時。逃げ出しそうなオレの手を握ったちとせ先輩が一瞬だけ、普段の強気な彼女が絶対に見せることのないような不安な表情をした。その時も、オレはスーツの向こう側に『中の人』の存在を感じたのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　体がブルブルっと震えた。

　やっべえ。

　オレはとんでもない勘違いをしていたかもしれない！

　だが勘違いの中身をはっきり理解するより先に、ちとせ先輩が泣きやんだ。

　ちとせ先輩は涙を拭ぬぐうと、恥ずかしさからなのか怒りからなのか分からないがワナワナと震える手で部屋の扉を指差した。

「出ていきなさい！」

「あの、ちとせ先輩。オレは……」

「出ていけ――――――――――――――――――――！！！！！！！！！！」

　鼓こ膜まくが破れそうなぐらい大きな声が叫ぶ。

「行かないんなら、窓から放ほうり投げるからね！」

　本当に掴つかみかかりそうな勢いだった。

　オレはソファーから転がるように立ち上がると、鞄かばんを持って扉の近くまで退散する。振り返ると、魔ま貫かん光こう殺さつ砲ぽうでも放つかのような気合の入った表情で扉を指差すちとせ先輩が、こちらに近づいてきていた。

　オレは慌てて扉を開けて部屋を出ていく。

　生徒会会議室側からもう一度振り返ったオレのすぐ目の前で、扉が大きな音を立てて閉められる。もう少しで鼻を強打しそうだったが超反応で首を引っこめたお陰で助かった。

　薄暗い部屋の中でオレは改めて閉じられた扉に向き直る。

「生徒会長執務室」と書かれたプレートを見上げた。

　デジャブ。二週間前、ちとせ先輩のハンカチを拾ったオレがここに来た時とダブる。

　あの時は雨は降っていなかった。この部屋は夕日で真っ赤に染まり、執務室の扉は半開きになっていた。しかし一番違うのは、プレートを見つめるオレの目かもしれない。恐らくあの時、オレの目は不安な中に希望の光を湛たたえていた。今は、絶望の暗くら闇やみだけ。

　あの時に戻りたいとは思わない。戻ったところで同じことを繰り返す自信がある。

　それよりもつい三分前の状態に戻りたい。ちとせ先輩の泣き顔を見た時に……。

　あの時、オレは何か大事なことに気がつきそうになっていた。少しの間のことだったので、それがなんだったのか、今考えても分からない。

　ただ、もし気がついていれば、たぶん違う答えを見つけられていたような気がする。

「いや、気のせいだよな」

　オレは回れ右して歩き出す。

　二週間を経て、オレは結局、あるべきポジションへ戻るだけだ。あの時、この部屋に来たオレはハンカチをちとせ先輩に渡し、感謝され、それで終わったのだ。

　もともとちとせ先輩はオレの手の届かない女神のような人だから、近くに一瞬でもいられたことをオレは感謝すべきなんだろう。

　

　そうでも思わないと、やっていけなかった。



    

  
    
      
５章　模範解答はフローラルとともに





　いつの間にか、七月だった。

　期末試験を一週間後に控えた月曜日の朝、オレはクレマチス高校の前庭に休めの姿勢で立っていた。三学年合同の朝礼。学校の全生徒が黒いアスファルトの地面の上に整列して、校長のありがたい話を聞く四半期に一回の行事だ。

　額に浮かんだ汗を拭ぬぐいながら、オレたちは目から「早く終われオーラ」を壇だん上じようの校長に送る。狭い場所へ無理やり大人数を押しこめられてただでさえ暑苦しいのに、加えてこの足元の真っ黒なアスファルト。さんさんと降り注ぐ太陽光をいい感じに吸収して、ホットプレートの上に整列させられているような気分だ。

　生徒たちの空気を読んだのかたまたまなのか、校長の話は意外に早く終わり、代わって各委員会からの伝達事項を展開する時間となる。

「生徒会から何かありませんか？」

　放送委員の進行役の言葉に答えて、三年生の列から一人の生徒が壇上へ駆けていった。

　ハッと息を呑む。ちとせ先輩だ。

　先輩は壇上で小さく頭を下げると、先週の生徒会で決まった議題についで説明し始める。

（……なんだか、久しぶりだなあ）

　あの生徒会長執務室での出来事から二週間しか経たっていないというのに、何ヶ月も顔を見ていないような気がした。

「この件について、何か質問はありますか？」

　説明後、ちとせ先輩は首をゆっくり動かしてオレたちを見渡した。

　入学式の時とは違って、先輩の視線はオレの顔を掠かすりもしなかった。

「ないようでしたら、生徒会からの伝達はこれで終わります」

　ちとせ先輩は三年生の列へ戻っていく。

　その姿を目で追いながら、オレの胸の中にはヒュルルーって乾いた風が吹いていた。

　ちとせ先輩がものすごく遠くに感じる。先輩の秘密を知る以前よりも遠くに。

（なんでかな……）

　たぶん……、短い期間ではあったがちとせ先輩の近くにいられたからだろう。その分だけ、今は距離を感じている。一種の贅ぜい沢たくと同じで、一度を覚えてしまうと元には戻れないのか。

（ハア……）

　誰だれもいない壇だん上じようをいつまでも見ながら、オレはため息をついた。

　あれ以来、ちとせ先輩とは電話はもちろんメールのやりとりもしていない。

　何度か電話をかけようとはしたが、そのたびに思いなおした。どうせ繋つながらないだろうし、仮に繋がったとしてなんて話せばいいんだ？　やっぱりオレが悪かったです。もう一度、やり直させてくださいとでも言えばいいのか？

　そんなことは言えない。今更、前ぜん言げん撤てつ回かいなんて、そんな恥ずかしいことができるか。



「最近、星ほし野のくん、元気がないよね？」

　朝礼の後、教室の机で再びため息をついていると、隣の結ゆ衣いが顔を覗のぞきこんできた。

　例の「生徒会長馬乗り事件」以来、しばらくシカトされていたのだが、最近ようやく口をきいてくれるようになった。

「そう？」

　オレは力なく笑う。

「うん。最近、ボクが横を向いた時はいつもため息をついてる」

「疲れ気味なんだ」

「どうして？　何か疲れるようなことを始めたの？」

「そういうわけでも……」

　何もしなくなったから、疲れているんだと説明したい。

「だったら……今度、久しぶりにボクの家に来ない？　疲れた体の滋養強壮にピッタリの特製ドリンクを用意するけど」

　結衣はいつものように頬ほおにかかるシャギーをクルクルと指に絡みつけていた。

「そうだな。だったら試験明けにでも行こうかな」

「えっ？」

　結ゆ衣いが目を大きくする。

「どうかした？」

「いや……えっと。いつ誘っても星ほし野のくん断ってたから……驚いた」

「ついでに例の頭が三倍よくなるやつも一緒に飲ませてくれ」

「うん、分かった」

　結衣は嬉うれしそうな顔で頷うなずいた後、眉まゆを寄せた。

「もしかして……生徒会長と何かあったのか？」

「いいや」

　オレは首を振った。

「何もない。もともとなかったし、これからもないと思う」

　噛かみ締めるように言う。

　そう……。

　ちとせ先輩とオレは住む世界の違う住人。実際、入学してしばらくの間はなんの接点もなく、オレは一方的に憧あこがれの気持ちを抱いていた。

　ところがオレがちとせ先輩のハンカチを拾って、身分不相応にも届けようとしたために、おかしなことになってしまった。短い期間だがちとせ先輩の近くにいることができてしまった。



    

  
    
      



    

  
    
      　だが、それはたまたま偶然が重なっただけで、本来はあるはずがないこと。だから最初からなかったものと、早く頭を切り替えないといけないんだ。

　しかし切り替えるたって、そんなことできるのか？

　……無理かもしれない。

　たとえ偶然だったとしても、近くにいられたその時間に、オレのちとせ先輩に対する気持ちは憧あこがれから、ほんの少しだけ進んだものに変わってしまったから。



　一時間目の授業の教師が教室に来たため、結ゆ衣いが席に戻る。

　オレが鞄かばんの中から教科書とノートを出そうとした時、お尻しりのポケットに入れていた携帯電話が二、三度プルプルっと震えた。メールだ。

　オレは机の裏側で携帯電話のディスプレイを確認する。

　体がワナワナ震えた。



　メールはちとせ先輩からだった。



　　　☆



　昼休み、いつも要よう垣が内うちと一緒に購買部へ焼きソバパンとフルーツヨーグルトを買いにいくところを、オレは生徒会会議室へと向かった。

『昼休みに執務室へ一人で来い』

　ちとせ先輩からのメールは、まるで決闘か人質の引き渡しのような文面だった。

　階段を駆け上りながら、オレは緊張と興奮で胸を高鳴らせていた。

（向こうから連絡してくるなんてな）

　意外すぎる。プライドの高いちとせ先輩に限ってそれだけはないと思っていた。

　しかし、意外に思う以上に嬉うれしい。

『中の人』の性格改善を手伝わないのなら、先輩の秘密を知るオレは危険な存在だ。今度こそ本当に酷ひどい目にあわされるかもしれない。

　それに会ったところでオレはちとせ先輩に何も言えないかもしれない。オレの気持ちはあの時から変わっていないわけだし。

　それでもいい。

　またちとせ先輩と近くで会えるだけでオレは幸せなんだ。

「失礼します」

　緊張した面持ちで、オレは生徒会会議室の扉をくぐる。

　生徒会長執務室の方を向く。あの時と同じく、開かれた扉から明かりが漏れていた。

「純すみ人と。こっちよ。早く来なさい」

　ちとせ先輩の声が聞こえる。

　久しぶりに聞く姫ひめ宮みやちとせの生の声。マジで涙ぐみそうになった。

　飼い主に呼ばれた犬のようにオレは駆けた。もう一度、「失礼します」と告げて、執務室の扉を開く。

　フワッとフローラルの香りがオレの鼻び腔こうをくすぐった。ちとせ先輩の髪の匂におい。

　匂いの元を辿たどる。

　ちとせ先輩がいた。

　机の上に腰掛けて長い足と腕を組んでいる。うっすらと笑みを浮かべながら。

　…………。

　なぜか一瞬、オレの思考に間ができた。

　いや感動のあまり頭がストップしたとか、そういう感じではない。

　なんとなく。

　本当になんとなくだが不思議な感じがしたのだ。

　どんな風に不思議なのか、どうしてそう感じたのかも分からない。ちとせ先輩のせいなのか、あるいは部屋に充満するフローラルの香りのせいなのかもしれないが、とにかく何かが――。

「久しぶりね、純すみ人と」

　ちとせは机から飛び降りると、長い髪をバッとかき上げる。角度といい速度といい申し分のない、バッ、だ。

「はいっ……」

　オレはちとせ先輩に顔を向けたまま、静かに扉を閉じる。

「呼んだ理由は他ほかでもないわ。純人に伝えたいことがあるのよ」

　ちとせ先輩は腰に手を当ててゆっくりとこっちへ近づいてきた。

「結論から言うとね。私、『外の人スーツ』から出るのやめた」

　あっさりと、ちとせ先輩は言った。三日続けたダイエットをやめたとか、夕飯のおかずに考えていたハンバーグをやめたとか、それぐらいのノリだ。

「どどどっど、どうしてですか？　お姉さんに何か言われたからですか？」

「姉ピョンは関係ないわ」

　目の前まで来てちとせ先輩はオレを見下ろす瞳ひとみを優しそうに細めた。

「純人が私に言ったことでしょう。私が『外の人スーツ』を着てみんなを騙だましていることの責任を果たすことは、ずっと『外の人スーツ』に入っているべきだって」

「た、たしかにそう言いましたけど」

「二週間、ずっと考えたのよ。で、その通りだと思った。私は自分の勝手から『外の人スーツ』から出ようとしていることは間違いだって。みんなに『外の人スーツ』を姫宮ちとせだと誤解させていることと、この体に向けて抱いている想おもいに対して、私は責任を果たすべきだわ」

　ちとせ先輩は腰をかがめるとオレの顎あごを優しく持って顔を接近させる。

「特に……純すみ人との想おもい」

　甘い声で囁ささやいた。

　オレはゴクリと生なま唾つばを飲みこんだ。

　その音が聞こえたのか、ちとせ先輩はフフフと笑って体を起こす。

　オレはポカンと口を開ける。

　何がどうなってる？　あのちとせ先輩がこんなことを言い出すなんてありえないだろう、常識的に考えて。またオレをからかおうとしているのか、そうでなければ連日の猛暑でオレの頭がどうにかなって、変な妄想を見ているかのどちらかだ。

　オレはちとせ先輩を見上げたまま足に思いっきり爪つめを立てた。

　――いたいッ。どうやら夢や妄想ではなさそうだ。

「初めてのトレーニングの後、私、純人に自分の恋人役をやりなさいって言ったわよね」

　ちとせ先輩は照れくさそうに鼻の先をかく。

「は、はいっ」

「どうしてあんなこと言ったか分かる？」

「……便利で都合がいいからって」

「馬ば鹿かね。本当にそんなわけないじゃない」

　もう一度軽やかに笑った。

「私は探していたの。私の秘密を知って、なおかつ、私のことを受け入れてくれる人を。純人、あんたは私の体の中から『中の人』が出てきても、逃げようとはしなかった。それどころか私のお願いを聞いてくれようとした。……嬉うれしかったわ」

　ちとせ先輩は目をキラキラとさせながらリボンの前で手を重ね合わせる。

　さすがにおかしい。おかしすぎる。

　もはや不思議とか奇妙とかそういうレベルではない。今日のちとせ先輩はあからさまに変だ。何か悪いものでも食べたんじゃないか？

「純人……」

　ちとせ先輩は赤みがかった瞳ひとみをトロンとさせた。

「私は純人のことが好き」

「はあっ？」

　と、眉まゆを寄せたオレをちとせ先輩が急に抱きしめた。たちまちオレの顔はちとせ先輩の巨大なマシュマロのような胸の中に埋まった。ムニュウだかフミュウだか分からないが、謎なぞの擬音が聞こえたような気がした。

「ぢょっど……ぢとじぇ……しゃん」

　オレは押しつけられたリボンを口に入れながらモゴモゴと叫ぶ。だが、逃れようとしても、強力なちとせ先輩の腕力が相手では身動き一つとれない。

「純人、好きよ。大好き」

　ちとせ先輩がオレを抱擁したまま体を寄せてくる。それも並大抵でない圧力でだ。オレは両上手を取られた相撲取りが寄り切られるように、後ずさっていく。

　すぐに足の後ろが何か障害物に当たった。確かこの辺にあるのはソファーのはず。

　ちとせ先輩は後方へ動けなくなったオレになおも体を寄せてくる。オレの体はソファーの肘ひじ掛けを支えにして体を曲げていった。

「ぢ、ぢとせざーん」

　相変わらず豊満な胸に顔を埋没させたままオレは叫ぶ。が、ちとせ先輩は荷重を加えるのを止やめようとはしない。

　直ただちにオレの軟弱な腰が悲鳴を上げる。痛い、まじで。

「ぐがあっ」

　上半身が体感的にフルオープン時の『外の人スーツ』ぐらい反ってしまった時、オレは床に足をつけるのを放棄した。

　バタン――。

　オレの体は抱きしめたちとせ先輩と一緒に後方へ倒れた。

　以前にも似たようなことがあったような気もするが、今回はフカフカのソファークッションが後頭部を受け止めて、オレの頭は表も裏も柔らかなものに挟まれた。

　文字通りオレを押し倒したちとせ先輩は、そこでやっとオレの顔を巨大マシュマロから解放してくれた。ソファーに両手をついて上気させた顔でオレを見下ろす。

「純すみ人と……好きよ」

　そう言って、耳に髪をかけながら顔を近づけてくると、

「ちょっ、ちとせさ……」

　言いかけたオレの口を柔らかい桃色の唇で覆い隠した。

　電撃のようなものが全身を駆け抜ける。

「スーツ越しとはいえ、ファーストキスなんだから。ありがたく思いなさい」

　ちとせ先輩は顔を上げると、横に向けながら恥ずかしそうに言う。

「＠いｈ＠おうおんｇｆｓ!?」

　オレだってファーストキス、と言いたかったが、口から出たのは意味不明な文字列だ。

　なんだこの超展開!?

　おかしい。いくらなんでもおかしすぎるだろ。ちとせ先輩はどうなっちまったんだ。こんなことまでして、からかおうとする人じゃない。

　これは陰いん謀ぼうだ。とんでもない陰謀が進行しているに違いないのだ。

　だが……、そうと分かっていても、ちとせ先輩とこうして体を密着させているのは嫌じゃない。というか幸せ。どうしようもないくらいに幸福だ。

　なにしろ相手はあのちとせ先輩だ。ドッキリだろうが裏にどんな陰謀が隠されていようが不幸なわけがない。むしろオレの理性は風前の灯ともしびで、いつ吹っ飛んでもおかしくない。

　ちとせ先輩がサラサラと制服のリボンを解いた。はちきれんばかりに膨れ上がったブラウスとそれを留めるボタンが現れる。

　ゴクリ――。って、オレが生なま唾つばを飲みこむのは何度目だ？

　ちとせ先輩はイチゴを三十倍ぐらいに濃縮したような真っ赤な顔でオレの顔を覗のぞきこむと、震える声で言った。

「す、純すみ人との好きにしなさい」

　その一言で理性はあっさりと吹っ飛んだ。

「ちとせ先輩、オレはもう、オレはもう！」

　叫びながら、オレはちとせ先輩を抱き寄せた。

「ちょっと、純人！」

　今さらのように悲鳴を上げたが、オレの耳に届いていなかった。

　オレはちとせ先輩ブラウスの中に手を滑りこませる。

　ちとせ先輩は「キャッ」って小さく可愛かわいい声を上げてから、「もう。純人ったらせっかちなんだから」とすねるような声を出して目を閉じる。

　オレは素早くちとせ先輩の背中に手を回すと、ブラの下に手を滑りこませた。

　そして――。

　ホックの下の辺りの肌を人差し指と中指で強く押した。

　肌が陥かん没ぼつする。

「あっ！」

　ちとせ先輩はちょっとだけ色っぽい声で叫んで目を大きく開けた。

　直後、プツッって音がして見開かれた瞳ひとみから光が消える。どっしりとしたちとせ先輩の体の重みがオレの上に圧のしかかってくる。

　オレはちとせ先輩の肩を持ってゆっくりと一緒に起き上がらせると、ソファーに座らせて、それから立ち上がった。

「だ、騙だまされないぞ。あんたはちとせ先輩じゃない。ちとせ先輩がオレになんか言われたぐらいで、外に出たいって気持ちを変えるかよ！」

　ゼーゼーハーハー荒い息を吐きながら、オレは言う。

　危なかった。もう少しで理性を失いそうだった。というか、実際、一瞬失っていた。ちとせ先輩の体を抱き寄せてブラウスの中に手を入れたあたりまでは、完全に無意識だ。

　我ながら、あの状況で理性を取り戻せたのが信じられない。もしかすると、オレのどこかに残っていた良識の欠片かけらが語りかけてくれたのかもな。

　いや、そんなことよりもだ。

　オレはソファーのちとせ先輩、いやちとせ先輩の形をした何かを見下ろす。

　これは誰だれだ？

　いやこれはなんだ、といった方がいい。外見的にはちとせ先輩の『外の人スーツ』と一緒。しかし、姫ひめ宮みやちとせとは違う。

　まさか誰か違う人が入っているのか？

　だとしたら文句の一つも言ってやりたい。純情なオレの心を弄もてあそんだ罪は重いのだ。

「お、おい！」

　オレは『外の人スーツ』に向かって叫ぶ。

　今、この『外の人スーツ』はシステムが終了した状態だ。中に人が入っているのなら、内側から再起動するか、もしくは、『外の人スーツ』を開けて出てくるしかない。

　それとも中に隠れたままやり過すごすつもりか？

「おおいっ、聞こえているんだろう!?」

　どんなに機密性が高くたって、これだけ大きな声を出せば中に響くだろう？

　…………。

『外の人スーツ』は光を失った瞳ひとみを宙に向けたままピクリとも動かない。

　オレは首を傾かしげると腰をかがませる。

　ノックするようにお腹なかの辺りを叩たたいてみた。

　やはり反応はない。逆にそれで反応があったら怖かったかも。がらんどうみたいな音がするわけでもない。うっすらと脂肪のついた柔らかい女の子のお腹だ。

　思案の挙句、オレはブラウスのお腹の辺りをちょっとだけめくりあげる。言っておくがやましい気持ちはまったくない。いや本当だ。

　オレはおへその近くに耳を当てて、それから顔を上げる。

　中に人が入っている気配がしない。

「どういうこった？」

『外の人スーツ』に『中の人』が入ってないってそんなことあっていいのか？　それじゃあ『外の人スーツ』じゃないだろ。

　……て、おい、まさか。

　姫ひめ宮みやちなつが以前何か言ってなかったか？　『外の人スーツ』にちとせ先輩にそっくりな性格の人工知能をつけられるとかなんとか。それがこの『外の人スーツ』には内蔵されているんじゃないか？

「あいつの差し金かぁ！」

　マッドでシスコンなサイエンティストの顔を頭に浮かべて、オレは歯は軋ぎしりする。

　たぶん、ちとせ先輩は今日、学校に来ていない。代わり、このそっくりさんが先輩役をやっていたに違いない。

　ちとせ先輩のクラスメイトの誰だれも気がついてはいないだろう。外見はもちろん、仕草とか話し方も、ちとせ先輩にそっくりだったし。あんな風に露骨に迫られたりしなければ、オレだって偽者だって確信できなかった。

（しかし姫宮ちなつの奴、どういうつもりなんだ？）

　分からない。ただ、なにか陰いん謀ぼうを企たくらんでいるのは確かだ。

　姫宮ちなつは『外の人スーツ』の秘密を知るオレとちとせ先輩を引き離そうとしていた。そっくりさんにオレを呼び出させ、篭ろう絡らくさせて、それをネタにさらになにか酷ひどいことを考えていたのではないか？

　姫ひめ宮みやちなつが考えそうなことだ。ちとせ先輩は目に見えている『外の人スーツ』のことだと断言したオレに、たっぷり皮肉を効かせたつもりだろう。

「おあいにくさまだ！」

　オレは『外の人スーツ』に向かって、あっかんべーをしてやる。

　いくら外見が似ていても、こんなに近くにいれば魂の入っていない木で偶くと『中の人』の入った『外の人スーツ』の違いぐらいは分かる。

　そう。

　フローラルの香りも同じ。

　外見はまったく同じ。

　机に腰掛けて足を組む姿も同じ。

　だが、何かがおかしかった。

　最初にこの部屋に入ってちとせ先輩を見た瞬間に、不思議な感じがした。なんか変だ。

　――このちとせ先輩はおかしいって。

　でもなんでだ？

　何が違った？

　違いはただ一つ。『中の人』が入っているか、入ってないか。

　その違いをオレはあの刹せつ那なに感じ取った。

　でもどうやって？　オレはあの時、何を見た？

　ハッとする。

　二人のちとせ先輩のヴィジュアルが脳のう裏りを過よぎった。

『外の人スーツ』の秘密を知って逃げ出しそうになったオレの手を掴つかんだ不安そうなちとせ先輩と、オレが思いのたけをぶちまけた時、泣き出したちとせ先輩。

　二度目の時、何か大切なことに気がつきそうになった。

　でも、結局、気がつかなかった。しかしその大切なことが、ちとせ先輩のそっくりさんを見破られた理由のような……。



　ガツンッ――って。



『10トン』と書いてある巨大ハンマーで頭を殴られたような気がした。

「お、オレはとんでもない勘違いしていた！」

　オレのバカヤロ―――。

　本当に当たり前の、ちょっと考えれば気がつきそうなことに気がついていなかった。分かってしまうと、なんで今まで分からなかったのか理解に苦しむぐらいのことなのに。

　ヒントはあった。

　不安そうなちとせ先輩に、泣き始めたちとせ先輩。

　二人のちとせ先輩を見た時、オレは何を感じた？　どう思った？

『外の人スーツ』の向こうに、『中の人』が透けて見えたじゃないか。

「やべえ」

　どうしてそれで気がつかなかったんだオレは。

　強烈に焦る。

　こんなところにいる場合じゃない。謝らないといけない。ちとせ先輩に……いや、ちとせ先輩の『中の人』にだ。

　でもって、もし姫ひめ宮みやちなつがオレとちとせ先輩を本当に引き離そうとしているのだとしたら、絶対阻止しないといけないんだ。

　ちとせ先輩は今どこにいる？

　少なくともマンションにはいない。姫宮ちなつに登校を止められるような場所にいるはずだ。ってことは……？

　ポケットから財布を取り出す。

　あった、姫宮ちなつの名刺。破り捨ててなくてよかった。肩書きと名前の下に研究所の住所が書かれていた。

「よしっ、行くぞっ！」



    

  
    
      
６章　どっちの女神さまっ！





「マジで来てしまったな……」

　高たか柳やなぎ財団研究所と刻まれた金属製のプレートが誇らしげに掲げられた門の前で、オレは今更のように呟つぶやく。

　クレマチス高校の最寄り駅から電車を一つ乗り継いで三十分ほどの郊外の駅から、さらにバスで揺られること十五分。ベッドタウンに隣接する少し高台になった広大な敷地に姫宮ちなつが所属する研究所はあった。

　携帯電話の時計を見る。

（そろそろ午後一の授業が終わる頃ころの時間だな……）

　小中高を通じて学校をふけるのは初めての身としては、ちょっとした背はい徳とく心のようなものを覚える。また一つ大人おとなへの階段を上った気もするし、なんとなく階段を踏み外したような気もしなくもない。

　一応、要よう垣が内うちに体調不良で帰ると言っておいたから騒ぎにはなっていないだろうが、親にばれたら大目玉だ。

　さて、問題はどうやってちとせ先輩に会うかだ。移動中に携帯電話にかけたが、出るはずがなかった。電話はあのちとせ先輩のそっくりさんが持っていただろうし。

（外からの連絡手段がないとなると、侵入しかないか）

　不法侵入か……。大人おとなへの階段どころか犯罪者まっしぐらだな。

　オレは改めて研究所に目をやった。

　オレのイメージする日本の研究所といえば、怪しい自称発明家の胡う散さん臭くさい掘っ立て小屋のようなところだが、目の前に広がるのはテレビにも出てくる海外の研究所のように立派な施設だ。

（まじででかいな）

　金属製の門の向こうに見えるのは一面芝生しばふの丘きゆう陵りようで、その中を石畳の道がどこまでも延びる。その道に沿って白壁の背の高いビルがポツンポツンと無駄に広い間隔で立っている。門以外の場所はぐるりとフェンスと高木に囲われていて、不審者の侵入を妨げていた。

　強こわ面もての警備のおっさんが二人、門の両端に立ち不審そうな目をオレに向ける。どうしてこんな時間に制服姿の学生がいるのか怪しんでいるのだろう。

（フツー、学校サボってこんなところに来るヤツなんていないからな）

　オレは警備のおっさんに愛想笑いを振りまくと、研究所に沿って延びる道路の歩道を歩いていった。五分ほど行くとフェンスの向こう側が身を隠せそうなちょっとした林になった。防犯カメラの類たぐいは見当たらない。

　振り返っておっさんたちが見えないのを確認するとフェンスにしがみついて、よじ上り始めた。年とし甲が斐いもなく気持ちが高まる。スパイか怪盗にでもなった気持ちだ。

　しかし現実はしがない高校生で、それも体育の成績が昔から芳しくないときている。華麗にジャンプして乗り越えようとしたところを、バランスを崩して落下した。

「イテテテテ……。情けね――」

　強打した尻しりを摩さすりながら立ち上がっていると、林の向こうから犬の鳴き声のようなものが近づいてきた。

「やべっ」

　マフィアのボスの屋敷のように犬を放っているのか？

　だが、恐怖に顔を引き攣つらせたオレの前にトコトコトコと現れたのは、防犯用の犬にしてはやけに小さい犬だ。

　抱っこでちょうど腕に収まるぐらいの大きさで、黒毛に黒い団子鼻に大きな三角の耳。必死にオレに吠ほえ立てているが、あんまし迫力がない。

「ん？」

　その年中怒っていそうな顔には見覚えがあるような……。

「お前……まさか!?」

　しゃがんで犬の顔をよく観察した。やっぱそうだ。姫ひめ宮みやちなつがオレに見せた写真に写っていたフレンチブルドッグ……。ジーグだ。

「まさか、こんな形で会えるとはな」

　オレはグルグルと声を上げるジーグの首をくすぐろうと手を伸ばそうとした。

　ガブッと噛かみつかれた。

「ぐああ！」

　慌てて手を引っこめる。血は出てないが、思いっきり犬歯の跡ができている。

「やっぱり、オレとお前とでは似てないぞ！　オレはそんなに凶暴じゃないっ！」

　オレが立ち上がると、ジーグに向かって指差した。

　――と。

「ジーグ、ジーグ！　どこにいるですかあ？」

　ジーグが走ってきた方向から女の子の声が聞こえた。

　ハッとして声の聞こえた方向を向く。木の陰から黄色いワンピースの女の子が現れた。

「あっ！」

　女の子、つまりちとせ先輩の『中の人』は、オレの顔を見ると硬直した。

　ちとせ先輩はすぐにオレから視線を逸そらすと、お馴な染じみの手でＭ字を作るポーズをしてグスングスンと鼻を鳴らし始める。

　オレは慌てて鞄かばんを開けると中から犬のマスクを取り出して装着した。それから、嫌がる本家犬のジーグを無理やり抱き上げて叫ぶ。

「秘儀・ダブルジーグ！」

　……いや、なんだ。特に意味はない。泣き出しそうなちとせ先輩を見ていると、急に口をついて出てきたというか。



    

  
    
      



    

  
    
      　しかし、自分でも驚くことに効果はあった。

　ちとせ先輩は鼻を鳴らすのをやめるとポカンとし、クスクスと笑い始めた。本当に面白そうに。

　もしかするとこんな風に笑った『中の人』を見たのは初めてだったかもしれない。ちょっと新鮮な感じがした。

　オレは腕に歯を立てまくっているジーグを抱っこしたままちとせ先輩に近づいた。クスクスと笑い続ける前で、ペコリと頭を下げた。

「ちとせ先輩。オレ、謝りにきました」



　　　☆



　林を抜けてすぐの芝生しばふの上に、オレとちとせ先輩は並んで座った。

　オレはキョロキョロと辺りを窺うかがう。侵入者として見つかることを心配しているわけじゃなく、単純に犬の被かぶり物をしている間抜け面を誰だれかに見られたくないような気がしてだ。

「大丈夫ですう。この辺は所内でも外れているから、人が来ることはほとんどないですう」

　だからこそ対人恐怖症のちとせ先輩も安心していられる、というわけだ。

「で、でも、純すみ人とがここにいるなんて信じられないですう」

　ちとせ先輩は深い色の瞳ひとみをオレに向けながら、膝ひざに座らせたジーグの頭を撫なでている。

　撫でられながらジーグは実に気持ちのよさそうな顔をする。オレの時とはえらく態度が違うなあ、オマエ。

「姉ピョンによるとぉ、今いま頃ごろ自律型『外の人スーツ』とイチャイチャしているはず……」

　そんな大層な名前がついていたか、あれには。

「その自律型とやらは今頃、執務室の机の下で体操座りしているはずです」

「そっか……。純人、偽物だって見破ったですか」

　ちとせ先輩は安心したようなため息をつく。しかし、すぐその後、アッという顔になる。

「じゃあ、ちとせの午後の授業は？」

　げっ。

「す、すみません。……サボりということになります」

「ふみゅーん。ちとせの小学校から続いた無遅刻無欠席記録がぁ……」

　ちとせ先輩はグスンと鼻を鳴らす。

　ちとせ先輩の午後授業のことまで頭が回っていなかった。

　すいません。でもサボリはオレも同じです。

「どうして今日、その自律型がちとせ先輩の代わりに学校に来たんですか？」

「それは……。『外の人スーツ』を姉ピョンに取り上げられちゃったですう」

　ちとせ先輩は情けない声を出す。

「やっぱり」

「最初はメンテナンスって言われてたんです。例の暴走する蒸発器のプログラムを変えるまで、それまで我慢してくれって。でも、いつまで経たっても返してくれなくて……」

「いつまでもって……。じゃあ、いつから入れ替わっていたんですか？」

「もう一週間ぐらいになるですう」

「そんなにですか!?」

　全然、気がつかなかった。

「そろそろ返してくださいって姉ピョンに言ったら、『外の人スーツ』から出ようとするならもういらないだろうって。ちとせ、メチャクチャ泣いたんですけど、姉ピョン、全然許してくれなくて、だからちとせ、学校に行けずにずっと研究所の中にいたですう」

　ちとせ先輩はむくれたような顔をする。

「その上、姉ピョン。『外の人スーツ』も新しい外観のものを用意して、学校も転校させるって言うんですう」

　そういうことか。姫ひめ宮みやちなつはちとせ先輩をクレマチス高校から転校させて、二度とオレと接触させないようにするつもりだ。『外の人スーツ』から出ようとさせないためだろう。

「知ってたら教えてほしいんですが……、その、姫宮ちなつは、ちとせ先輩のそっくりさんにオレを誘惑させて、どうするつもりだったんですか？」

「それはぁ……」

　ちとせ先輩は言いづらそうに小さな口をモゴモゴとさせる。

「なんとなく分かってはいるんですが、気になって……」

「姉ピョンによるとぉ、純すみ人とに邪魔されず、穏便にちとせを転校させる方法らしいですう」

「というと？」

「近いうちに純人と『自律型外の人スーツ』があんなことやこんなことをしている写真が、ごく自然なルートからクレマチス高校・新聞部とクレマチス高校の理事長へ渡ることになっているそうです。『自律型外の人スーツ』は必死にかばうのですが、男の子だし、相手が生徒会長ということもあって、すべての責任は純人のせいにされるですう。純人は自主退学を勧められて学校を去り、ちとせも後を追うように退学。二人は二度と会わないことを誓うという段取りですう」

「穏便じゃあないし、あまりにひでえ！」

　恐るべし姫宮ちなつ……。オレの予想を超える酷ひどい罠わなにオレを追いこもうとしていたわけだ。もしあの時、理性を取り戻すことができなかったらと思うとゾッとしない。

「ごめんなさい……。ちとせ、純人に伝えたかったんですけど、今日になって聞かされたし、おまけに外に連絡する方法も『外の人スーツ』も取られちゃってて……」

「先輩は悪くないっす。悪いのはみんな姫宮ちなつです」

　オレは拳こぶしを震わせた。

「……でも、純人すごいですう。姉ピョンは、ちっとも怪しいと思わないか、ちょっと怪しいと思いつつもそれでもいいやと快楽に溺おぼれるかのどっちか、と言っていましたですう。高校生のガキなんてそんなもんだ、って」

「くそう、勝手なことを言いやがって！」

　オレは立ち上がった。

「ちとせ先輩。姫ひめ宮みやちなつと対決しましょう。このままだと、あいつの思い通りに転校することになっちゃいますよ」

　あのえらそぶった眼鏡めがねマッドサイエンティストに目にものを見せてやる！

　しかし、ちとせ先輩はそんな鼻息荒いオレを一度見上げた後、また下を向いてジーグの頭を撫なで始める。なんだかローテンションだ。

「ちとせ先輩だって、違う体になって、転校なんてしたくはないんでしょう？」

　ちとせ先輩は二本の髪を揺らしてコクリと頷うなずく。

「じゃあ、戦いましょう！　オレも一緒に戦いますから」

「でも、でもう……。ちとせ、姉ピョンには逆らえないですう。『外の人スーツ』がないと学校にだって行けないしい、外も歩けないしい……」

　ちとせ先輩は体をブルブルと震わせた。

「とりあえず、学校にある自律型の『外の人スーツ』は使えませんか？　人工知能を外せば普通の『外の人スーツ』として」

「姉ピョン以外が外そうとしても壊してしまうだけですう」

「だったら、『外の人スーツ』を取り返しましょう。まさかいくらなんでもスクラップにはしてないでしょうから。奪い返して、それから交渉なり対決なりすればいいかと思います」

「でもう……」

「オレも手伝いますよ。オレだって、ちょっと仕返しをしてやりたいんです」

　オレはちとせ先輩へ手を差し出した。

　グルグルグルとジーグが唸うなり声を上げる。おのれ、お前は姫宮ちなつの味方か！　と思ったが、ちとせ先輩も眉み間けんに小さな皺しわを寄せてジーグと似たような顔をしていた。

「何か不安があるんですか？　やっぱり姉には逆らえない……とか？」

「いえ、そんなことはないですう。ちとせも姉ピョンにちょっとリベンジしたいなって気持ちはあるですう」

　ちとせ先輩は大きな瞳ひとみをキラリと光らせてキュッて唇を結ぶ。

「リベンジ、いいじゃないですか。しましょうよ、リベンジ」

「でもう……」

　途端にテンションがまた下がる。

「まだ何かあるんですか？」

「……『外の人スーツ』を姉ピョンに取り上げられなくてもぉ、ちとせ、もう高校には行かなかったかもしれないんですう」

　俯うつむいてしまう。

「ど、どうしてですか？」

「だって、ちとせ、純すみ人とに酷ひどいこと言われたもん」

　ちとせ先輩は今度はすねたように頬ほおを膨らませた。

「酷いこと？　オレなんか言いましたっけ？」

「言ったですう！　みんな『外の人スーツ』のことを姫ひめ宮みやちとせだと思ってるって」

「ああ……」

「……ちとせ、そんなことないって思ってました。純人はウソツキだって。でもう……」

　またショボンとした顔になる。ちとせ先輩、猫の目みたいだ。

「でもう、ちとせの代わりに、自律型『外の人スーツ』が一週間、学校に通って分かったですう。純人が正しいって。だって誰だれも入れ替わったことに気がつかないんだもん。やっぱり、みんな、ちとせじゃなくて、『外の人スーツ』の方しか見ていなかったんですう」

「それは……」

　ショックかもしれない。しばらく病欠していて久しぶりに学校に行くと、自分がいなくても授業や他ほかのことも進行していて、ちょっと寂しい気持ちになるのに似ているかもな。

「それに純人は言ったじゃないですか。みんな『外の人スーツ』に色んな思いを持っているって。だからちとせはその責任をとるために、ずっと『外の人スーツ』を着ていないといけないって……。それなら別にちとせが行かなくても、自律型『外の人スーツ』に行かせればいいって思ったですう」

　ちとせ先輩はいじけたようにまたグスングスンと鼻を鳴らす。

「いや、それじゃあ駄目なんです。駄目なんですよ。オレが謝らなきゃ、と思っていたことはまさにそのことなんです！」

　オレはちょっと大きな声を出した。

「最初に謝っておきます。あの時、オレが生徒会長執務室でちとせ先輩に言ったことは全部間違っていました。ごめんなさい」

　ペコリと頭を下げる。

「オレは大きな勘違いしていることに、やっと気がついたんです。本当に当たり前のことなんですけど、メチャクチャ大事なことに」

「？？」

　ちとせ先輩は首を傾かしげる。

「なんに気がついたですか？」

「『外の人スーツ』も『中の人』も、両方とも姫宮ちとせだってことに。この世界に存在する姫宮ちとせという女の子は一人だけで、それはちとせ先輩だけだったんです」

　言っていて自分でも意味不明。でも結局のところ、これが一番重要なところだ。

「オレはずっと『外の人スーツ』のちとせ先輩と『中の人』のちとせ先輩を、完全に別に見てきました。外見もまったく違うし性格も違うから、別の人格だって思っていたんです。だから、どっちが本当にちとせ先輩かって考えるようになってしまった。ずっと、そのことがくすぶっていたんですけど、姫ひめ宮みやちなつにそれを聞かれて一つの結論に至りました。オレにとってはずっと、姫宮ちとせ先輩だと思っていた『外の人スーツ』こそが、本物の姫宮ちとせ先輩だって――。で、それをちとせ先輩に言ってしまいました。ごめんなさい」

　オレはもう一度、頭を下げる。

「今さらですけど、自分勝手だったな、って反省しています」

「純すみ人とに言われて、ちとせの純粋なハートは傷つきましたです」

　ちとせ先輩はプイっと顔を横に背ける。

「ごめんなさい。でも、そもそもどっちがちとせ先輩かって考えること自体、間違っていたんです。……だって姫宮ちとせ先輩は一人しかいない」

「？？　ふみゅう？　ちとせは前から一人ですよ？」

「そうなんです。当たり前のことなんです。でもその当たり前に気づいてなかった。いや、姫宮ちとせという名前の女の子が、ちとせ先輩だと思っていた人の中から現れた『中の人』だってことは知っていました。でも、オレが気づいたのはそうじゃなくて、『外の人スーツ』を着ている時のちとせ先輩も、中の姫宮ちとせ先輩の一部分だってことなんです」

「？？？？？？？？？？」

「ちとせ先輩や、たぶん悔しいけど姫宮ちなつもそれが当然と思っているから気がつかないでしょうけど、オレは分かっていなかったんです。オレが姫宮ちとせ先輩だと思っていた存在は、『外の人スーツ』じゃなくて、『中の人』が着た『外の人スーツ』だったってことをです。要するに『外の人スーツ』と『中の人』は別人格じゃなくて、『外の人スーツ』は『中の人』の人格の一部。被かぶり物を被った『中の人』なんですよ！」

　言っていてますます混乱してきたが、たぶん考えをちゃんと言葉にできている。学校サボってこんなところまで来てちとせ先輩に伝えたかったのはこのことだ。

　当のちとせ先輩は、相変わらず意味不明な顔をしている。

「このことを教えてくれたのは、オレを誘惑してきたちとせ先輩のそっくりさんです」

　オレは執務室で『自律型外の人スーツ』を見てすぐにおかしいと思った。なぜか？　それは『中の人』が入っていなかったからだ。

「『中の人』が入っていない『外の人スーツ』を、オレはちとせ先輩だって思わなかった。それは、オレが無意識のうちに『外の人スーツ』の内側にいるちとせ先輩をいつも見ていた証拠だと思うんです」

　はっきりと『中の人』が見えたことが過去に二度あった。でも、その時以外でも、オレは『外の人スーツ』の内側にちとせ先輩がいるのを感じていたわけだ。

「ちとせ先輩と知り合って日の浅いオレですらそうなんですから、きっと他ほかのみんなだって感じていますよ。ちとせ先輩のクラスメイトの人とか、何かおかしいなって思ってたんじゃないですか」

　たぶんみんな違和感を覚えつつ、でも確信できていないんだ。

「だからもしオレが前に言った、今まで『外の人スーツ』を着てきたことにちとせ先輩が責任を取るべきだとしたら、あんなポンコツを学校に行かせたら駄目なんです。ちゃんと、ちとせ先輩が『外の人スーツ』を着て学校に行かないと」

「でもちとせは……」

　ちとせ先輩は再びしょげたような表情になる。

　オレはパタパタと手を振った。

「いえ、ちとせ先輩が『外の人スーツ』を脱ぐことに反対しているわけじゃあないんです。今のオレはちとせ先輩が脱ぐことも受け入れているんですよ。だって、姫ひめ宮みやちとせ先輩が『中の人』の一部だって分かったら、ちとせ先輩の他ほかにも『外の人スーツ』を着ている奴がいくらでもいるって思えてきたからです」

「え？」

「学校で大なり小なりキャラつくってる奴はいるでしょう？　オレだって教師の前で猫被かぶってる時ぐらいあります。そういうのって『外の人スーツ』と何も変わらないと思うんですよ。まあ確かに『外の人スーツ』は完全に顔を隠しているからもっとスケールがでかいですけど、本質的には似たようなもんかなあっと。で、オレも含めてそういう連中だって、時々、素を出したいって思うわけですよ。ガバッと。『外の人スーツ』を脱ごうとするのも、それと似たようなものじゃないですか？」

「……」

　ちとせ先輩は口を小さく開けて、オレが言ってることを理解しようとする顔をしている。

「そんな連中に、お前は今までキャラつくってきたんだから最後までつくるのが義務だろう、だなんて言うのはちょっとないかなって思う。だから……、もしちとせ先輩が『外の人スーツ』を脱ぐというのならオレは手伝います」

　オレはちとせ先輩に向かって力強く頷うなずいた。

　本音を言うと……。

　オレはまだ、この目の前のツーサイドアップの女の子を完全に姫宮ちとせと思えているわけじゃない。オレが入学式の時に憧あこがれた“〝姫宮ちとせ”〟はやっぱり『外の人スーツ』で、すぐにそれは変わらない。

　でも、ちとせ先輩（中）の見方が変わったのも本当だ。

『中の人』がまずいて、それが『外の人スーツ』を着ることで、初めて知ってるちとせ先輩が生まれる。鶏が先か卵が先かじゃない。『中の人』が最初だ。いや、もう『中の人』という言い方は間違っている。この娘こがちとせ先輩なんだから。

　ちとせ先輩は未いまだに小さな口を開けたままオレの顔を見ていた。オレが言ったことを分かってもらえたのかちょっぴり不安になる。

　ちとせ先輩が唐突に叫んだ。

「ダブルジーグおすわり!!」

　ちとせ先輩の膝ひざの上に大人おとなしく座っていたフレンチブルドッグが飛び出して、ちとせの前におすわりした。この素早い動きは日ひ頃ごろからよく鍛錬されているに違いないって、いやそれはいいんだが、どうしてここでおすわりが？

　オレが眉まゆ根ねを寄せていると、ちとせ先輩は精一杯怖そうな顔をしてみせる。

「私はダブルジーグにおすわりと言いましたですう」

「ええっと？」

　それはつまりオレのことか？　しかし、どうしてオレがジーグごっこをしないといけないのだ。初代の本物がすぐ横にいるというのに。

「おすわり!!」

　なおもちとせ先輩はしつこく言う。

　えーい、よく分からんがここは従うことにしよう。オレは初代の横にしゃがむと、いつかのようにおすわりの格好をした。なあに三度目だ。もう抵抗はないぜ。

「ジーグ、チンチン」

「「ワン」」

「伏せ」

「「ワン」」

「はい、そこでまたおすわり」

「「ワン」」

　二代目ジーグことオレは、初代に負けないほど速い反応速度でちとせ先輩の命令に従った。やってるうちに本家に負けられねえという気持ちになってきて、対抗心バリバリで頑張った。

　……冷静に考えてみると犬を相手に何本気になっているのかという感じだが、初代は初代で新参者に負けられるかとえらい気合が入っていた。

「よくできましたあ」

　やっと終わった時にはもうオレはヘトヘトになって、芝生しばふの地面の上にぶっ倒れた。初代の方は涼しい顔で休めの格好のままだ。さすがにオレとは日頃の運動量が違う。

「はい、ご褒ほう美びです」

　ちとせ先輩は初代ジーグを抱き上げると白い毛の額に唇を当てた。

　オレがそれを物欲しそうに見ていると、ちとせ先輩はちょっと困ったような顔をする。

「二代目もご褒美いる？」

「いや、いいっす」

　マスクの上にされても仕方がない。

　ちとせ先輩は地面に這はいつくばったオレに改めて顔を向けると、ニッコリと微笑ほほえんだ。

「ちとせ、純すみ人との言ってる意味、やっぱりよく分からないですう」

　ガクッ。熱く語ったつもりだったんだが……。

「でもう……。純人がちとせのことを真剣に話してくれたのは、嬉うれしかったですう」

　ちとせ先輩は両手で胸を押さえて目を閉じた。

「オレ……」

　体を起こしながら、オレはちとせ先輩を見返す。

「あんなことを言っておきながら、まだ、ファミレスで言われたみたいに、ちとせ先輩を完かん璧ぺきに受け入れられたわけじゃ、正直ないっす」

「はいです」

　ちとせ先輩はオレをジッと見つめている。

「でもいつか必ず、ちとせ先輩の全部を受け入れられると思います」

　必ず、『中の人』と『被かぶり物』を分けず、一人のちとせ先輩として見られる時が来る――。オレはそんな気がしていた。

　ちとせ先輩が少しだけ不安そうな表情をする。

「……学校のみんなも、純すみ人とみたいに……なってくれるですか？」

　オレは肩をすくめると、ちとせ先輩の前まで体を動かした。

　ちとせ先輩の額を人差し指でツンと小突いた。

「なにするですかあ。二代目のくせにぃ」

　ちとせ先輩が両手で額を押さえて渋面になる。

　そんな強くしたつもりはなかったんだが。というか二代目って略すな。

「みんなの前で、ちとせ先輩がこんなマスクなしで人を見られるようになるのが先です」

「がび――ん。言われてしまったですう」

　頭を抱えるちとせ先輩に、オレはプッと噴き出した。

　先輩がこんな反応をするとは。よし、今度からもっといじってみるとしよう。

「純人やみんなを見られるように、ちとせ、頑張ります」

　ちとせ先輩は両手にグーをつくってみせる。

「ええ、オレも全力で手伝います」

　オレは立ち上がると、ちとせ先輩に向けて手を伸ばした。

「姫ひめ宮みやちなつから『外の人スーツ』を奪い返して、学校に戻りましょう」

「はいですう」

　ちとせ先輩はオレの手をギュッて握りしめる。

　その瞳ひとみの中には強い光が満ちていた。なんとなく逆説的っぽいが、オレがよく知っていたちとせ先輩、つまり『外の人スーツ』の瞳の輝きに見えた。

　――実は。ちとせ先輩のことでまだ整理できていないことが一つある。

　もし『外の人スーツ』を着たちとせ先輩が、ちとせ先輩の一部だとしたら、オレが抱いていた憧あこがれの気持ちは結局、誰だれへの気持ちになるんだ？

　…………分からない。答えの出る類たぐいの疑問なのかどうかも。

　まあいい。今はとりあえず、目の前のことに集中しろってことだろう。

「じゃあリベンジ、開始です！」

「ワン」

　立ち上がるちとせ先輩の代わりに、初代ジーグが嬉うれしそうな鳴き声を上げた。



　　　☆



　研究所の中腹にあるサイボーグ棟と呼ばれている研究棟近くの木立の中に、オレとちとせ先輩、そして彼女に抱っこされたジーグは身を潜めていた。

「デカイですね」

　目の前に聳そびえ立つ高層の建造物を見上げながらオレは呆あきれたように呟つぶやく。正門の外から見た時も異様に大きい建物が多いなとは感じていたが、近くからだと一層そう思えた。

「十五階建てですう」

「横にも縦にもでかい！」

「それはもう沢山実験室が入っていますから」

「つまり、それだけ人も大勢いると」

『外の人スーツ』はこの建物の中で開発された。姫ひめ宮みやちなつはこの研究所でのサイボーグ研究の責任者であるのと同時に、この研究棟の管理者でもあるんだそうだ。

　建物の中には研究員が寝泊まりできる部屋がいくつかあって、ちとせ先輩は姫宮ちなつと一緒に半監禁に近い状態でそこで生活している。まあ、高校進学までずっとそういう状態だったから、それについて不満はないらしい。

「たぶん……。ちとせの『外の人スーツ』は地下の姉ピョンのラボにあると思いますですう。ただそこは関係者以外立ち入り禁止で、ＩＤカードを持っていないと入れないですう。以前まではちとせが行ったらすぐに姉ピョンが入れてくれましたけどお……」

「今は無理？」

　ちとせ先輩は寂しそうに頷うなずく。ちとせ先輩に『外の人スーツ』を取り返されるのを警戒してのことだろう。

「なんとか知恵を振り絞って侵入しましょう。でもその前に……。目立つからこれを脱ぎたいのですが、それはなしでしょうか？」

　オレは顔を覆っている被かぶり物を摘つまんで伸ばした。

　ちとせ先輩と一緒に制服姿の男子がいても怪しくないが、さすがにこの格好は不審がられる。

「なし……ですう」

　ちとせ先輩は肩を縮こまらせて申し訳なさそうな顔をする。

「やっぱりですか」

　カクンとうな垂れる。

　あまり期待はしていなかった。ちとせ先輩には建物の中を案内してもらわなければいけないから仕方がない。

　キョロキョロと辺りを確認しながら、オレはちとせ先輩の手引きで建物の裏手へと接近する。ちとせ先輩は非常口を示す緑の外灯の下にある鉄の扉の前で立ち止まる。

　扉の横にあるカードリーダーにちとせ先輩が首からぶら下げていたカードを近づけると、ガチャリと電子錠が上がる。

　先行したちとせ先輩の合図で、オレも非常口から中に入る。中は大理石の床のエレベーターホールだった。都心のホテルか高層オフィスビルの一階のような雰囲気だ。

「こっちですう」

　ちとせ先輩はエレベーターの横の非常階段の扉を開ける。

　やけに手て慣なれて見えるのは、できるだけ人と顔を合わせたくないちとせ先輩が、いつも階段を使って移動しているからなのかもしれない。

　最下層の地下二階まで階段を下りる。ドアを開けて踊り場から外の様子を窺うかがう。

　シンと静まり返っている。一階と同様、小さなエレベーターホールになっているのだが、大理石ではなくタイル張りだ。

　ホールからまっすぐ短い廊下が延びている。廊下には何かの部品らしき金属の塊や木箱が雑然と置かれていて、上階とは違っていかにも研究所っぽい雰囲気を醸し出す。

　突き当たりの壁にすりガラスが鋳いこまれた金属製の自動扉が見えた。

「あそこが姉ピョンのラボになっているですう」

「なるほど……う――ん。どうやって侵入したものか」

　オレは腕を組んだ。ここまで来たはいいが、オレにもちとせ先輩にも鍵かぎを破るようなスキルはない。排気口から侵入するほど内部構造に詳しいわけでもないし。

「姫ひめ宮みやちなつは今、中にいますか？」

「いると思うですう」

　ちとせ先輩は自信なさげに答える。

「だったら、中から開けてもらうのが一番か」

「でも扉の上にカメラがついているです。ちとせが映っていたら姉ピョンは怪しんで、たぶん開けてくれないと思うですう」

　オレはニヤリと笑って、ちとせ先輩の腕の中で憮ぶ然ぜんとした顔をしているフレンチブルドッグに目を向けた。



　ワン、ワン、ワン――。

『姫宮ちなつラボ』と書かれたプレートが掲げられた扉に向かって、ジーグが吠ほえ立てていた。

（い――ぞ、ジーグ。その調子だ!!）

　エレベーターホールの角から顔を出したオレは、ハラハラしながら見守る。ジーグの後方では、廊下に置かれた木箱の陰に隠れたちとせ先輩が緊張で体を震わせていた。

　ちとせ先輩と立てた『外の人スーツ奪還作戦』はこうだ。

　ジーグに吠え立てさせて中の姫宮ちなつにラボの入口を開けさせる。そこにオレが登場して注意をひきつける。その隙すきにちとせ先輩がラボに入ってスーツを奪う……。

　作戦と呼べるほどのものでもない気もするが、これぐらいしか思いつかなかった。

　自動扉からス――って機械の動作音が聞こえた。

　慌てて角から顔を引っこめたオレは、それから改めて向こうを窺うかがう。

　開いた自動扉の下に白衣の女性が立っていた。

　存在感のある赤い縁の眼鏡めがねに腰まである長い黒髪の、一度見たら忘れられなさそうな美人――。姫ひめ宮みやちなつだ。

「なんだ。お前のご主人はどうした？」

　姫宮ちなつが足元で吠ほえ立てるジーグに、解せない表情でしゃがむ。

「姫宮ちなつ!!」

　オレは角から飛び出した。

「ちとせ先輩は預かった。もし返してほしければ、『外の人スーツ』を渡してもらおう!!」

　姫宮ちなつがゆっくりと立ち上がる。

「誰だれだ、お前？」

　眉まゆ根ねを寄せ、本当に分からないような表情をする。

　それでオレは今の自分の格好を思い出す。

「オレの顔を忘れたか！」

　オレは犬のマスクを脱ぎ捨てる。実はかなり恥ずかしかったのだが、それを気づかれないようにせいぜい偉そうに言ってやった。

「……少年か」

　姫宮ちなつは片方の目を細めた憎々しげな顔でオレを睨にらみつける。

「あんたがちとせ先輩を転校させようとしていることも、ちとせ先輩にそっくりのポンコツを使って何をしようとしていたのかもオレは知っている。これはそのリベンジだ！」

　ポンコツという言葉が気に障ったのか、姫宮ちなつの眉まゆがピクリと反応した。

「『外の人スーツ』をちとせ先輩に返せ。でないと、本物のちとせ先輩と動かなくなったポンコツを学校中の生徒の前で公表するぞ！」

「そんなことはさせん！」

　姫宮ちなつが自動扉から動く。白衣のポケットに手を入れたまま、ホールのオレに向かってこようとした。

　オレは木箱の後ろに隠れたちとせ先輩と、まだ開いている自動扉を交互に見る。

「ちとせをどこにやった!?」

　姫宮ちなつが恫どう喝かつするような声を上げながら木箱の横を通り過すぎる。

　前後してちとせ先輩が立ち上がった。

「どこにいるか知りたかったらあぁ、早く『外の人スーツ』を出すことだなあぁ――!!」

　冗長気味に叫ぶ。姫宮ちなつの後をコソコソっと扉へ向かうちとせ先輩への援護だ。

　扉が閉まり始める。

　しかしちとせ先輩も扉のすぐ目の前だ。

（間に合った――）

　オレが安あん堵どのため息をつきそうになった瞬間、閉じかけた扉に焦ったのかちとせ先輩が急に速度を上げて足をもつれさせた。

　漫画かアニメのドジッ娘このようにドテッとこける。

「うおおおおおおおおおおおおおいい!!」

　こける寸前にオレは叫んだ。こけた音を誤ご魔ま化かすためというより、素でちとせ先輩へのツッコミを入れていた。

「な、なんだ!?」

　突然叫んだオレに姫ひめ宮みやちなつが驚いた顔で立ち止まる。

　その向こうで扉がもう一度開く。こけたちとせ先輩に反応したらしかった。

　ちとせ先輩が床にこけたまま移動していた。黄色いワンピースから水色の縞しまパンを露出させながら芋虫にみたいに這はって扉を通過する。ジーグもその後ろを追ってトコトコと中へ追いかけていく。

（よおっし！）

　扉が閉まると、オレはガッツポーズしそうになった。

「あんたの思い通りにはならないこともあるってことを教えてやる！」

　オレは姫宮ちなつを指差す。姫宮ちなつが両目を糸のように細めた。

「少年は自分の立場というものが分かっていないようだ。対等な立場で交渉しているつもりだろうが、少年は不利な立場にいる。なぜならここは私の城。少年は既に虜とりこなのだ」

「そ、そいつはどうかな！」

　オレが姫宮ちなつの表情と雰囲気にビビリながら叫ぶと、

「今すぐにちとせの居場所を教えれば穏便にすませてやる」

　再びこっちへ接近を始めた。

「つ、捕まえられるもんなら、捕まえてみやがれ！」

　オレは回れ右すると走り始めた。

　後はもう逃げるだけだ。研究所を脱出して打ち合わせ通り『外の人スーツ』を取り戻したちとせ先輩と落ち合えばいい。なあに、あれだけ簡単に侵入できたんだ。脱出も楽勝のはずだろう。

　…………あまかった。

　オレがエレベーターホールから非常用階段の踊り場に入った時、突然、警報が鳴り響き赤い非常灯が明滅を始めた。

　――侵入者アリ、侵入者アリ。

　コンピュータで合成したような無機質な声が館内放送用のスピーカーから繰り返される。姫宮ちなつが何かやったらしい。

「くそっ！」

　オレは階段を駆け上がり始めた。スピーカーから姫ひめ宮みやちなつの声が聞こえてきた。

『私はサイボーグ棟責任者の姫宮ちなつだ。本棟に対し侵入者が発見されたので、これよりサイボーグ棟の緊急閉鎖を開始する。扉付近にいる者は閉まる扉に気をつけること。なお棟内の研究員は速やかに侵入者の発見・捕ほ縛ばくにあたれ。相手は小柄な高校生の男の子だ』

「チビで悪かったなあああ！」

　オレは走りながら叫ぶ。

　一階のエレベーターホールへ出る。入る時に利用した裏口の扉に走り寄った。

　しかしドアノブの鍵かぎを回そうとしても回らない。まるで接着剤で固定されたみたいだ。

　ガシャンって音がした。近くの採光用の窓の外側に、鉄格子のようなものが降りてきていた。窓から外に出られないような仕掛けだ。

「これが緊急閉鎖かっ!?」

　これじゃあまるで、秘密基地か何かみたいな感じじゃないか。

「って、そんなことに感心している場合じゃねえ」

　さあ、どうする。どこへ逃げればいい？

　考えていると地下から上がってきたエレベーターが開き、姫宮ちなつが現れた。

「言っただろう？　少年は既に虜とりこだと」

　窓へ目を向けていたオレに姫宮ちなつが赤い唇を緩ませる。

「くそおっ!!」

　オレは反転するともう一度非常階段の踊り場に戻り、階段を上に向かう。

　どうにかしてこの建物から脱出しないと。

　オレはここで捕まるわけにはいかない。姫宮ちなつはオレを人質にして『外の人スーツ』を奪回したちとせ先輩にスーツの再返還を求めるぐらいのことはするだろうからな。

　二階の踊り場からフロアに飛び出す。

「ここもかよ！」

　一階と同様、手近の窓の外を鉄格子が覆っている。一階だけかと思っていたが、建物全体が外と遮断されているようだ。

『――侵入者は中央の非常階段から移動している。なお、侵入者を捕らえた者には、所内の全食堂で使えるランチチケット一年分を進呈する。自暴自棄になって抵抗するかもしれない。捕縛の際は噛かみつかれないように注意しろ』

　くそお、人を狂犬かなにかのように。

「いたぞ、こっちだ！」

　沢山の声が聞こえた。ランチチケット一年分が効いたのか、廊下の向こうから白衣の研究員がぞろぞろとオレの方へ向かってきていた。

「くそうっ!!」

　オレは再び非常階段の踊り場へと戻った。

「げげげげ」

　上からも下からも、オレを捕らえようと白衣姿の集団が接近しつつある。お前ら、昼飯ぐらいでなんでそんなにテンション上げられるんだ。

「ちくしょうっ!!」

　オレは近くの消火器の箱を開けた。学校とは違ってちゃんと中にものが収まっている。オレは安全ピンを抜くと、それを上階からやってきていた連中に向ける。

「フリ――――ズ!!」

　と叫びながら、既にオレは引き金（？）を引いていた。

　強烈な勢いで飛んでいく白い消化剤の粉に白衣の奴やつらも左右に避よけようとする。

「うおおおおおおおおおお!!」

　オレは叫びながら、その間にできた隙すき間まに突撃していく。

　割れた海を渡るモーゼ一行のように、ビビッた白衣の連中の間をすり抜けていくと、三階でもう一度、踊り場からフロアに飛び出し、廊下に向かって走る。

「どこか、身を隠せる場所は！」

　ゆっくり脱出方法を考える時間が欲しかった。

　だが廊下に次々と研究員らしき人間が出てくるせいで、身を隠すどころか取り囲まれないようにするので精一杯だ。オレに抜かれた連中がすぐに追いかけ始めるから、ぞろぞろと沢山の追っ手を引き連れながら走ることになる。

　廊下を抜け、階段を下りて、また廊下を走り、また階段を上る。建物の中を縦じゆう横おう無む尽じんに走りつづける。

『――侵入者は消火器を装備し噴射してきているようだが、ただの炭酸カリウムの粉に何を怖がることがある。ひるまずに大人数で取り押さえろ！』

　姫ひめ宮みやちなつの的確な指示がスピーカーから聞こえる。

　消火器なめんなぁぁ、とは思ったが、実際、出てくるのはたかだか白い粉だ。今まではオレの勢いも相まってビビッてくれたが、二度目はないだろう。

　まずい、このまま逃げ続けていたら確実に捕まる。どうにかしないと……。

　そうは思っても、上階に行っても窓という窓の外側に鉄格子がされているので、顔一つ建物から外に出すこともできない。

　もう役には立ちそうにない消火器を投げ捨てると、再び階段を上へ上へと上り続けた。

　下からはスクラムを組んだ白衣の連中が追いかけてきている。

（ハア、ハア、ハア――）

　息が上がってきた。

　階段を駆け上がりながら、酸欠状態の頭で考える。

　この状況でなんとか外に出る方法はないか？

　この密閉された建物のどこかに、外部へ出られそうな場所はないか？

（あっ！）

　一箇所だけ心当たりが。

　屋上。

　この建物にあるかどうか。あったとして、この緊急封鎖の状況で出られるかどうか知らないが、可能性はある。

　オレは屋上を目指して、ひたすらに階段を上り続ける。

　足が本当に棒みたいになってきた。こんな風になったのは中学のマラソン以来だ。

（これ以上、マジでもう走れない、ぞ）

　オレがそう思い始めた直後、階段が唐突に終わった。

　下の階と違い扉のノブに透明なプラスチックのカバーがついていた。叩たたき割って鍵かぎを掴つかむ。よしっ、動く。

　ノブを回して扉を開けた瞬間、強烈な光に晒さらされた。

　コンクリートの床で反射された陽ひの光。薄暗い非常階段に慣らされた目には明るすぎだ。

　オレは半目になりながら、屋上に飛び出す。

　強い風に吹かれてバランスを崩しそうになりながら屋上の端に向かう。

　屋上をグルリと取り囲む高いフェンスからオレは下を覗のぞいた。ベランダとかあれば、壁を伝って下りられないか……と、けっこう本気で考えていたが、

　ヒュウ――――。

　頭の中に寒風が吹き抜ける。

　高い。地面を見るだけで気が遠くなった。

　この壁を伝って下りるだと？

　そういうことは全身原げん色しよくのレオタードを着こんだ蜘く蛛も男でないと到底無理だろう。

「鬼ごっこは終わりだ」

　いまどきどんな三下の悪役も口にするのをはばかりそうな、ステレオタイプな台詞せりふが背後から聞こえた。

　振り返ると、三下どころかこの世のすべての悪の元凶のような存在である姫ひめ宮みやちなつが、扉の前に立っていた。

　白衣と長い黒髪をはためかせながら腕を組み、油断のない視線をオレに向ける。その後ろにはちなつ親衛隊ということはないのだろうが、白衣の研究者たちが待機していた。

（くそっ）

　目だけで屋上を見渡して、他ほかに出入り口はないか確認したが見当たらない。屋上に出られる扉はあれだけのようだ。

「見ての通りだ。もう少年は逃げることはできない。いや、この建物の中で私に存在を知られた瞬間から逃げ場はなかった」

　姫宮ちなつが一歩オレに近づく。

　オレはフェンスを掴むとよじ登っていった。

　お――って。何やら歓声のようなものが、後ろのギャラリーから上がる。

　くっそー、オレは見世物じゃねえ！

　オレはフェンスの上に腰掛けた。鉄のフレームをギュッと掴つかむ。

「う、動くな！　動くと飛び降りるぜ！」

　オレはオレでお世辞にもかっこよくない台詞せりふを吐いた。というか、動いて落ちるのはオレの方だろっ！

「私は少年に飛び降りてもらっても一向にかまわないが」

「なっ」

　オレは結構ショックを受けて、本当に後ろに仰のけ反ぞりそうになる。

「わ、分かってるのか。飛び降りるとオレは地面に激突する。激突すると、メチャクチャ痛い。というかむしろ死ぬ。今、オレが死んだらちとせ先輩の居場所は分からないんだぞ！」

「ちとせの居場所？　ハッ。つい二時間前に、ちとせがジーグと一緒に所内にいるのを私は見ている。時間的制約を考えると少年がちとせを連れ出したという話は出で鱈たら目めの可能性が高い。仮にもし本当に連れ出していたとしても、同じ理由から研究所の近くにいることは確実だし、少年がいつまでも帰ってこなければ、ちとせから出てくるだろうしな！」

　オレは「ちっ」と舌打ちする。

　姫ひめ宮みやちなつの奴やつ、さっきまでは興奮していたが、オレを追いかけているうちに頭を冷やしたらしい。実際、ちとせ先輩は研究所の近くどころかこの建物の中にいたりする。

（まずいなっ）

　切り札のつもりだったのに、このままだと姫宮ちなつの手に落ちるのは時間の問題だ。

「そ、そいつはどうかな！　オレはちとせ先輩を確かに匿かくまっている。嘘うそだと思うのなら電話で連絡でもなんでもするがいい」

「そうか。だったら、お前を捕らえてその匿っている場所とやら聞き出すまでの話だ」

　そう言ってこっちへ近づいてこようとする。

「ちょっ、ちょっと待ったぁぁぁぁ！！！」

「待った」

　姫宮ちなつが立ち止まる。

「姫宮ちなつ。あんたに一つ訊ききたいことがある！」

「一つだけなんだろうな？」

「いや、一つじゃないかもしれん」

「まあ、いい。聞いてやるから、言ってみろ」

　姫宮ちなつは偉そうに腕を組んで顎あごをしゃくりあげる。

　えらくあっさりと認めたので怪しいが、だからって何かできるわけでもない。

「どうして転校させるまでして、ちとせ先輩が『外の人スーツ』から出ようとするのを邪魔しようとする!?」

「少年が知る必要はない。はい、一つ目の質問、終了」

「うおぉぉい！　ちょっと待て！　質問に答えないと意味ないじゃないか」

「少年が質問することは認めたが、質問に答えるとは一言も言ってない」

　しゃあしゃあと言いやがる。

「きたねーな」

「汚くない。どうして私が不法な侵入者に、それも可愛かわいい妹をさらったらしい誘拐犯に、親切にしなくてはいけないのだ？」

「親切にしてもらう筋合いじゃねえことは確かだけどな。だが、オレが知る必要がないってことはないと思うぞ。オレは『外の人スーツ』から出られるよう、ちとせ先輩から任せられた人間だ。あんたがそれを嫌がる理由は知っておきたいと思うのは当然だろう」

「ほう……」

　姫ひめ宮みやちなつが興味深そうに目を細める。

「以前、私は少年に尋ねた。どうしてちとせを『外の人スーツ』から出るのを手伝うのかと。その時、少年は答えられなかったが今は違う、というわけだな」

「オレはちとせ先輩が『外の人スーツ』から出ることを本心から応援することにした」

「どういう心変わりなのか聞かせてもらおうか？」

「あんたが知る必要はない」

　姫宮ちなつはムッしたように片かた眉まゆを上げた。

　ざまあみろ。どうしてもこの台詞せりふを言ってやりたかったんだ。

「今の話と絡むがあんたはオレに以前言っていたな。ちとせ先輩が『外の人スーツ』から出たら不幸が訪れるって。あれは本当に本当なのか？」

　白衣の連中の一部がザワザワっとしたのをオレは聞き逃さなかった。

　あの中にちとせ先輩のことを知っている人がいるのか？

　ありえる話だ。ちとせ先輩の『外の人スーツ』はここで生まれ、ちとせ先輩はこの中で育った。事情を知る人間がいてもおかしくない。

　少し間があって、姫宮ちなつが頷うなずく。

「本当だ」

「詳しくオレに教えてくれることはできないのか！」

「それこそ少年が知る必要はない」

　姫宮ちなつはピシャリと言い放つ。

「それだけかよ！」

「ああ、それだけだ」

　姫宮ちなつは恐ろしい顔でオレを睨にらみつけた。その表情はこれ以上今のネタに触れるなと言っている。

「質問は終わりか？」

　姫宮ちなつが顎あごをまたしゃくりあげる。

「いや、ちょっと待て、その……」

　オレが新たな質問を考えていると、姫宮ちなつは首を振った。

「残念ながら時間だ。少年、もうこれ以上質問は受けつけない」

「おいっ、ちょっと待て。もともと制限時間なんて決めてなかったじゃないか!?」

「そうだったか？」

　姫ひめ宮みやちなつは惚とぼけるとパチンと指を鳴らした。

　背後の白衣の群集の中から体格のいい男が三人出てきた。

　二メートル以上はありそうな外国人らしき巨きよ躯くで、黒いスーツにサングラスと、まるでどこぞのエージェントのような格好。

　妙なのは三人ともまるで三つ子のように外観がまったく同じに見えるということだ。

「『外の人スーツ』!?」

「ご名答」

　姫宮ちなつが片手を水平に伸ばすと、三人組は完全に同期した動きで腕の方向へ横一列に並んだ。ちとせ先輩のそっくりさんと同じ、自律型『外の人スーツ』ということか。

　姫宮ちなつが白衣を翻して、ビシッとオレを指差す。

「あの少年を確保しろ。暴れるようなら多少怪け我がをさせても構わん」

「くそうっ……その手があったか！」

　オレは顔を引き攣つらせた。

　フェンスの上に座っていれば時間を稼げると思っていた。下に巨大なマットレスでもネットでも設置するまでの間、さすがの姫宮ちなつもフェンスから下りるようにオレを説得するだろうと。

　だが『外の人スーツ』なら躊ちゆう躇ちよなくオレを確保しようとするだろうし、スーツの腕力と運動能力さえあれば確実にそれが可能だ。

「寄るな、馬ば鹿か、シッシッ！」

　オレはハエを払うように　横一列になって接近してくる三人組に向かって手を振る。

　しかし、連中はそんなものは意に介す様子もなく下まで来ると、まるで正月の餅もち撒まきに群がる参拝客のように、オレの足へ手を伸ばそうとした。

　なにしろ背が高い。つま先立ちしなくとも簡単にオレの足を掴つかめそうだった。

　オレは足を引っこめて、細いフェンスの上にしゃがむような格好になろうとした。

　不安定とは思っていたが、足を掴まれないようにするので頭がいっぱいだった。

　突風が吹いた。

　本当にビュウーって耳元で音がする。

　体がふんわりと浮き上がって、オレの体はグラリと後方に傾いた。



　その瞬間――。



　オレの周囲の時間の流れが急に遅くなった気がした。

　後方に倒れるオレの体。

　耐えられずフレームを離してしまったオレの手。

　フェンスの金網を破り、落下しようとしていたオレの手を掴つかもうとして空振りするエージェント。

　それらがゆっくりと、コマ送りのように見ることができた。

「あほう、ちゃんとキャッチしろ!!」

　あほうと呼べる筋合いではないのだが、とにかくオレがそんな風に叫んだ、或あるいは叫んだつもりになったのと同時――。

　オレの体は完全に落下していた。



　たぶん、その時間は短かったと思う。

　でも仰あお向むけに落ちながら、走馬灯が走る余裕もないくらいはっきりとしたオレの頭の中を、大量の思考が駆け巡った。

　その大半は取るにたらないようなことだ。

　死ぬことが分かっているなら、結ゆ衣いの頭の賢くなるドリンクを試しておけばよかったとか、要よう垣が内うちに貸してる漫画を返してもらっておけばよかったとか、やっぱり雪ゆきはオレと血の繋つながっていない妹だったらいいのにとか。

　そして……。死ぬ前にもう一度、ちとせ先輩に、いや正しくは『外の人スーツ』を着た姫ひめ宮みやちとせに会いたかったなあと――。

　まさにオレがそう思った時。

　遠くなっていく青い空のみを映していた視界を、何か白いものが遮った。



　それは真っ白い羽根。



　白い羽根を広げた女神が、落下するオレに向かって空から舞い降りてきていたのだ。

　本当にそう見えたんだ――最初の一瞬だけ。



　しかし実際に白い羽根だと思ったのは閃ひらめく白衣だった。

　女神は白衣の裾すそをバタバタとはためかせ、明るい色の長髪を空に向かってたなびかせながら、ビルの壁を垂直に駆け下りていた。重力で加速しているオレに、それを超えるスピードの壁走りで追いつこうとしていたのだ。

　落下するオレの真横に来た女神は、オレに向かって微笑ほほえみかけると、こちらに腕を伸ばして壁を蹴けった。

　お姫さま抱っこの格好で女神の腕の中に納まった時、オレは彼女の正体を確信した。

「舌を噛かまないように歯を食いしばりなさい！」

　女神が腕の中のオレに言う。

　オレが言われた通り、上下の奥歯に力を入れた瞬間。

　ズド――ンって。何かが爆発したような巨大な音と振動が真下で起きた。

　舞い上がる砂煙。女神が地面に着地したらしいということはなんとなく分かった。

　音と振動のわりに、オレにはほとんど衝撃が伝わってこない。女神の体が十五階建ての建物の屋上から飛び降りて地面に激突する衝撃を吸収してしまったに違いなかった。

「ちとせ先輩……」

　しばらくして、砂煙が大方消えた時、オレは女神の腕の中からその顔かんばせを窺うかがいながらポツリと言った。そう。その美しく、神々しいばかりに気高い姿は間違いなく、クレマチス高校生徒会長、姫ひめ宮みやちとせに他ほかならないのだ。

「間一髪、といったところかしら」

　ちとせ先輩はニッコリと微笑ほほえみながら髪をかき上げた。

　それを見た時、オレの全身を安あん堵どにも似た感激が襲った。

　一瞬で分かったから。

　本物の姫宮ちとせだと。姫宮ちとせ先輩が中に入った『外の人スーツ』だって。

　やっぱりオレの見当は間違っちゃいない。姫宮ちとせはちとせ先輩が『外の人スーツ』に入ってこそ姫宮ちとせなんだ。

　オレは感無量のあまりマジで泣きそうになったが、再会を喜んでいる余裕はないことぐらいは忘れていなかった。

「ちとせ先輩、すぐに逃げましょう。奴やつらが一階に降りてくる前に」



    

  
    
      



    

  
    
      　姫ひめ宮みやちなつたちが屋上から降りてくるには時間がかかるはずだ。その間に、研究所の外まで逃げることができれば、こっちのものだ。

「逃げる時間なんてなさそうよ」

　ちとせ先輩が用心深そうな視線を周りに向けた時――。

　空中から何かが落ちてくるような気配と共に、衝撃音と振動が三度連続して起こった。ちとせ先輩を取り囲むように立ち昇った三つの砂煙の中から現れたのは、屋上でオレを捕らえようとしていた自律型『外の人スーツ』だ。

　しかし、それだけでは終わらなかった。

　ちとせ先輩の腕の中から見上げたオレの目には、とんでもない光景が映っていた。

　屋上にいた白衣の連中が、『外の人スーツ』が開けたらしいフェンスの穴から一人ずつ空中に身を投げ、次々と衝撃音を上げながら地面に降り立っているのだ。

　大気圏で砕けた隕いん石せき群が地表に衝突するような振動と砂煙が連続して起きる。

　中には足や背中から何やら怪しい炎を噴いて空中に待機する奴やつや、制動をかけてゆっくりと落ちてくる奴もいる。

　そんな悪夢のような光景が繰り広げられていたのだ。

「あいつら全員、人間じゃねえ！！！」

　オレは悲鳴にも似た声を上げた。

「そうよ。サイボーグ研究棟の研究員は、大なり小なり自分に改造を施しているの」

「大なり小なり、って……」

　あんなことができるのは全員大改造の結果に見えるんだが。

　姫宮ちなつがオレに背を伸ばす改造手術を施してやろうと言っていた。たしかにここの連中にとっては二重手術とか豊胸手術とかと同じレベルなのかもしれない。

　着地した白衣の研究員たちは、ちとせ先輩とそれに抱っこされたオレを遠巻きに取り巻いた。全員、興きよう味み津しん々しんといった顔でいかにも野や次じ馬うまな感じだ。

　やがて足からジェット噴射を噴きながら、着陸する宇宙船のようなゆっくりとしたモーションで、姫宮ちなつが降りてきた。

　姫宮ちなつはオレを抱っこしたちとせ先輩から少し距離をとるように降り立つと、忌々しそうな顔をした。

「なるほど……。少年の狙ねらいは最初からこういうことだったわけだな」

　悔しそうに真っ赤な唇を噛かみ締める。

「そうだ。オレの行動はすべてちとせ先輩が『外の人スーツ』を手に入れるための陽動に過すぎなかった。あんたはそれにまんまと騙だまされた、というわけさ！」

　得意満面で言ってやる。いかんせんちとせ先輩の腕の中だから格好がつかない。

　姫宮ちなつはオレの方は完全に無視して、ちとせ先輩を見る。

「どういうことか、説明してもらおうか」

　ギロリと音がするぐらい目を剥むいた。だが、ちとせ先輩は目を離さなかった。

「お姉さま！」

　凛りんと叫ぶ。

「私は『外の人スーツ』を脱ぎたいと思います。それを許してください」

　一切の迷いのない潔い声で。

　姫ひめ宮みやちなつは強い眼光でちとせ先輩を睨にらみつけたまま微動だにしない。

「ちとせ。お前が中に入っている体は私が作ったものだ。お前はその体に入ったまま、製作者たる私に頼みごとをしている……その体を脱ぎたいと。これをお前は筋が通っていると思うのか？」

　ちとせ先輩が「うっ」となる。

「ちとせ、わが妹よ。同じことを、そのスーツを脱いでも言ってみろ！」

　恫どう喝かつするように叫ぶ。

　ちとせ先輩が、唾つばを飲みこむのが聞こえた。

　怖いのだろう。こんな沢山の人の視線に晒さらされる中『外の人スーツ』を脱ぐなんて。

　いや……。だからこそ、姫宮ちなつも試そうとしている。もし、本当に『外の人スーツ』を脱ごうとする強い意志があるなら、それぐらいできるはずということだ。

　ちとせ先輩は腕の中のオレの方を向いた。

　オレは何も言わなかったのだが、ちとせ先輩はなぜかフッと小さく口許を綻ほころばせて顔を上げた。

「はい。言えます」

　もう一度、凛と答える。

「純すみ人と、ちょっと下りていて。でも私の傍そばから離れては駄目」

　傍から離れては駄目な理由は姫宮ちなつを警戒したものなのか、それともちとせ先輩自身が不安だからなのかは分からない。どっちにしても、ちとせ先輩の腕の中から地面に下ろされたオレは、言われた通り『外の人スーツ』からピッタリ離れなかった。

　シュ――って例の音がして、ちとせの背中から湯気が昇り、その体が腰から後ろに倒れた。そして間からちとせ先輩の『中の人』が現れる。

「おお――――」

　ギャラリーの中から何やら歓声らしき声が上がる。

　ちとせ先輩はスーツの中から完全にその小さな体を現すと、オレに寄り添うように立って顔を上げた。

　すぐにビクッと体を震わせてシュンと俯うつむく。猛もう禽きんのような目で睨みつけている姫宮ちなつに怯おびえたようだ。

「がんばれ」

　オレは小さく囁ささやいて、ちとせ先輩に向かって手を伸ばす。

　ギュッて。

　ちとせ先輩の手を掴つかんだ。ちとせ先輩はもう一度ビクッとしたようだったけど、オレの手から逃れようとはしなかった。

　俯うつむけた顔を上げて、もう一度、姫ひめ宮みやちなつを見上げた。

「ちとせは『外の人スーツ』を脱ぎたいと思います。脱いで、本当の姿で学校へ行きたいと思います。今は無理ですが、必ず克服します。どうか、お姉さま。ちとせが『外の人スーツ』から出ようとすることを許してください」

　決して大きな声ではない。

　しかし『外の人スーツ』を着ていた時と同じくらい明めい瞭りようにちとせ先輩は言った。これほどはっきりと『中の人』が言葉を発したのを、オレは初めて聞いた気がする。

　仁王像のようだった姫宮ちなつの顔に、小さな衝撃が走ったように見えた。あいつにとっても、スーツを脱いだちとせ先輩に反抗されたのは初めてだったのかもしれない。

　姫宮ちなつは大きく息を吸いこんで目を閉じた。

「ちとせよ。お前が『外の人スーツ』を脱げば、沢山の災厄がお前に襲いかかることになるだろう。それにお前は耐えられるのか？」

「耐えられます」

　ちとせ先輩はオレの手を握る力を強める。

「……が一緒なら……きっと……」

　そう付け加えたのが微かすかに聞こえたような気がした。

　姫宮ちなつはちとせ先輩をジッと見つめたまま、何か言いたげに口をモゴモゴと動かす。

　ちとせ先輩が『外の人スーツ』を脱いだらいけない理由を言うつもりか、と思った。

　しかし姫宮ちなつはそのまま、小さく嘆息した。

「そうか。ならば好きにすればいい」

　プイッと視線を逸そらす。

　こちらに背中を向けると、白衣の連中を追い立てるように両手を振った。

「さあ、今度こそ追いかけっこは終わりだ。皆の衆、研究に戻るぞ」

　そう叫ぶと研究棟の入り口へ歩き始めた。

「もう終わりですか？」

「なんだ、案外、あっさりしていたな」

　そんなボヤキ声を上げながら研究員たちも姫宮ちなつについて引き上げていく。自律型『外の人スーツ』も、それについていこうとしていた。

「姉ピョン！」

　ちとせ先輩が呼ぶ。姫宮ちなつは両手をポケットに入れて歩きながら顔だけ振り返る。

「またあのマンションから学校に通え。今まで通り、長期連休の時にのみ戻ればいい」

　そう言い残すと、他ほかの研究員共々、研究棟の扉の向こうへと消えていった。

　――あれだけの大騒ぎだったのに、終わりは本当にあっという間だった。

　いつの間にか辺りはオレとちとせ先輩だけになっていた。

「マジか……」

　オレはボソリと呟つぶやいた。

　ちょっと信じられない。

　姫ひめ宮みやちなつがあっさりと引き下がるなんて、何かの罠わなじゃないのか。研究棟に戻ったと見せかけて、オレたちが油断したところに複数の自律型『外の人スーツ』をけしかけようとしているとしてもオレは全然驚かない。

　しかし……。

　いつまで経たってもそんな様子はまったくなかった。辺りは静かで芝生しばふの丘を撫なでる風の音だけが響いている。

　建物の窓を覆っていた鉄格子が上がっていくのが見える。緊急閉鎖が解かれたようだ。

「マジなのか……」

　信じられないことだが、姫宮ちなつたちは本当にちとせ先輩の願いを受け入れたらしい。

　少なくとも今すぐに、騙だまし討うちをしようとしていることはなさそうだった。

「ちとせ先輩……」

　呆ぼう然ぜんとした顔でオレは呟く。

　同じく呆然としたまま、ちとせ先輩はコクリと頷うなずく。

「やったじゃないですか。あの、姫宮ちなつを説得できた、みたいですよ」

「は、はいですう」

　オレとちとせ先輩は顔を見合わせて両手を取り合った。ほとんど同時に破顔すると、両手を握り合ったままピョンピョンとその場で飛んだ。

　で、

「「あっ」」

　って声を重ねると、手を離して顔を背けた。……いや、別に恥ずかしくなったわけじゃない。そうではなく、問題は今のオレの顔だ。スッピン。つまりはそういうことだ。

「えっと、オレ、マスク、つけた方がいいですね？」

　オレが慌てて尻しりポケットに突っこんでおいたマスクを取り出そうとすると、ちとせ先輩は向こうを向いたまま首をフリフリした。

「いいえ、そのままでいてください」

「へっ、いいんですか？」

「いいんです、いいんですう」

　オレはキョトンとした顔で向こうを向いたちとせ先輩の頭を見つめる。

　ちとせ先輩は胸に拳こぶしを当てると、それから大きく何度か深呼吸して――。

「純すみ人と！」

　オレの顔の方を向いた。

　驚いた。ちとせ先輩が自分からオレを見たのだ。それも、強い意志をこめた瞳ひとみで見つめているのだ。

「姉ピョンに許してもらえたのは、純人が来てくれたお陰です」

「は、はい」

　オレもちとせ先輩と一緒になって声を震わせていた。『中の人』とこんな風にきちんと面と向かい合うのは初めてだから、少し興奮していた。

　ちとせ先輩のガラス球のような瞳ひとみ、小さな鼻や口、ツーサイドアップの髪を、目に焼きつけるようにしっかりと見つめた。

　それは犬の被かぶり物をつけていてもできるかもしれない。でも、実は違うのだ。

　オレの顔を見てくるちとせ先輩を見ることに意味がある。

　こうすることで初めて、オレは「姫ひめ宮みやちとせ」という存在を、目の前の女の子と結びつけることができるような気がした。

「改めて純すみ人とにお願いしますです。ちとせが『外の人スーツ』から出て学校に通えるように手伝ってくださいです」

　ちとせ先輩は二本の髪を揺らしながら、ペコリと頭を下げた。

　オレも力強く頷うなずいた。

「もちろん。喜んで手伝います」

「ありがとですう」

　ちとせ先輩は顔を綻ほころばせると、もう限界という風に顔を背ける。短い時間だったが相当の勇気を振り絞ってオレの顔を見ていたのかもしれない。

　逃げこむように『外の人スーツ』に乗りこむと、すぐさま上半身を起こした。

「この体からも言わせてもらうわ。純人……ありがとう」

　ちとせ先輩は少しだけ照れくさそうに、鼻の先を掻かきながらこっちを向いた。

　オレはちょっぴり複雑な心境だった。寸前まで、オレはちとせ先輩のことを『中の人』と思えそうになっていたのに、『外の人スーツ』を着た姿を見た瞬間、やっぱりこっちを姫宮ちとせと感じてしまったから。まだ修行が足りないということか。

「純人……。あんたにはご褒ほう美びが必要かもしれないわ」

　ちとせ先輩は腕を組むと、けっこう真剣な表情でそんなことを言った。

「はっ？　褒美ですか？　でも、なんに対して？」

「もちろん。今日、来てくれたことへのお礼に決まっているでしょう」

「い、いいっすよ。別にお礼なんて」

　首を振るオレに、ちとせ先輩は人差し指を立てた。

「駄目。だって、もし純人が来てくれなかったら、私は『外の人スーツ』から出ることを諦あきらめていたと思う。姉ピョンを説得できたのは、純人の功績よ。ジーグだって、ちゃんと私の言いつけを聞いた時はご褒美をあげることにしているもの」

「……そういえば初代が見当たりませんが」

「ジーグなら姉ピョンのラボに置いてきちゃった。どうせマンションまで連れてはいけないし。……そんなことより、なによ、ご褒美いらないっていうの？」

　ちとせ先輩がピクリと眉まゆ毛げを上げる。この表情を見るのも何だか久しぶりに思えた。

「とんでもない。ご褒ほう美び、安んじていただきます。……で、何をくれるんですか？」

　明日学校の購買部でジュースでもおごってもらおうかと、気軽に考えていた。

「ジーグへのご褒美といえば決まってるわ。デコチュウよ」

「デコチュウ？　……ってああ！」

　あれだ。さっき初代にやっていた、おでこにチュッだ。

「し、しかし、それって……」

　おでことはいえ、あれだよな。いやつまり、口が肌に当たる形態の……。

「なによ、その顔。ご褒美、嬉うれしくないの？」

「いや、そんなことはないんですが、オレはジーグじゃないんで、他ほかのご褒美という選択肢は、駄目……ですかね？」

　オレはちとせ先輩の顔を窺うかがう。

「二代目ジーグを襲しゆう名めいしていながら、そんな言い方はないでしょう？」

「襲名してないです。勝手にちとせ先輩がそう呼び出しただけじゃないですか」

「ごちゃごちゃ五月蝿うるさいわね。とにかく純すみ人とは二代目ジーグ。そして私はジーグにご褒美をあげたい気分なの！　分かる？」

　ちとせ先輩はいつものようにオレを指差して睨にらんだ。今度は、オレが懐かしむ余裕もなかったぐらい迫力があった。

「は、はい。それは分かりました」

「で、純人は私からご褒美が欲しいの？　欲しくないの？」

「いや……。欲しいか欲しくないかといえば、どちらかといえば欲しいような」

「なに？　その奥歯に物が挟まったような言い方はっ!!」

「いえ、欲しいです。マジです」

　オレが首をブンブンと縦に振った。悪い癖だ。すぐに周りの雰囲気に飲みこまれる。

　ちとせ先輩は満足げな顔になると、オレと向かい合うように立った。

「ちょっ、ちとせ先輩。まさかご褒美ってここでくれるつもりじゃない、ですよね？」

「そうよ。褒美はいいことをした直後にあげるのがしつけの基本でしょう」

「それはそうかもしれませんが！」

　真っ昼間から堂々とそんなことをするような西洋ナイズされた習慣はオレにはない。それにきっと、さっきここに集まっていた連中は、中からオレたちのことを見ているに違いないし。

（でもまあいいか……）

　たかだかおでこにチュッだ。それもちとせ先輩は芸をしたジーグにご褒美をあげるような感覚。それにオレは一度、ちとせ先輩（外）に、いや正確にはちとせ先輩（外）そっくりな『外の人スーツ』に唇を奪われたことがある。だから、そこまで気張ることもない……たぶん。

「大事なことを訊きくのを忘れていたわ」

　急にちとせ先輩がフッフッフッと怪しく笑った。

「私と中の私。どちらからご褒ほう美びが欲しい？」

「ええっ!?」

　まさかそんな選択オプションが!?　てっきり『外の人スーツ』を着たちとせ先輩だと決めつけていた。

（どっちのデコチュウ？）

　オレは思わずちとせ先輩を凝視してしまう。

　桃色の柔らかそうな唇。ピンク色でキュッと引き締まっていて、何度も言うように人工のものとは分かっていても魅力的だ。

　一方で、素の『中の人』。顔だって可愛かわいいし、あの砂糖菓子のようなフワフワな唇を感じてみたいような気もする。まあ場所が場所だけに妹にされるような感じかもしれないが、それはそれで幸せそうじゃないか。もっとも、『中の人』の場合は、被かぶり物の上になる可能性大だから、何も感じられないかもしれないが。

　呼んでもいないのに頭の中には二人組の男性の司会者が浮かんでくる。彼らはこちらに向かって言うのだ。

　

　――さあ、ご注文はどっち？　と。

　

　オレはちとせ先輩の顔を見上げた。

「オレは……」

　

　どっちを選んだのか？

　まあ、ぶっちゃけ、どっちでもよかった。オレは、さっき姫ひめ宮みやちとせって女の子は一人しかいないって言ったばかりだ。どちらを選択したとしても、ちとせ先輩にデコチュウされた事実に違いはない。

　そりゃまあ多少、感触とか胸のドキドキとか違うかもしれないが、それほど差があるわけがない。

　

　でも、まあ、あえて感想を言えばだな。

　ずっと走っていた足で中腰になるのはちょっと辛つらかった。



    

  
    
      
エピローグ





「どういうことか説明してください！！！」

　結ゆ衣いはバンとソファーテーブルを叩たたくと、オレと横にいるちとせ先輩を順番に睨にらみつけた。テーブルの上に置かれたティーカップがカチカチと揺れ、スティックシュガーが受け皿から転げ落ちる。

　期末試験も終わり、いよいよ来週から夏休みという七月のある土曜日の午後――。ここクレマチス高校の生徒会長執務室で、ささやかな弾だん劾がい裁判が行われようとしていた。

「いやだから何度も言うようにだなあ、同じ日の午後にオレのサボリと先輩がいなかったのはたまたまだ。偶然だ。奇遇だ」

　被告の一人であるオレは結衣に弁解する。

「とても信じられません！」

「……この前も同じことを言ってて、結局、信じたくせに……」

　横を向いてボソボソって言うと、結衣はジロリとこっちを向く。

「なにか言った？」

「いえ、なにも……」

　オレは手を振った後、こっそり小さくため息をついた。

（なんで今いま頃ごろになってバレたんだ……）

　元はといえばアイツが、今も結衣の横に座ってキョロキョロと執務室を物珍しそうに見渡している要よう垣が内うちのアホが、ペラペラとオレのサボリを喋しやべったのが始まりだ。

　さらに、同じ日に生徒会長・姫ひめ宮みやちとせもまた授業を無断で欠席したという噂うわさを、結衣がどこからか聞きつけたために、点と点が結ばれて線になったらしい。

　まあ、サボって何をやっていたかと聞かれて、体がなまっていたから登山していたと答えたオレもたいがいだが、とにかく結衣は大いに不審に思い一ヶ月前のファミレスの再現となっている。

（結衣も怖いが、こっちはこっちで……）

　オレは横に座るちとせ先輩をチラリと見る。口をキュッと結んで眉まゆ根ねを寄せて、結衣に負けないくらい不ふ機き嫌げんそうな顔をしている。

　実は、期末試験のために延期されていた性格改善のトレーニングを、今日、この時間にまさにこの場所でする予定だった。それを邪魔されてすねているのだろう。

（話がややこしくなるから、今回は何も言わないでくださいよぉ）

　先輩の表情にオレはハラハラする。しかし、そう思うそばから、ちとせ先輩が口を開いた。

「神楽かぐらさんは……今度は何を疑っているのかしら？」

　先輩は少し顎あごを上げて結衣を挑発するような顔をした。オレは額を指で押さえて頭を振る。

「生徒会長が星ほし野のくんを学校から連れ出したと思っています！」

　間髪入れずはっきりと答える。

「仮にそうだとして――」

「もし本当なら今度こそ、明らかな校則違反です！」

　結ゆ衣いは前の時と違ってちゃんと理論武装したらしい。

　まずい……。ちとせ先輩の口の端がプルプルっと震え始めた。

「そ、そんなわけがないじゃないか。ああ、要よう垣が内うちも何か結衣に言ってやってくれ」

「うん？　僕か？」

　要垣内は惚とぼけたような声を出す。

「あの時、オレはそんな学校サボって生徒会長とどこかに遊びにいくような顔をしていたか？　違うだろう？　もっと切羽つまったような顔をしていたじゃないか」

「う―――――ん」

　眼鏡めがねをかけなおすと腕を組んで考えこむ。

「……よく覚えておらん」

「だ―――。この裏切りモン」

　決めた。もう二度とコイツのことは信用しない。

「だいたい、登山に行くのにどうして切羽つまった顔をするのよ？」

「そ、それはだなあ。それぐらい気合が入っていたということだ。エベレストを前にした登山家のようにだなあ……」

「ふ――ん」

　結衣がジト目をオレに向けてくる。信じてくれ、結衣。エベレストはともかく、あの日からしばらくは足の筋肉痛で悩まされたのはガチなんだ。十五階建てのビルの階段を走って上がったり下がったりしたのは並の運動量じゃないぞ。

　再びソファーテーブルがバンと叩たたかれる。しかし、今度叩いたのはちとせ先輩の方だ。

「校則違反して、何か問題でもあるかしら？」

　オレは目を丸々とする。いくらなんでもその発言は問題があるのでは、生徒会長として。

　さらに、ちとせ先輩は前髪をかき上げると結衣に向かって胸を張る。

「そうよ。あの日、私は学校をサボって純すみ人とと会っていたわ」

「ちょっ、生徒会長!?」

「いいじゃない。隠すことないわ。私は公正明大が好きなのよ。それに純人、私のことはいつも通りちとせ先輩と呼びなさい」

「いや、でも、しかし……」

　会ったこと自体は本当だが、サボって会ったというのは語ご弊へいがありすぎだ。

　結衣はコメカミをピクピクさせる。

「じゃあ、さっき言っていた、体調がすぐれず、誰だれにも言わずに家に帰ったというのは嘘うそってことですね？」

「そうよ。まるっきり嘘うそ。デタラメよ」

「本当は星ほし野のくんと会っていたっていうんですか？」

「そう。その通り」

「会って何をしたんですか？」

「それは神楽かぐらさんのご想像にお任せするわ」

　ビルに忍びこんだり、命綱なしでバンジージャンプしたりとか、まあそんなところだ。

「学校をサボってデート……。これは校則違反です」

　結ゆ衣いは肩を揺らしながら下を向いた。

「今度こそ風紀委員に訴えますから」

「いいわ、どうぞご自由に。これも前に言ったことだけど、その場で私が否定すれば証拠はないということをお忘れなく」

　ちとせ先輩は嫌味っぽく言う。さっき公正明大が好きとかどうとか聞こえたが、どうも気のせいだったようだ。

　突然、俯うつむいていた結衣が顔を上げて、ニコリと笑う。

「生徒会長、油断しましたね。要よう垣が内うちくん！」

「へいへい」

　要垣内がポケットの中から、乾電池ぐらいの太さのアルミ製のスティックのようなものを取り出す。

「生徒会長の発言は全部録音させていただきました」

　結衣の合図で要垣内がスティックの上のボタンを押す。罪を告白するちとせ先輩の声が流れてくる。

　ＩＣレコーダー。結衣の奴やつ、前回の反省を活いかしてこんなものまで用意していた。

「ふ、ふん。なによそんなものが何になるというのよ」

　ちとせ先輩は頬ほおを引き攣つらせながらそんなことを言っていたが、いきなり、要垣内に向かって手を伸ばした。風が起きて結衣の前髪がフワッと浮いたぐらい、ものすごい勢いで。

「あっ」

　次の瞬間、要垣内の眼鏡めがねの向こうの目が点になる。手の中のレコーダーが消えていた。

「ふーん。最近は、こんなに小さいのがあるんだ」

　ちとせ先輩が消えたレコーダーを目の前に翳かざしていた。

「ちょっと、要垣内くん。何をやってるのよ」

　結衣が悲鳴のような声を上げる。しかし要垣内を責めるのは酷だ。ちとせ先輩は、残像も目に映らないほど、人間離れしたスピードで奪い取ったのだから。

「これが消去ボタンね」

　立ち上がってレコーダーを奪い返そうとする結衣の手から逃れながら、ちとせ先輩はスティックの上のボタンを押す。

「はいっ。これで証拠はなくなったわ」

　ちとせ先輩は極悪人っぽくニンマリと笑うと、レコーダーをテーブルの上にコロコロと転がす。拾いあげた結ゆ衣いが、液晶のディスプレイを確認して肩を震わせた。

「証拠隠いん滅めつなんて最低ですね、生徒会長！」

「証拠隠滅？　なんのことかしら？　ホホホ」

　ちとせ先輩は口に手を当てて笑う。

「む―――――」

　結衣は悔しそうな顔をオレへ向けてきた。オレが片手を立てて謝る仕草をすると、プイッと顔を背ける。また当分、口をきいてくれそうになさそうだ。

「要よう垣が内うちくんがしっかり持っていなかったからよ！」

　さらに結衣は未いまだにポカンと口を開けている要垣内へ怖い顔を向ける。

「人のせいにするのはよくないわよ、神楽かぐらさん。ホホホホ」

「キ―――」

　結衣は要垣内の首を掴つかんで揺さぶった。未だに口を開けて呆ぼう然ぜんとしたままの要垣内の顔がブランブランと揺れて、オレはちょっぴり奴やつに同情する。

　その時――。生徒会長執務室の扉がノックされた。ちとせ先輩が笑うのを止やめて、結衣が要垣内の首から手を離したのと同時に、扉が開かれる。

「お、随分と人が多いな」

　その人は部屋に入ってくると、ソファーのオレたちを見渡しながら妙に嬉うれしそうな顔をした。長い黒髪に、紅い眼鏡めがね。ダイナミックな四肢を白衣に包むその姿は――。

「なんであんたがここにいるんだ!!」

　オレは勢いよく立ち上がる。

　本当に意味が分からなかった。どうして、姫ひめ宮みやちなつがこんなところに？

　ちとせ先輩の顔を窺うかがうと、オレと似たような顔をしていた。マンションに戻ってきてから一度も連絡がないと言っていたから、事情が分からないのはオレと同じなのだろう。結ゆ衣いと要よう垣が内うちは突然現れた白衣の美人と、オレたちとを交互に見ながらポカンとした顔をしている。

「なんで、とはご挨あい拶さつだな。自分の学校の教師に向かってその態度は好ましくないぞ」

　姫宮ちなつは呆あつ気けにとられたオレとちとせ先輩の反応に満足そうに笑う。

「「教師!?」」

　オレとちとせ先輩の声がキレイにハーモニーする。

「その通り。この夏休みからだが、このクレマチス高校の物理教師をすることになった。二人ともよろしく頼む」

　姫宮ちなつは漂白剤で磨いたような白い歯をキラリ光らせて、オレたちに手を差し伸べた。

「ちょっと待て！　なんで工学博士のあんたが高校の教師をやらなきゃいけないんだ」

「まあ、私も、そろそろ後継者を育てようと思って、いい学生を探しているのだ。いい人材は若い頃ころから目をつけておくのが基本だからな」

「嘘うそだ。絶対、嘘だ！」

　姫宮ちなつがそんな理由でわざわざ高校教師に身をやつすはずがない。またよからぬことを企たくらんでいるに違いないのだ。

「まあ、そういうことだから。二人ともこれからよろしく頼む。では私はこれから理事長と食事の約束があるので……また来週」

　それだけ言うと、姫宮ちなつは手を上げて執務室を出ていってしまう。

「なにを考えてるんだ？　あの人は!!」

　オレは勢いよく扉を閉じた。また盛大に塩でも撒まきたい気分だ。姫宮ちなつがこの学校にやってくるだと？　オレの中のヤバイセンサーがバリバリと反応するぜ。

「ど、どうしようですう？」

　オレの横に立ったちとせ先輩が、ものすごく不安そうな声を出した。

「……ちとせ先輩。スーツに入っていますよ」

　オレは結衣たちに聞こえないように囁ささやく。ちとせ先輩はハッとしたように自分の格好を確認して言い直した。

「これはどういうことなのかしら!?」

　ちとせ先輩も動揺しているのは明らかだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「今の人、誰だれ？　星ほし野のくんとはどういう関係なの？」

　結ゆ衣いが新たな疑惑に対し質問をぶつけてくる。オレは疲れたように頭を振って、窓の外に目を向けた。

　澄みきった青い空に大きな入道雲がかかっていた。

　今年の夏はただでは終わらなさそうだな――。巨大な綿菓子の塊のような雲を見つめながら、オレはそんな不安を覚えずにはいられなかった。



おわり



    

  
    
      
あとがき





　お久しぶりです。月つき見み草そう平へいです。

『中の人』をご存知でしょうか？　「常識ジャン！」という人もいれば、「なんじゃそりゃ」という人もおられると思います。遊園地のキャラクターの着ぐるみに入っている人や、アニメの声優さんのことです。

「姫ひめ宮みやさんの中の人」はそんな『中の人』を題材にしたお話です（ただし役者さんも声優さんも出てきませんので、ご存知ない方はご安心を……）。



『中の人』になったことがあります。

　学生の頃ころ、文化祭で巨大な大仏のカブリ物の中に入ってサークルの呼びこみをやりました。噂うわさには聞いていましたがあれは本当にキツイ。重いわ、暑いわ、息苦しいわ……。たった三十分でしたが、服が重くなるぐらい汗をかきました。「中の人も大変だな」と言いますが、あれはマジです。

　もうひとつ『中の人』のお話……。

　高校の頃、悪い友人に「声優シンデレラ」という小説を貸してもらったことがあります。声優を目指す十七歳の女の子が主人公という、今考えるとなかなかマニアックな設定の作品です（作者はピノコの『中の人』）。

　内容はほぼ覚えていませんが一つだけ印象に残ったことが……。主人公が声の収録の時、監督さんに怒鳴られて泣き出すシーン。月見は作中のその監督のことを心底嫌なヤツだなあと思い、声優の世界はおっかないことを知りました。



「姫宮さんの中の人」では色々と初めてのことにチャレンジしました。その一つが、♂の子を主人公にしたことです。前作、前々作と♀の子が主人公だったので、書いていて違和感がありました。気を抜くとすぐに星ほし野のがカルナやきらほになってしまう（笑）。

　あと、今回挑戦したラブコメ（一応そのつもり！）も未体験ゾーンで苦戦。担当のＳさま、Ｈさまにはお世話になりっぱなしで、この先、編集部のある渋谷モリモビルには足を向けて寝られません。本当にありがとうございました。

　最後になりましたが、可愛かわいいちとせや神楽かぐらを描いてくださった絵師のＥｉｎさま。ありがとうございます。次巻もなにとぞよろしくお願いいたします。打ち合わせの時に励ましてくださったＭ編集長、いつもコメントをくださるレインさま、そして本書を手にとってくれた皆様に感謝を。

月見　草平



    

  
    
      　著者

　月見草平（つきみ・そうへい）

　　５月10日生まれ。牡羊座。広島は呉（にくじゃが発祥の地の片方）出身。「魔法鍵師カルナの冒険」で第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞審査員特別賞を受賞。『桜乃きらほの魔法医カルテ』『桜乃きらほの恋愛処方箋』（ともにＭＦ文庫Ｊ）など。



　イラスト

　Ｅｉｎ（あいん）

　　挿絵から原画までこなすイラストレーター。主な仕事歴は、「シンシア～ Sinecerely to You ～」原画担当、「超鋼女セーラ」（ＨＪ文庫）挿絵、「ガジェットトライアル」キャラクターデザインなど。



    

  
    
      姫宮さんの中の人
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